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　［１］




　オーストラリア、ダーウィン基地。以前は国際空港があった地だが、世界群発戦争の後、オーストラリアが実質的に鎖さ国こく状態に移行したことにより、国際線民間空港は閉へい鎖さされた。

　その代わり、ここにはイギリスの肝きも煎いりで魔ま法ほう師し研究施し設せつが建設された。

　一いつ般ぱんに、鎖さ国こく政策をとったからといって外国との交流を完全に断ってしまうわけではない。国家として外交を遮しや断だんしていても、民間貿易の形式で──あるいは民間同士の交流に偽ぎ装そうして──限定的な外国とのつながりを維い持じする。

　ましてやオーストラリアの場合は鎖さ国こくを国こく是ぜとして掲かかげているわけではなく、テロリストの侵しん入にゆうを阻そ止しするという名目で人の出入りを極きわめて厳しくしているだけだ。実質的に、出入国が不可能となる程ほどに。

　だから政府が必要と認める相手ならば、秘密裏りに受うけ容いれる。交こう渉しようが必要ならば内密に外交官を差し向ける。

　砂さ漠ばく化の停止と砂さ漠ばくの耕地化に成功したオーストラリアは、食しよく糧りよう資源も鉱物資源も自国だけで足りている。自給自足が十分に可能だ。

　オーストラリアが必要としているのは自分の国を守る軍事力と、その為ための軍事技術。

　特に、海岸線を越こえて国内に侵しん入にゆうしたゲリラ的軍事勢力を、国民の生命と財産に対する犠ぎ牲せいを最小限に抑おさえて駆く逐ちくすることができる軍事魔ま法ほう技術だ。

　歴史的経けい緯いからこの国が頼たよりにしたのは、ＵＳＮＡと並んで魔ま法ほう技術の先進国と見なされているイギリスだった。




　ダーウィン空軍基地にイギリスからの極ごく超ちよう音おん速そく輸送機が降り立つ。成せい層そう圏けん上層を音速の六倍で飛ぶ最新しん鋭えい機だ。イギリス空軍にとって虎とらの子この機体であり、極ごく超ちよう音おん速そく爆ばく撃げき機にも転用可能なこの機体を使用したのは、送り届ける乗客がイギリス軍にとってのＶＩＰだからだった。

　その者は高級将校でも有力政治家でもなく、身分は民間の研究者だったが、イギリスにとっては国防力を左右する、まさに最高級の重要人物だ。

「サー・ウィリアム・マクロード。ご来訪を歓かん迎げい致いたします」

　ダーウィン基地司令官が直じき々じきに出で迎むかえたイギリスのＶＩＰ。それは戦略級魔ま法ほう師し十三使し徒との一人、ウィリアム・マクロードだった。──なお公こう認にん戦略級魔ま法ほう師しが十三使し徒とのままなのは、大だい亜あ連れん合ごうが劉りゆう雲うん徳とくの戦死を公式には認めていないからである。

「ご丁てい寧ねいなお出で迎むかえ、痛み入ります」

　マクロードは現在六十歳さい。銀色の髪かみをきれいに撫なでつけた長身瘦軀そうくの老紳しん士しだ。物もの腰ごしは丁てい寧ねいで、一見しただけではイギリス首しゆ相しようと同等あるいはそれ以上の大物とは思えない。

「ウィリアム卿きよう、どうぞこちらへ」

　基地司令の副官が自走車の扉とびらを開けて、敬礼ではなく、恭うやうやしくお辞じ儀ぎする。

　マクロードは気品たっぷりにお辞じ儀ぎを返して、ロールスロイスのリムジンに乗のり込こんだ。




　リムジンが向かった先は、防空地下シェルターの奥おく深ふかくに守られた研究所だった。

　調整体魔ま法ほう師しの研究、製造施し設せつ。かつてここでマクロードは、オーストラリア軍に魔ま法ほう師し製造の指導を行っていた。

　調整体だけでなく自然発生した魔ま法ほう師しの強化にもマクロードのノウハウが活いかされている。戦後のオーストラリア軍魔ま法ほう師し部隊をここまで育て上げたのは、彼かれの功績と言っても過言ではなかった。

「お久ひさし振ぶりです、サー」

「サー、またお目めに掛かかれまして光栄であります」

　地下とは思えない豪ごう華かな部屋でマクロードを待っていたのは十二、三歳さいにしか見えない白人の少女と、三十代と思おぼしき白人男性だった。

「ジャズ、また会えて嬉うれしいよ。ジョンソン大たい尉いも変わりないようで何よりだ」

「私もです、サー」

「恐きよう縮しゆくです、サー」

「二人とも、楽にしてくれたまえ」

　マクロードがソファに座すわりながら二人にそう命じる。

　少女も大たい尉いも、休めの姿勢を取っただけで腰こしは下ろさなかった。

「早さつ速そくだが、話は聞いているかね？」

　少女と大たい尉いの二人は、同時に「イエス・サー」と答えた。

「君たちにとっては不本意な作戦だと思うが、これ以上日本が勢力を伸のばすのはパワーバランスの観点から好ましくない。この作戦は本国だけでなく、イギリス連れん邦ぽうにとっても有意義なものだ」

　第三次世界大戦後の世界秩ちつ序じよ再編により、イギリス連れん邦ぽうは名実共に消しよう滅めつしたことになっている。

　しかし、組織は無くなってもコネクションは残っている。何い時つでも新イギリス連れん邦ぽうをスタートさせられるように、密ひそかな連れん携けいは続いていた。

　──ただし新イギリス連れん邦ぽうは、イギリスにとってもオーストラリアにとっても唯ゆい一いつの選せん択たく肢しではない。それはイギリスもオーストラリアも正しく認にん識しきしていたし、相手がそう考えていることも理解していた。

「いえ、命令に対して不服などありません。微び力りよくを尽つくします」

　そう答えたのはジャズと呼ばれた少女。本名、ジャスミン・ウィリアムズ大たい尉い。彼かの女じよはマクロードが直接調整を手て掛がけた「ウィリアムズ・ファミリー」の一人。

　十二、三歳さいにしか見えない外見に反して、今年二十九歳さいになる練れん達たつの魔ま法ほう師しだった。

「そうか」

　マクロードは満足げに頷うなずいて、内ポケットからカード型のストレージを取り出した。

「まだ、聞いているのは作戦の概がい要ようだけだと思う」

　マクロードのこの言葉に、ジョンソン大たい尉いが「肯こう定ていであります、サー」と答えを返す。

「ここに作戦の詳しよう細さいが記されている。ただしいつもどおり、地名と人名は省かれている」

　マクロードが言うとおり、それはいつものことだったので、ジャスミンもジョンソンも特に何も口を挿はさまなかった。

「攻こう撃げきの対象は沖縄諸しよ島とう、久く米め島じま沖おき合あい。日本が建設した海底資源採さい掘くつ用の人工島だ」

　マクロードは彼かれの説明を待つ二人にそう告げた。




　　　　◇　◇　◇




　二〇九七年三月十日、日曜日。

　テロリスト捜そう索さくの為ため一高に転校していた一いち条じよう将まさ輝きが金かな沢ざわに帰るのを見送った後、達たつ也やと深み雪ゆきは魔ま法ほう協会関東支部の応接室に戻もどった。

　そこには四よつ葉ば家当主、兄妹きようだいにとっての叔お母ばである四よつ葉ば真ま夜やが待っていた。

「母上、お待たせしてしまいましたか？」

　達たつ也やが「叔お母ば上」ではなく「母上」と呼よび掛かけたのは、ここが自宅でも四よつ葉ば家の拠きよ点てんでもなく魔ま法ほう協会だからだ。

「いいえ、達たつ也やさん。まだ予定時間前よ」

　時計は確かく認にんしている。まだ予定時間前であることは分かっていた。だが、真ま夜やが待たされたと感じていればそんなことは意味を失う。真ま夜やの返事に、達たつ也やよりも深み雪ゆきの方が心の中で胸を撫なで下おろしていた。

「二人とも、お掛かけなさい」

　命令口調ではなく柔やわらかな言い方で席を勧すすめられ、兄妹きようだいは逆に警けい戒かいを強くした。何か厄やつ介かい事を押おし付つけられるに違ちがいないと予感を覚えた、の方が正しいか。

　だがこの場合、立ったままというのもかえって不調法だろう。達たつ也やがまず腰こしを下ろし、わずかに遅おくれて深み雪ゆきが続いた。

「達たつ也やさん、顧傑グ・ジーの件が片付いたばかりで申し訳ないのだけど」

　達たつ也やは心にヒヤリとした感かん触しよくを覚えた。大漢ダーハン出身のテロリストが引き起こした事件は「終わった」という意味では片付いている。だが解決したとは言えない。例えば警察はまだ捜そう査さを続けているし、国会でも事件続発の防止策が──再発防止策ではない──賑にぎやかに議論されていた。

　テロ事件を望ましい形で解決できなかった件については既すでに、真ま夜やに謝罪して許しを得ている。だがそんなものは何い時つでもひっくり返し、蒸むし返かえせる。達たつ也やが緊きん張ちようを覚えても、意識過か剰じようとは言えなかった。

「またお仕事をお願いしたいの」

「仰おつしやっていただければ、俺おれの方から参上しましたが」

　にこやかに告げる真ま夜やに対し、達たつ也やは慎しん重ちように言葉を返す。

「そんなに気を遣つかわなくても良いわ。私もこちらに用があったのよ」

　どんなご用事でしょうか、とは、達たつ也やは訊きかなかった。

　四よつ葉ば家も霞かすみを食べて生きている仙せん人にんではないし、あの山間部の村で自給自足しているわけでもない。

　あの村は丸ごと、元は軍の秘密研究施し設せつだ。いざという時は外部との接せつ触しよくを断って研究成果を守り続けることを前提としていたから自給自足もやってやれないことはないが、たとえ自分たちで消費する衣食住を自給できたとしても、金銭は何かと必要になる。

　四よつ葉ばにも傘さん下か企き業ぎようや取引先やスポンサーが存在するわけで、時には当主自ら挨あい拶さつをして回るのも不可欠なことだった。

「御ご用ようというのは、沖縄に行って欲ほしいのよ。深み雪ゆきさんと一いつ緒しよに」

「深み雪ゆきとですか？」

「表向きは、あの事件から今年で五年になるので、この節目の年に行われる慰い霊れい祭さいの打ち合わせに出席すること。出席といっても話を聞いているだけで構いません。犠ぎ牲せい者の遺族の意見を尊重しているという政府のアピールですから。併あわせて、お彼ひ岸がんの法要にも出席してもらいます」

　あの事件とは、二〇九二年八月に発生した、大だい亜あ連れん合ごうによる沖縄侵しん攻こうのことだ。

　あの時の戦いで、達たつ也やたちは家族同然だった実母・深み夜やのガーディアン、桜さくら井い穂ほ波なみを失っている。

「ですが叔お母ば様。わたしたちは遺族ではありませんが」

　それにも拘かかわらず深み雪ゆきがこう口を挿はさんだのは、自分が行きたくないというより達たつ也やに辛つらい記き憶おくを思い出して欲ほしくないからだった。

　達たつ也やはまだ、本物の感情を取とり戻もどしていない。それは死ぬまで取とり戻もどせないものかもしれない。

　だが、本当に悲しい思いをすることは無くても、少しは悲しむことがあるのだ。

「遺族みたいなものでしょう？　それにこれは、十じゆつ師し族ぞくとしての公務でもあります。十じゆつ師し族ぞくの中であの事件に直接関係をしているのは、貴女あなたたちだけだから」

　しかしそんな口実が、真ま夜やに通用するはずは基もとより無かった。

「……はい、分かりました。つまらぬことを申しました」

「気にしなくて良いわ」

　真ま夜やは笑えみを浮うかべて深み雪ゆきの謝罪を受うけ容いれ、達たつ也やに視線を戻もどした。

「それで、本当に頼たのみたい仕事はこちらです」

　真ま夜やの背後に控ひかえていた葉は山やまが、主あるじの目配せを受けるまでもなく動き、達たつ也やに大判の封ふう筒とうを渡わたした。

「開けても構いませんか？」

「ええ、ここで見ていって頂ちよう戴だい」

　達たつ也やは応接テーブルに用意されていたペーパーナイフで封ふうを切り、中から表おもて裏うら両面に無地の薄うすい表紙が付いた十枚程ほどの書類綴つづりを取り出した。

　パラパラと目を通した達たつ也やが書類を封ふう筒とうに仕し舞まい直して立ち上がり、葉は山やまに返へん却きやくする。

　葉は山やまは達たつ也やに一礼して、その封ふう筒とうを真ま夜やに手て渡わたした。

「達たつ也やさん、処分してもらえるかしら」

　達たつ也やは「はい」と応えながら真ま夜やの手から再び封ふう筒とうを受け取った。

　彼かれの手に移った直後、封ふう筒とうは中の書類ごと消きえ失うせた。達たつ也やが分解したのだ。

「母上、内容を深み雪ゆきに伝えても構いませんか？」

「ええ、もちろんです。私としては二人で協力してこの件を解決して欲ほしいのだけど、やり方は達たつ也やさんに任せます」

　ただし今回は、失敗は許しません。

　真ま夜やはわざわざ言葉にしなかったし、声に出して言われなくても完かん遂すいが要求される事案であることを達たつ也やは理解していた。

「承うけたまわりました」

　一礼した達たつ也やに頷うなずきを返して、真ま夜やは立ち上がった。

「お茶も出さずにごめんなさいね。少し予定が詰つまっているものだから」

「いえ、お気になさらずに」

　達たつ也やと深み雪ゆきもわずかに遅おくれて立ち上がる。

　真ま夜やは前ぜん傾けい角かく四十五度で最敬礼する二人へ「お先に」と声を掛かけて部屋を後にした。




　　　　◇　◇　◇




　休み明けの月曜日。

　深み雪ゆきは実習室へ移動中の廊ろう下かで雫しずくに話はなし掛かけられた。

「深み雪ゆき、沖縄へ行かない？」

　沖縄行きと聞いて、深み雪ゆきは少なからず動どう揺ようした。真ま夜やの「本当の用事」は昨晩達たつ也やから説明を受けている。雫しずくがその件を知っているはずはなかったが、タイミング的に、連想せずにいられなかったのである。

「沖縄に？」

「うん」

「沖縄の久く米め島じまに人工島を建設していたのは知ってる？」

　言葉足らずの雫しずくに代わり、ほのかが説明役として口を挿はさんだ。

「ええ、知っているわ」

　見た目は完全に平静を維い持じしたまま深み雪ゆきが頷うなずく。

「さすがは深み雪ゆきね……」

　ほのかがいきなり感心し始めたのは、雫しずくに聞くまで彼かの女じよ自じ身しんは人工島のことを知らなかったからだ。なお雫しずくも親に聞くまで知らなかったから、これが普ふ通つうである。

「……それでね。その人工島建設に小お父じ様さまの会社が出資しているそうなの」

　深み雪ゆきは然さ程ほど意外に思わなかった。

　雫しずくの父親は日本有数の企き業ぎようグループの総そう帥すいで、久く米め島じま沖おきに建設されていた人工島は日本の資源政策上、極きわめて重要な意義を持つ。

　政府から出資を求められなかったとすれば、そちらの方が意外かもしれない。

「その人工島が先月完成したの。それでね」

　ほのかが雫しずくに目配せした。次のセリフは雫しずくが告げるべきだ、と考えたのだろう。

「竣しゆん工こう記念パーティーがある。深み雪ゆきも行かない？」

　ほのかのバトンを受けて、雫しずくが深み雪ゆきを招待する。

「何い時つなの？」

「三月二十八日。バカンスを兼かねて二十五日に出発、三十一日に戻もどってくる予定」

「……ごめんなさい。ちょうど同じ時期に、家の予定が入っているのよ」

　すまなさそうに──これは演技ではなく本心だ──断った深み雪ゆきの言葉に、ほのかが目を丸くした。

「家って、四よつ葉ば家の？」

　そう口にした直後、ほのかが自分の口を慌あわてて手で押おさえる。

「別に変な用事ではないわ」

　その狼ろう狽ばいぶりに、深み雪ゆきは苦笑いを漏もらした。四よつ葉ば家が恐おそれられているのは理解しているが、それにしても過か剰じよう反応だと感じたのだ。

「沖縄事件から今年で五年になるでしょう？」

　ここ数年で沖縄事件と言えば、二〇九二年八月に発生した大だい亜あ連れん合ごうによる沖縄侵しん攻こう事件を指す。ほのかにもそれで通じた。

「節目の年ということで今年の夏に大規模な慰い霊れい祭さいが行われる予定でね。その打ち合わせに立ち合うことになっているのよ」

　節目と言えば本当は来年の七しち回かい忌きのはずなんだけど、と深み雪ゆきがどうでも良いいように付け足す。

　空気を読んだのか、ほのかも雫しずくもコメントを返さなかった。

「ちょうど同じ時期に行われるお彼ひ岸がんの法要にも参加することになっているわ。だからお兄様とわたしは二十三日の終業式直後に沖縄へ発たつことになっているの。そんな訳で旅行に同行はできないけれど……、同じ沖縄だし、向こうで偶ぐう然ぜん会うかもしれないわね」

　達たつ也やが沖縄へ行くと聞いて、ほのかが目を輝かがやかせた。十じゆつ師し族ぞく・四よつ葉ば家の仕事なら一いつ緒しよに旅行など無理だと諦あきらめていたところに行き先が同じ沖縄と聞いて、ほのかの中で期待が大きく膨ふくらんだ。

「もし時間が空あいたら一いつ緒しよに遊べるかな？」

　雰ふん囲い気きだけでなく身体的にも前のめりになって訊たずねるほのかに、

「そうね。ずっとお仕事ということもないでしょうから、時間が空あいたら連れん絡らくするわ」

　深み雪ゆきは穏おだやかな笑え顔がおで頷うなずいた。

「うん」

　ほのかの隣となりで深み雪ゆきの返事を聞いていた雫しずくも、いつもどおり言葉少ないながら、結構楽しみにしている様子だった。
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　三月十五日。今日は魔ま法ほう科か高校の卒業式だ。第一高校だけでなく、魔ま法ほう科か高校九校の卒業式が一いつ斉せいに行われている。

　第一高校ではつい先さき程ほど卒業生送別パーティーが終わったばかりであり、校内は喜びと寂さびしさが同居する喧けん騒そうに包まれていた。

　去年の達たつ也やはまだ風紀委員だったので、卒業式やパーティーの進行それ自体には関わっていなかった。アクシデントに備えて控ひかえていただけだ。しかし今年の彼かれは生徒会役員として、会長の深み雪ゆきを支え裏で走り回っていた。

　今年も一科生、二科生別々に開かい催さいされたパーティーの後片付けを終えて、達たつ也やは今、生徒会室に引ひき揚あげてきたところだ。大勢の来らい賓ひんに囲まれてその対応に追われていた深み雪ゆきは、彼かれよりも先に戻もどってきていた。

「お、いえ、達たつ也や様」

　建前上「お兄様」とは呼べない。だが「達たつ也やさん」ではしっくりこない。

　最近は「お兄様」と言い終える前に言い直すことができる程度には慣れてきた深み雪ゆきだが、それでも「達たつ也やさん」と呼ぶことには馴な染じめずにいた。

　何となく、自分と達たつ也やが対等になったような錯覚がして違い和わ感かんを拭ぬぐえないのだ。

　そこで深み雪ゆきが妥だ協きよう案として採用したのが「達たつ也や様」という呼び方だった。水み波なみが「達たつ也やさま」と呼ぶのを聞いて自分も、と思ったようだ。

　物語の中から飛び出してきたような深み雪ゆきの美び貌ぼうに「婚こん約やく者」相手の様付けは意外な程ほどマッチしていて、周りの人間にも「達たつ也や様」は違い和わ感かんなく受うけ容いれられていた。

「お疲つかれさまでした」

「深み雪ゆきこそお疲つかれさま」

　指定席とも言える端たん末まつの前に座すわった達たつ也やへ、水み波なみがコーヒーカップを差し出す。

　端たん末まつ周りは本来飲食禁止なのだが、達たつ也やにそれを指し摘てきする者はいなかった。彼かれに対して非好意的な泉いず美みも、生徒会室の全情報機器のメンテを実質的に独りで行なっている達たつ也やにとやかく文句をつけることはできなくなっていた。

　……これといい深み雪ゆきのカリスマ性といい、確かに現在の一高生徒会には民主主義の原理にもとる危険な側面があることを否定できない。

　もっとも、達たつ也やが飲食可能なテーブルではなく端たん末まつの前に座すわったことには、ちゃんと理由があった。ミーティング用（という名目）のテーブルは、あずさ、五い十そ里り、花か音のん、服部はつとり、桐きり原はら、紗さ耶や香かの卒業生組でいっぱいだったのだ。

「司し波ば君、お疲つかれさま」

　五い十そ里りが座すわったまま、達たつ也やに労ねぎらいの言葉を掛かける。

　達たつ也やも座すわったまま会え釈しやくを返した。卒業を祝う言葉は既すでに何度も繰くり返かえされているので、ここでは敢あえて口にしなかった。

　卒業生たちも──花か音のんも含ふくめて──達たつ也やの態度に文句をつけたりしなかった。五い十そ里りもすぐ彼かれらの会話の輪に戻もどった。

「全員、予定どおりで大だい丈じよう夫ぶですね？」

　あずさが念押おしのセリフを口にする。否定の言葉は無かった。

「このメンバーで卒業旅行なんて、一年生の時は思ってもみなかったわ」

「壬み生ぶ、今いま更さらそんなことは気にするな」

「服部はつとりの言うとおりだぜ、壬み生ぶ」

「そうよ。壬み生ぶさんは戦友じゃない。……あたしとしては、啓けいと二人きりが本当は良かったんだけど」

「花か音のん。そんなことを言っては駄だ目めだよ」

「はぁい」

　コーヒーを飲みながら、聞くとはなしに服部はつとりたちの話に耳を傾かたむけていた達たつ也やの隣となりへほのかがやってきた。

「中なか条じよう先せん輩ぱいたち、卒業旅行は沖縄へ行くそうです」

「先せん輩ぱいたちも沖縄へ？」

　ほのかと雫しずくも自分たちと同時期に沖縄へ行くことを、達たつ也やは深み雪ゆきから聞いていた。

「はい。雫しずくのお家うちが出資している人工島の建設に、五い十そ里り先せん輩ぱいのお宅が技術協力しているそうで、竣しゆん工こう記念パーティーに皆みなさんで参加されるそうです」

「なる程ほどな」

　五い十そ里り家は刻印魔ま法ほうの権けん威いだ。刻印魔ま法ほうは特に、災害対策の分野で有用性を評価されている。事前に刻印を施ほどこしておけば極ごく短時間で建材の耐たい火か性や耐たい衝しよう撃げき性を、一時的にとはいえ、飛ひ躍やく的に高めることができる。

　海底資源採さい掘くつ基地として国家的に重要な意味を持つ人工島に刻印魔ま法ほうを使用するというのは、魔ま法ほうの活用方法として理に適かなっている。そこに五い十そ里り家が協力しているというのも納なつ得とくできる話だ。

　達たつ也やが受けた任務と時期が重なるのは、実を言えば偶ぐう然ぜんではなかった。真ま夜やから言い付けられた仕事も、ほのかが話題にした人工島『西さい果か新しん島とう』の竣しゆん工こう記念パーティーに関係があるものだった。

　本来であれば達たつ也やは、少なくともほのかと雫しずくには、警告すべきだっただろう。しかし彼かれは、秘密を守ることを優先した。

　達たつ也やはともかく深み雪ゆきは、友人を巻まき込こんでしまうことに心の中に大きな葛かつ藤とうを抱かかえていた。しかしこれは、国防軍も巻まき込こんだ秘密任務に関わる情報だ。警告したくても説明のしようがなかった。
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　卒業式が終わっても、春休みまでは三学期だ。

　今年はカレンダーの都合で例年より二日ほど終業式が早いとはいえ、敵はこちらの都合に関係無く攻せめてくる。

　達たつ也やが真ま夜やから受けた命令は、二十八日の久く米め島じま沖おき人工島竣しゆん工こう記念パーティーに合わせた破は壊かい工作を阻そ止しすることだ。だからその任務を果たすだけなら、動き出すのは春休みに入ってからでも遅おそくない。

　しかし敵に時間を与あたえた分だけ、任務の難易度は上がっていく。それに、敵の目的が記念式典だけとは限らない。四よつ葉ば家の魔ま法ほう師しが現場にいたのに敵性外国勢力の破は壊かい工作を許したなどということになれば、任務そのものは達成できても本来の目的は達せられないという羽目にもなりかねない。

　もっとも、そんなことになれば四よつ葉ば家のみの問題ではなくなる。十じゆつ師し族ぞくの面子めんつが潰つぶれるだけに止とどまらず、国防軍にとっても大きな恥ち辱じよくだ。外国の工作員が日本で破は壊かい活動を目もく論ろんでいるという情報に対して、四よつ葉ば家と国防軍の利害は一いつ致ちしている。

　三月十七日、日曜日。四よつ葉ば家の魔ま法ほう師しであると共に国防軍の特務士官でもある達たつ也やが所属する独立魔ま装そう大隊の本部を訪おとずれたのは、ある意味で当然の成り行きだった。

　ただしこの任務では国防軍の一員として動くのではなく、四よつ葉ば家の魔ま法ほう師しとして軍に協力するというスタンスを保つ必要がある。

　今日の打ち合わせでまず決めなければならないのは、達たつ也やが何い時つ風かざ間まの部隊に合流するかという点だった。

「我々が先行して沖縄入りしよう。貴官は二十四日の彼ひ岸がん供く養よう式典で合流してくれれば良い」

　その話題を達たつ也やが切り出すと、風かざ間まはすぐにこう答えた。今回の風かざ間まは、随ずい分ぶんと物分かりが良いい。もしかしたら顧傑グ・ジーの跳ちよう梁りようを座視していたことに後こう悔かいを覚えているのかもしれない。

　まあ、理由はどうあれ、達たつ也やにはありがたい言葉だった。

「お言葉に甘あまえます」

　達たつ也やは素す直なおに謝意を示した。その上で、疑問を腹に溜ため込こまず口にした。

「しかし、中ちゆう佐さが直接現地で指揮を執とられるのですか？」

「指揮だけではない。今回は私も戦力だよ。作戦の性質上、大人数は動かせないからな」

　達たつ也やの問とい掛かけに、風かざ間まは不敵な笑え顔がおで首を横に振ふった。

　久々の現場に、気を昂たかぶらせているのかもしれない。

「敵が少人数の工作部隊とは限りませんが」

　達たつ也やは本気でこう考えていたわけではない。前回の沖縄事件から五年。横浜事変から一年半。ここでまた大部隊の工作員を侵しん入にゆうさせてしまう程ほど、国防軍も警察も無能ではないと達たつ也やは考えている。と言うより、信じている。

　それは風かざ間まも同じだったが、彼かれは達たつ也やが提示した可能性を頭から否定することはしなかった。

「相手が大部隊を繰くり出だしてくれば、現地の兵力で対応する。敵としては工作が成功しなくても、騒さわぎが大きくなれば目的が達成される」

　達たつ也やは風かざ間まが何を言いたいのか、すぐ理解した。

　破は壊かい工作を仕し掛かけようとしている敵の戦術目的は人工島の破は壊かい、もしくはパーティーに参列する要人殺害。

　だが戦略目標は日本人の敵意を煽あおり、講和条約を破は棄きさせることにある。

　こちらが大人数を動かせば、マスコミは当然、何に備えた出動なのか嗅かぎ回まわるだろう。大だい亜あ連れん合ごうの反講和派による破は壊かい工作が目もく論ろまれていると分かれば、それだけで世論を刺し激げきすることになってしまう。

　しかしそれは現在の情勢下において、日本にとってのみならず、大だい亜あ連れん合ごうにとっても不利益になるはずだった……。
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　日本と大だい亜あ連れん合ごうの間に休戦協定が結ばれたのは二〇九五年十二月のことだ。

　十月末に朝ちよう鮮せん半はん島とう南なん端たんを灼やいた『灼しやく熱ねつのハロウィン』で、大だい亜あ連れん合ごうは海軍拠きよ点てんを一つと多数の艦かん艇ていを失った。これを受けて、大だい亜あ連れん合ごうに対する勝利を決定的なものとする為ために、日本の国防海軍は十一月半ばに佐さ世せ保ぼから艦かん隊たいを出しゆつ撃げきさせた。新ソ連に対する備えを残していたので全艦かん隊たいとは言えなかったが、それを除けば動員可能な全ての艦かん艇ていを結集したと言って良いだろう。佐さ世せ保ぼから出しゆつ撃げきした艦かん隊たいには日本が公こう認にんする戦略級魔ま法ほう師し、『十三使し徒と』の一人、五いつ輪わ澪みおも同行していた。日本にとっても、事実上の総力戦の構えだった。

　幸いなことに、出しゆつ撃げきした艦かん隊たいは大だい亜あ連れん合ごう軍と実際に砲ほう火かを交まじえることは無かった。戦略級魔ま法ほう『深淵アビス』が使われることもなく、日本が貴重な戦略級魔ま法ほう師しを失うことも無かった。その前に、東南アジア同盟を仲ちゆう介かい役とした大だい亜あ連れん合ごうからの申し入れにより休戦は成立した。

　そして二〇九六年三月、日本の主張をほぼ受うけ容いれる形で大だい亜あ連れん合ごうとの間に講和条約が締てい結けつされた。

　速すみやかな講和の成立は、日本側の出した条件が控ひかえめなものであったという側面もある。

　しかしやはり、大だい亜あ連れん合ごうの受けた損害がそれだけ大きかったというのが主な理由だった。

　とはいえ、誰だれもが講和に賛成したわけではない。

　どんな国家、どんな軍隊でも同じだろうが、講和に反対する勢力は必ず存在するものだ。日本にも、大だい亜あ連れん合ごうにも、少なからず講和に反対する声があった。

　そればかりか、もっと積極的に、講和を壊こわし戦争状態に復させようと企たくらむ者たちがいた。




　三月二十一日。沖縄、那な覇は空くう港こう。

　その日は特別な一日ではなかった。昨日と同じ、三百六十五日の内の一日。発着する飛行機も、乗り降りする乗客も、誰だれ一人ひとり同じ人間はいなかったが、その違ちがいは全て「個性」として許容される範はん囲い内だ。

　たとえ身長二メートル、体重百数十キロありそうな筋肉の塊かたまりであっても、パスポートに不備が無く荷物に違い法ほう性が無ければ他の旅行者と同じように税関を通ることができる。

　その男は、他の旅行客のように大きなスーツケースを持っていなかった。手荷物のボストンバッグ一つをぶら下げ、到とう着ちやくロビーから出て、タクシー乗り場へ向かって歩いていく。

　彼かれの周りには、何な故ぜか他の人ひと影かげが無かった。

　ビルから誰だれも出てこない。タクシーが一台も駐とまっていない。

　そのことに不ふ審しん感を覚えた男が、足を止めた。

　国内線ターミナルの方から、一人分の足音が近づいてくる。

　男はその足音の主へ身体を向けた。

　ボストンバッグを路上に落とし、何い時つでも構えを取れるよう膝ひざと肘ひじを軽く曲げる。

　その人物は、男ほどの巨きよ体たいではなかったが、やはり筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる偉い丈じよう夫ふだった。男が大きすぎるだけで、その人物も巨きよ漢かんと呼ばれるだけの体たい軀くを有している。

　見る者が見れば、一いち瞥べつだけで分かる。

　この二人は単に身体が大きいだけでなく、その内に戦う為ための力を秘めている。戦う為ためだけに鍛きたえ上あげられた肉体の持ち主だ。

「呂ルウ上じよう尉い……」

　男が、歩み寄る人ひと影かげに呼よび掛かける。いや、思わずその名を呟つぶやいただけか。

「脱だつ走そう兵、ブラッドリー・張チヤン中ちゆう尉い」

　それに対して呂剛虎ルウガンフウのセリフは、明確に相手へ呼よび掛かけるものだった。

「抵てい抗こうしても構わないぞ」

　呂剛虎ルウガンフウの顔に浮うかぶ、人ひと喰くい虎とらの笑えみ。

「チッ、鬼き門もん遁とん甲こうか！」

　チャンはようやく、人ひと影かげが無かった理由に気がついた。ここは今、鬼き門もん遁とん甲こうにより一種の隔かく離り空間になっている。それは、自分を捕とらえる為ための網あみに違ちがいなかった。

　体格ではチャンが十センチ、体重では二十キロ勝まさっている。

　だが余よ裕ゆうの表情を浮うかべているのは呂剛虎ルウガンフウであり、焦あせりの表情を浮うかべているのはブラッドリー・チャンだった。

　チャンが呂剛虎ルウガンフウに背中を向ける。

　逃にげる、と見みせ掛かけて、背後から迫せまる気配を頼たよりに後ろ蹴げりを放つ。

　呂剛虎ルウガンフウは足を止めなかった。彼かれの身体は止まらなかった。

　ブラッドリー・チャンの靴くつを片手で受け止め、そのまま押おし退のける。

　チャンの身体が、大きく宙を舞まった。

　その巨きよ軀くからは想像できない身の軽さで、タクシー乗り場の屋根に跳とび上あがる。

　下を見てニヤリと唇くちびるを吊つり上あげたチャンの顔がたちまち強こわ張ばった。

　呂剛虎ルウガンフウは道路の上にいなかった。

　ブラッドリー・チャンが顔を上げる。

　チャンと呂剛虎ルウガンフウの目が合った。二人の目線は同じ高さだった。

　チャンが屋根から転げ落ちた。自ら転げ落ちるようにして屋根から降りた。

　一いつ瞬しゆん前までチャンの頭があった所を、豪ごう風ふうを纏まとった呂剛虎ルウガンフウの右足が薙なぐ。

　空中で身体を水平回転させた呂剛虎ルウガンフウが、左足で屋根の端はしを蹴けって路上に戻もどった。

　一足先に体勢を整えていたチャンが、地面に足をつけたばかりの呂剛虎ルウガンフウに襲おそい掛かかる。

　縦に弧こを描えがいたブラッドリー・チャンの手しゆ刀とうが、呂剛虎ルウガンフウの頭頂へ振ふり下ろされる。

　呂剛虎ルウガンフウは下から突つき上あげる掌しよう底ていで、チャンの手しゆ刀とうを迎むかえ撃うった。

　銅ど鑼らを鳴らしたような衝しよう突とつ音が轟とどろく。

「鋼気功ガンシゴン」

「お前だけの技わざではないぞ」

　呂剛虎ルウガンフウが呟つぶやき、チャンが答える。

　呟つぶやきはむしろ楽しげであり、答えには勝かち誇ほこる響ひびきが無かった。

　呂剛虎ルウガンフウが笑う。

　獰どう猛もうに、歯を剝むき出だす。

　呂剛虎ルウガンフウの足が道路を蹴けった。

　舗ほ装そうされた路面に焦こげた足あし跡あとを残して、瞬またたく間まにチャンへ肉にく薄はくする。

　目まぐるしく繰くり出だされる拳こぶし、肘ひじ、掌しよう打だ。

　覚かく悟ごを決めた表情で、チャンがそれに応戦する。

　戦せん況きようは明らかに、呂剛虎ルウガンフウが押おしていた。

　そこへ投なげ込こまれた一ひと振ふりのダガー。

　呂剛虎ルウガンフウはそれを容易たやすく弾はじいたが、その一いつ瞬しゆん、彼かれの猛もう攻こうが途と絶だえる。

　チャンはその機に乗じて反はん撃げきしようとはせず、跳ちよう躍やくして呂剛虎ルウガンフウから距きよ離りを取った。

　呂剛虎ルウガンフウがダガーの飛んできた方向へ、顔を動かさず目を向ける。

　そこには身長百八十センチ程度の、サングラスを掛かけた男が立っていた。

　鬼き門もん遁とん甲こうで人ひと払ばらいした陣じん内ないへの侵しん入にゆう者。

　そう認にん識しきした呂剛虎ルウガンフウへ、「声」が話はなし掛かけた。

『呂ルウ上じよう尉い、ここまでだ。一いつ旦たん引け』

　声を発したのは、前方に見み据すえる敵ではない。後方から味方が近づいてきているわけでもない。声を伝えるスピーカーも無い。

「是シー」

　虚こ空くうに生じたその「声」に短く答えて、呂剛虎ルウガンフウがチャンに背を向けた。

　何い時つでも襲おそい掛かかってこいと言わんばかりに悠ゆう然ぜんと歩み去る後ろ姿を、チャンは構えを取ったまま見送った。

　呂剛虎ルウガンフウの姿がビルの中に消える。

　タクシーがこちらへ近づいてくる。

　不思議なことではない。ここはタクシー乗り場だ。

　ブラッドリー・チャンはサングラスの男と合流して、停車したタクシーに乗のり込こんだ。




　　　　◇　◇　◇




「ブラッドリー・チャンの同どう伴はん者の正体は分かったか」

　風かざ間まの問とい掛かけに、斜ななめ後ろに立っている藤ふじ林ばやしが答えを返す。

「パスポート上の名前はジェームズ・ジャクソン。表向きは、オーストラリアからの観光客です」

「オーストラリアか。珍めずらしいな」

　第三次世界大戦後、オーストラリアは国外との交流を極きよく端たんに制限する政策をとっている。これを日本人は一いつ般ぱん的に「事実上の鎖さ国こく状態にある」と理解している。

　しかしオーストラリアの対外政策と日本が江え戸ど時代に採用した鎖さ国こく政策は、本来同列視できるものではなかった。

　オーストラリア政府は外交上孤こ立りつ政策をとっているものの、出入国の自由と貿易の自由は原則として認めている。非居住者による有形固定資産の取得は禁止しているが、収益分配権の形で間接的に所有することは禁じていない。

　では何な故ぜ「事実上の鎖さ国こく状態」という認にん識しきが広まっているのか。

　それは、出入国審しん査さ、税関審しん査さが極きわめて厳しく、また外国人の犯罪を一いつ切さい許さない厳格な姿勢が人的交流、物的交流の双そう方ほうを事実上禁止されている状態にまで抑よく圧あつしているからだった。

　このオーストラリアの姿勢を非難する国は多い。しかし第三次世界大戦、別名二十年世界群発戦争において、旅行者を装よそおったテロリストや投資を装よそおった軍事拠きよ点てん建設が横行したのは紛まぎれもない事実だ。「自衛の為ため」という名目を掲かかげられては、正面切っての反論は難しかった。

　入国審しん査さが厳しいのは、自国民が再入国する際にも適用される。短期の旅行であっても、帰国時に厳重な取り調べを受ける。名目は審しん査さだが、実態は取り調べだ。

　そこまでして海外旅行に行きたいという国民は少なく、結果としてオーストラリア人の姿をオーストラリア国外で見る機会は稀まれになっている。

「素す性じようを洗うよう情報部に依い頼らいしてくれ」

　工作員だとしたら、わざわざ目立つオーストラリア国こく籍せきを使うだろうか？　という疑問が生じる。だが敢あえてオーストラリア人と偽いつわっているとすれば、今度はそれが何を目的としたものかという問題点が浮ふ上じようする。

「至急、手配します」

　藤ふじ林ばやしは風かざ間まに敬礼すると、ノート型の端たん末まつを脇わきに抱かかえて部屋から退出した。

　彼かの女じよと入いれ替かわるように、巨きよ漢かんの男が室内に入ってくる。

　今いまし方がたまで表で派手な立ち回りを演じていた呂剛虎ルウガンフウが、空港の有料会議室に戻もどってきたのだ。

「呂ルウ上じよう尉い、ご苦労」

　呂剛虎ルウガンフウに声を掛かけたのは、風かざ間まの正面に座すわっていた大だい亜あ連れん合ごう軍特務部隊上校・陳チエン祥シヤン山シエンだった。

　陳チエン祥シヤン山シエンと呂剛虎ルウガンフウは横浜事変の折に捕とらえられ、非合法の破は壊かい工作を実行した戦時犯罪者として収しゆう監かんされていたが、日本と大だい亜あ連れん合ごうの講和成立により捕ほ虜りよと同様釈しやく放ほうされていた。

　正確に言えば、非公式に戦時犯罪者同士の交こう換かんが行われた。身み許もとを隠かくした状態で捕ほ獲かくされた破は壊かい工作員は本来ならば捕ほ虜りよ交こう換かんの対象にならないが、大だい亜あ連れん合ごうに囚とらわれていた日本の工作員を救出する為ための材料にされたのである。

「いえ、捕とり逃にがしてしまいました」

「気にするな。あそこで引くように命じたのは私だ。こんな所で自じ爆ばくされては、結局やつらの思おもう壺つぼになりかねん」

　呂剛虎ルウガンフウは了りよう解かいの印に敬礼した後、陳チエン祥シヤン山シエンを守るようにその背後へ移動した。

　風かざ間まの背後に立つ真さな田だと、呂剛虎ルウガンフウの視線が交差する。

　呂剛虎ルウガンフウは不敵な笑えみに唇くちびるを歪ゆがめ、真さな田だは涼すずしい顔でそれを黙もく殺さつした。

「彼かれらを乗せたタクシーには尾び行こうをつけさせてあります。島内にいる限り、見失うことはないでしょう」

「お手数をかけます」

　風かざ間まのセリフに、陳チエン祥シヤン山シエンが流りゆう暢ちような日本語で返す。

「我々としては、チャン中ちゆう尉いだけでなく他の脱だつ走そう兵も捕とらえたい。無理を聞いていただいて感謝しています」

　チャンの逃とう走そうを許した背景には、彼かれを泳がせて仲間を炙あぶり出だそうという意図があった。

「そうでしょうな。その点は我々も同じです」

　風かざ間まとしては、いや、国防軍としては日本に潜せん入にゆうした破は壊かい工作員を一いち網もう打だ尽じんにしたい。

　この利害の一いつ致ちにより、彼かれらは一時的に手を結んでいた。




　今後の対応について幾いくつかすり合わせを終えて、陳チエン祥シヤン山シエンと呂剛虎ルウガンフウは空港を後にした。風かざ間まの部下が、彼かれらを用意した宿舎へ送り届けるべく同行する。その運転手は監かん視し役も兼かねていた。

　陳チエン祥シヤン山シエンたちと入いれ替かわるようにして、柳やなぎ少しよう佐さが会議室にやって来た。一いつ旦たん会議室から出て行った藤ふじ林ばやしも一いつ緒しよだ。風かざ間ま、真さな田だ、柳やなぎ、藤ふじ林ばやし。山やま中なかを除く独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たいの幹部が、沖縄に勢せい揃ぞろいしていた。

「柳やなぎ、どう見た」

「ブラッドリー・チャンは本気で戦っていたと思います。呂剛虎ルウガンフウは、まだまだ本気ではなかったように見えました」

　風かざ間まの質問に、柳やなぎは即そく答とうした。回答のセリフは推測の形を取っているが、口調に迷いは無かった。柳やなぎは鬼き門もん遁とん甲こうの陣じんが敷しかれていたにも拘かかわらず、その外側から呂剛虎ルウガンフウとブラッドリー・チャンの戦せん闘とうを観察していたのだった。

「馴なれ合あいではない、か」

「脱だつ走そうは偽ぎ装そう工作ではなく、事実と思われます」

　風かざ間まは「そうか」と言いながら頷うなずいて、全員に座すわるよう手て振ぶりで指示した。

「どうやら特とく尉いに呆あきれられずに済みそうですね」

「真さな田だ少しよう佐さ。今回彼かれは、『特とく尉い』ではありませんよ」

　冗じよう談だんめいた真さな田だの言葉をたしなめた藤ふじ林ばやしのセリフも、やはり一種の冗じよう談だんだったのだろう。

「そうだった」

　それが分かっているから、己おのれの非を認めた真さな田だの声にも悪びれた様子はない。

「彼かれの扱あつかいを含ふくめて、作戦は予定どおりだ」

　風かざ間まが口にした「彼かれ」というのは言う迄までもなく「特とく尉い」＝イコール達たつ也やのことだ。達たつ也やは今回の作戦に独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たいの特務士官としてではなく、四よつ葉ば家の魔ま法ほう師しとして参加する。「特とく尉いではない」と藤ふじ林ばやしが言ったのは、こういう意味だ。

　しかし風かざ間まがここで念を押おしているのは、陳チエン祥シヤン山シエンの部隊との協調についてだった。

　大だい亜あ連れん合ごうの部隊との共同作戦を風かざ間まが佐さ伯えきから命じられたのは今月の頭、達たつ也やと打ち合わせを行う前だ。しかし風かざ間まは十七日の打ち合わせの際、達たつ也やにこのことを伝えなかった。

　脱だつ走そう兵が日本で破は壊かい工作を目もく論ろんでいるから捕ほ縛ばくに協力して欲ほしい。大だい亜あ連れん合ごう軍がそう言ってくるのは、特に不自然ではない。ここで講和をぶちこわされて困るのは日本よりむしろ大だい亜あ連れん合ごうだ。

　常に分ぶん裂れつの芽を抱かかえる大だい亜あ連れん合ごう中央政府にとって、軍の統制はただでさえ最優先事じ項こう。地方軍の脱だつ走そう兵に勝手を許せば、ドミノ倒たおしに叛はん乱らんが広がる恐おそれがある。中央政府の高官にしてみれば、考えすぎでは済まされないリスクだ。

　とはいうものの、脱だつ走そうが偽ぎ装そうで共同作戦が日本に新たな工作を仕し掛かける為ための詭き計けいである可能性も無視できない。それを警けい戒かいしないのは単なるお人ひと好よしではなく、職務怠たい慢まん、責任放ほう棄き、士官失格だ。

　無論一〇一旅団の佐さ伯えき少将は、その可能性を考こう慮りよした。大だい亜あ連れん合ごう軍による騙だまし討うちを視野に入れた上で、風かざ間まに白しら羽はの矢を立てたのだった。

　風かざ間まもそれは理解している。彼かれがこの任務に選ばれたのは、陳チエン祥シヤン山シエンと因いん縁ねんがあるからという単純な理由ではない。四よつ葉ば家とパイプを持っているからでもない。インドシナ半島で大だい亜あ連れん合ごう軍を手玉に取った『大だい天てん狗ぐ』風かざ間ま玄はる信のぶの技量を見み込こんでのことであり、彼かれの部下が『人ひと喰くいい虎とら』呂剛虎ルウガンフウに対たい抗こうしうると期待されてのことだった。

「今回は、陳チエン祥シヤン山シエンの部隊を友軍として扱あつかう」

　今日まで行動を共にする中で観察した結果と、柳やなぎの報告を聞いて、風かざ間まは取り敢えず陳チエン祥シヤン山シエンを信用することにした。

「今回は、ですね」

　もっとも、真さな田だが皮肉な口調で復唱したように、この協調関係が長続きするとは誰だれも考えていなかった。
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　三月二十三日、土曜日。

　終業式終しゆう了りよう後、達たつ也やは深み雪ゆき、水み波なみを連れて慌あわただしく沖縄へ飛び立った。

　本来であれば今日は学校を休みたいところだったが、深み雪ゆきは生徒会長だ。終業式を欠席するというわけにはいかなかった。

　では出発を明日にすれば良かったのではないかと思われるだろうが、二十四日には午後一番で沖縄侵しん攻こう事件被ひ害がい者の彼ひ岸がん供く養よう式典が控ひかえている。当日に忙いそがしい思いをするより、前日に多少無理をしてでも現地入りしておく方が楽だという判断だった。

　ちなみにほのかと雫しずくは、二十五日午後の便で沖縄入り。雫しずくの父親の北きた山やま潮うしおは人工島竣しゆん工こうパーティー当日の飛行機、母親の紅べに音おと弟の航わたるも潮うしおと同じ便の予定だ。

　また、あずさたち卒業生組は昨日、沖縄に到とう着ちやくしているはずだった。

　五年前の飛行機では、達たつ也やは狭せまいノーマルシートだった。だが今回は、深み雪ゆきと同じカプセルシートだ。なお水み波なみも、使用人だからとノーマルシートに追いやられるようなことはなかった。──水み波なみ本人は贅ぜい沢たくなカプセルシートに居い心ごこ地ち悪わるそうだったが。

　三人が泊とまったのは空港近くの高級ホテルだ。穂ほ波なみと過ごしたあの別べつ荘そうは、母親の深み夜やが存命中に処分した。たとえまだ司し波ば龍たつ郎ろう名義で所有していたとしても、水み波なみを連れて泊とまる気にはなれなかっただろう。




　ホテルにチェックインした当日に特筆すべきことは起こらなかった。

　翌日、三月二十四日の彼ひ岸がん法要も、あらかじめ葉は山やまが全て手配しており、達たつ也やと深み雪ゆきは案内役が言うとおりに四よつ葉ば家代表として振ふる舞まえば良かった。

　黒一色のフォーマルなワンピースを身に着け、いつもの髪かみ飾かざりを外して髪かみをアップに纏まとめた深み雪ゆきは参列者の中で大層目立っていたが、これもまた特筆すべきことではない。

　式典が終わり、一いつ旦たんホテルに戻もどって着き替がえ、外出し直してからが達たつ也やたちにとっての本番だった。

　達たつ也やたちのホテルは那な覇は空くう港こうのすぐ近くで、彼かれらの行き先は空港の隣となりだった。

　国防陸軍那な覇は基地のすぐ目の前にある二階建てのレストラン。沖縄料理店ではなく、

「取レりフ残トさ・れブたラ血ツ統ド」と呼ばれる元沖縄駐ちゆう留りゆう米軍遺児の子孫が経営するステーキハウスだ。

　貸し切りにされたその二階が、達たつ也やたちの目的地だった。




　　　　◇　◇　◇




「おっ、達たつ也や！　久ひさし振ぶりだなぁ、おい」

　店に入ると同時に、達たつ也やは髪かみを剃そり上げた黒い肌はだの大男に声を掛かけられた。体格に相応ふさわしく大きな、そして陽気な声だ。

「ジョー」

　相手の愛あい称しようを呼ぶ達たつ也やの声には、小さな驚おどろきが込こめられていた。

「ご無ぶ沙さ汰たしています。それにしても、その格好は？　退たい役えきしたというわけではありませんよね？」

　五年前にこの地で知り合った魔ま法ほう師し軍人、桧ひ垣がきジョセフは店のロゴが入った派手な色のエプロンを着けていた。

「もちろん現げん役えきだぜ。こないだ軍ぐん曹そうに昇しよう進しんしたんだ」

「それは、おめでとうございます」

　五年前のジョセフは上等兵だった。沖縄侵しん攻こう事件の軍功があったとはいえ、順調にキャリアアップを遂とげているようだ。

「今日はオフで、この格好は単なる手伝いだ。ノーギャラだからバイトじゃないぜ。ここは退たい役えきした友人の店なんだ」

「そうだったんですか」

　五年前、ジョセフは仲間たちとチンピラまがいの真ま似ねをして、肩かたで風を切っていた。

　多くの犠ぎ牲せい者を出したあの事件で、その勇ゆう猛もうな戦い振ぶりによりレフト・ブラッドに対する偏へん見けんは緩かん和わされたと聞いている。こういう姿を見ると、それがある程度は事実だと分かる。

　あの事件ではレフト・ブラッドの一部が敵を手引きしていた。そのことを国防軍は秘ひ匿とくし、達たつ也やたちは口止めに応じた。今のジョセフを見て、それが間ま違ちがいではなかったと達たつ也やは改めて確信した。

「お前の方も、最近よく名前を聞くぜ。まさか達たつ也やがあの……」

「ジョー」

　ジョセフのセリフを遮さえぎった達たつ也やの声は、決して強い調子のものではなかった。

「おっと、いけね。引き止めちまったな」

　だがジョセフは、それで自分が口を滑すべらせ掛かけたことに気がついた。

「お連れさんが二階でお待ちだ。そこの階段から上がってくれ」

　達たつ也やはジョセフに目礼を返して、深み雪ゆきと水み波なみを引き連れ二階へと上がった。




　扉とびらをノックし、「司し波ば達たつ也やです」と声を掛かける。

　すぐに鍵かぎが外れる音が聞こえて、内側から真さな田だが顔を見せた。

「──良く来てくれたね。さぁ、入って」

　真さな田だがチラリと水み波なみへ目を向けたのは、彼かの女じよと初対面だからだろう。しかし、水み波なみを同行させることは前まえ以もつて告げてある。二人ではなく三人だったことに驚おどろいたのではないはずだ。

　同行者に驚おどろいたのは、達たつ也やの方だった。

　室内には風かざ間まと、真さな田だと、予想外の人物がいた。

　達たつ也やはポーカーフェイスを保っていたが、深み雪ゆきは口を手で押おさえて悲鳴をかみ殺さなければならなかった。

「風かざ間ま中ちゆう佐さ、真さな田だ少しよう佐さ、今回はよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしく頼たのむ」

　立ち上がり、達たつ也やの挨あい拶さつにそう応えて、風かざ間まは座すわったままの陳チエン祥シヤン山シエンへ目を向けた。

「今回の作戦で、我々は協力関係にある」

　風かざ間まが席を勧すすめるより先にそう言ったのは、同席している男が、常識的に考えてここにいるはずがない人物だと理解しているからだ。

　常識を当てはめられない任務だからこそ、この場に陳チエン祥シヤン山シエンがいる。

「今回、大だい亜あ連れん合ごう軍の陳チエン上校は味方だ。それを理解した上で席に着いてくれ」

「了りよう解かいしました。深み雪ゆき」

「はい。わたしもそのように心得ます」
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　風かざ間まに対してではなく達たつ也やに対してそう答え、深み雪ゆきは達たつ也やが引いた椅い子すに腰こし掛かけた。

　達たつ也やは風かざ間まに「失礼します」と断りを入れて、深み雪ゆきの隣となりに座すわる。

　水み波なみは深み雪ゆきの斜ななめ後ろに立ったままだ。

　風かざ間まが水み波なみに一いち瞥べつを投げる。だが無理に席を勧すすめることはしなかった。

「早さつ速そくだが、現在の状じよう況きようを説明しよう」

「お願いします」

　風かざ間まが口火を切り、達たつ也やがそれに応じる。陳チエン祥シヤン山シエンは黙もくしたままだ。

「沖縄本島に侵しん入にゆうした工作員に大きな動きは無い。陳チエン上校の手を借りて一度挑ちよう発はつしてみたが、今のところ慎しん重ちように振ふる舞まっている」

　達たつ也やが陳チエン祥シヤン山シエンに目を向ける。

　しかし、陳チエン祥シヤン山シエンからの反応は無かった。

　達たつ也やは視線を風かざ間まに戻もどした。

「現在確かく認にんされている敵の勢力はどの程度ですか」

「この沖縄本島に六人。日本人二名とオーストラリア人一名が含ふくまれている」

「オーストラリア人ですか？」

「パスポート上は、そうだ。航空機の搭とう乗じよう記録も出発地はシドニー空港になっている」

「そのオーストラリア人について分かっていることは」

「名前はジェームズ・ジャクソン。四十歳さい。職業はジャーナリスト」

　ジャーナリストと聞いて達たつ也やは少し納なつ得とくした表情を浮うかべた。工作員を送おくり込こむ際、記者というのは格好の隠かくれ蓑みのになる。

「入国の目的は観光。十二歳さいの娘むすめを連れている」

「娘むすめは実在するんですか？」

「これがその写真だ」

　風かざ間まがタブレット型端たん末まつを達たつ也やに渡わたす。達たつ也やは端たん末まつを深み雪ゆきにも見えるように持って、画面をじっくりと見み詰つめた。そこにはひげ面づらの男と十二、三歳さいくらいの麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶった少女の静止画が映っていた。

「似てない親子ですね」

「本当に親子だとすればな」

　達たつ也やの意味ありげな感想に、風かざ間まが苦く笑しようしながら答える。

「カモフラージュだとすれば、こんな少女を連れてきている意図が分からん。まさか自じ爆ばく攻こう撃げきに使うわけでもあるまい」

「本当に少女だとすれば、ですが」

　達たつ也やのさり気ない一言に、風かざ間まが軽く目を見張る。

「見た目どおりの歳としではない、と？」

「写真だけでは判定できません」

「ふむ、可能性は否定できんか……。だがオーストラリア人の情報は入手が難しい。君が指し摘てきした可能性を念頭に置いた上で対応することにしよう」

　風かざ間まは達たつ也やのことを「貴官」ではなく「君」と呼んでいる。「大おお黒ぐろ竜りゆう也や特とく尉い」ではなく「四よつ葉ば家の司し波ば達たつ也や」として話をしているのだ。これは陳チエン祥シヤン山シエンが同席しているからだろう。陳チエン祥シヤン山シエンは達たつ也やが戦略級魔ま法ほう師し・大おお黒ぐろ竜りゆう也や特とく尉いであることを知らず、その一方で達たつ也やや深み雪ゆきの戦せん闘とう力を横浜で確かめている。

　もっとも、「司し波ば達たつ也や」が軍と協力関係にあることを風かざ間まが陳チエン祥シヤン山シエンに対して隠かくしていないのは、また別の理由に因よるものだ。

　外国勢力に属する魔ま法ほう師しによる、日本に対する破は壊かい工作。その阻そ止しに十じゆつ師し族ぞく・四よつ葉ば家が動くのは、「不思議ではない」どころか自然なことだ。達たつ也やが四よつ葉ば家の一員であると公表されたことにより、「大おお黒ぐろ竜りゆう也や特とく尉い」の存在理由は戦略級魔ま法ほう師しの秘ひ匿とくのみになったと言えよう。

「久く米め島じまの方にはまだ動きが無い。だが、破は壊かい工作員の標的が久く米め島じま西沖おき合あいの人工島であることは確実だ」

　確実と断定する根こん拠きよの説明は無かった。

　だが達たつ也やもその点は疑っていない。真ま夜やから見せられた指令書にも防衛目的は人工島『西さい果か新しん島とう』と書かれていた。風かざ間まが敵の標的を人工島と特定したのは、陳チエン祥シヤン山シエンからもたらされた情報によるものだろうと達たつ也やは推測した。

「新たな動きがあったらすぐに連れん絡らくしよう。それまでは英気を養っていてくれ」

「分かりました」

　達たつ也やは自分の役割を弁わきまえていた。

　四よつ葉ば家の一員と知られた彼かれと深み雪ゆきは目立ちすぎる。今日の法要式典で注目を集めていたのも、深み雪ゆきの美び貌ぼうによるものばかりではなかった。

　あれだけ熱い視線を四方八方から向けられながら、不ぶ躾しつけに話はなし掛かけてくる者がマスコミを含ふくめていなかったことも、二人の素す性じようが知しれ渡わたっている証あかしだ。

「私の方からは以上だ。何か質問は？」

「いえ、特にありません」

「そうか。この後はどうする？」

「式典で深み雪ゆきが少し疲つかれているようですので、ホテルでゆっくりさせたいと思います」

　達たつ也やがそう言うと、深み雪ゆきが申し訳なさそうな表情で風かざ間まに会え釈しやくした。

　これはこの場に留とどまらない為ための口実だ。今回、陳チエン祥シヤン山シエンは国防軍の協力者かもしれないが、達たつ也やと深み雪ゆきにすれば仲良く食事をしたい相手ではなかった。

「昨日東京から着いたばかりでしょう？　疲つかれるのも当然かもしれませんね」

　それまで黙だまっていた真さな田だが口を挿はさんだのは、角が立たないようフォローを入れたのだろう。

「藤ふじ林ばやし君も疲つかれたと言っていましたから」

「そうだな」

「では、藤ふじ林ばやし中ちゆう尉いはご休きゆう憩けい中ですか？　式典会場でお見み掛かけしましたがお話する機会がありませんでしたので、こちらで御ご挨あい拶さつさせていただくつもりだったのですが」

　真さな田だが一いつ瞬しゆん気まずげな顔になったのは、単に藤ふじ林ばやしがこの場を欠席しているというだけの理由ではなかった。

　藤ふじ林ばやしがここにいない理由は、彼かの女じよが達たつ也やと顔を合わせるのを避さけたからだ。だがそんなことを言えるはずがない。

「ああ、基地で休ませている。すまないな」

　風かざ間まが達たつ也やの質問にそれだけを答える。

「いえ」

　達たつ也やは副官が隊長の側そばを離はなれていることに関して、それ以上質問を重ねなかった。




　　　　◇　◇　◇




「なぁ、俺おれが来て本当に良かったのか？」

　達たつ也やが風かざ間まに会っていたのと、ちょうど同じ頃ころ。那な覇はのショッピングモールを歩いている一団の中で、一ひと際きわハンサムな青年が突とつ如じよそんなことを言い出した。

「何だ、沢さわ木き。今いま更さらだぞ？」

　沢さわ木きの問とい掛かけに、服部はつとりが呆あきれ声を返す。

「そうだぜ、沢さわ木き。もう三日目じゃねえか」

「それはそうだが、俺おれが加わらなければ三対三だろ？　空気が読めていなかったかと思ったんだ」

「なっ……!?」

「さ、沢さわ木きくん、何を言っているんですか!?　わたしと、は、服部はつとりくんは、別にそんな仲じゃありませんよ！」

　一いつ瞬しゆん絶句した服部はつとりの後ろから、顔を赤くしたあずさが焦あせった口調でまくし立てた。

「……中なか条じようの言うとおりだ。俺おれとしては、カップル二組に男一人と女一人なんて気まずい状態にならずに助かったと思っている」

　服部はつとりが五い十そ里りと花か音のん、桐きり原はらと紗さ耶や香かに「少しは控ひかえろ」と言いたげな目を向ける。

　五い十そ里りは派手な柄がらの開かい襟きんシャツにベージュのチノパン、花か音のんは同じ柄がらの開かい襟きんシャツにベージュの膝ひざ上うえ丈たけスカートのペアルック。

　桐きり原はらは無地のＴシャツにホワイトジーンズ、紗さ耶や香かは同じ色のＴシャツに七しち分ぶ丈たけのホワイトデニムという、これまたペアルック。

　あずさと服部はつとりは、ペアルックではない。薄うす手でのジャケットを羽織っている服部はつとりに対して、あずさはパーカーにハーフパンツというラフなスタイルだ。

　確かに、一いつ緒しよにされたくはないだろう。

　服部はつとりのセリフと視線に、二組のカップルが笑い声を漏もらした。

　彼かれらは国立魔ま法ほう大学付属第一高校を卒業したばかりのＯＢ、ＯＧグループだ。

　五い十そ里りと花か音のん、桐きり原はらと紗さ耶や香か。服部はつとり、あずさに加えて沢さわ木きの七名で、彼かれらは卒業旅行に来ているのだった。

「沢さわ木き君はさっきの司し波ば君たちを見てそう思ったのかな？」

　五い十そ里りが振ふり返かえってそう訊たずねる。

　彼かれの左ひだり腕うでには花か音のんがしがみついていたが、五い十そ里りは全く暑そうな素そ振ぶりを見せていない。

　この二人のオープンな熱々ぶりは同級生なら知らぬ者はいない。沢さわ木きも特に気にした様子は無かった。

「自分では気がつかなかったが、言われてみればそうだな」

　沢さわ木きがなる程ほど、という感じで深く頷うなずく。

　服部はつとりが横から「何だよ、それは」とツッコミを入れた。

「でも、沢さわ木き君の気持ちも何となく分かる気がするよ。ご供く養ようの式典でこんなことを感じるのは不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、司し波ば君と深み雪ゆきさん、本当にお似合いだったもの」

　紗さ耶や香かの声には、少しの憧あこがれと少しの羨せん望ぼうが込こめられていた。

「深み雪ゆきさんくらいの美人になると相当な二枚目でも釣つり合あいが取れないけど、司し波ば君の存在感は全然負けてなかった」

　感かん嘆たんする紗さ耶や香かに、

「二人とも、とても高校生には見えなかったけどな」

　桐きり原はらが茶々を入れる。これには紗さ耶や香かだけでなく花か音のんや五い十そ里り、服部はつとりにあずさまで失しつ笑しようを漏もらしていた。

「ああ、全くだ。特に司し波ば君の堂々としたたたずまいには感心した。魔ま法ほう師しとか四よつ葉ば家とか以前に、武人というのは彼かれのような男を言うのだろう」

　ただ一人、沢さわ木きは真面目な顔で頷うなずいている。

「……大だい丈じよう夫ぶ。沢さわ木き君も見るからにサムライって感じだから」

　花か音のんの混ぜ返しにも、沢さわ木きは「そうか？」と真顔で反応していた。




　彼かれらが話題にしていたように、五い十そ里りたち一行は沖縄侵しん攻こう事件の犠ぎ牲せい者彼ひ岸がん供く養よう式典を見学した後、街をブラブラしているところだった。

　特に目的は無い。気に入ったアクセサリーがあれば買ってもいいか、程度である。

　だから紗さ耶や香かがその少女に目を留とめたのも、偶ぐう然ぜんでしかなかった。

「どうしたんだ、壬み生ぶ？」

　紗さ耶や香かの視線に気づいた桐きり原はらが彼かの女じよの視線をたどり、訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。

「……今時、白人の子供なんて珍めずらしくないだろ？」

　紗さ耶や香かが見ている先には、十二、三歳さいくらいの栗くり色いろの髪かみの少女が一人ぽつんと立っていた。肌はだの色と顔立ちから、白人種であることが分かる。

「違ちがうわ。分からない？」

「んっ？」

　紗さ耶や香かに言われてもう一度目を少女に戻もどした桐きり原はらが、今度は鋭するどく目を細めた。

「どうした、桐きり原はら」

「……穏おだやかじゃないな。この雰ふん囲い気きは」

　服部はつとりが桐きり原はらに声を掛かけ、沢さわ木きが状じよう況きようを察して声を潜ひそめる。

　誰だれかを──おそらく親を──待っているのか、じっと立っている少女を盗ぬすみ見みる大の男。

　それが四人。しかも、取り囲むようにして少しずつ近づいている。

「誘ゆう拐かいか？」

　服部はつとりが軽けい蔑べつのこもった声でそう言って、誘ゆう拐かいなり猥わい褻せつ行こう為いなりを止める為ために歩き出した。

「待て、服部はつとり。ここは俺おれと桐きり原はらが行く」

　沢さわ木きがその肩かたを摑つかんで呼び止める。

「俺おれと桐きり原はらは白兵戦タイプで遠えん距きよ離りは苦手だ。五い十そ里りは対人戦向きじゃない。女子をガードしつつ、いざという時に援えん護ごの魔ま法ほうを撃うてるのはお前だけだ」

　何な故ぜだ、という顔で振ふり返かえった服部はつとりに沢さわ木きはそう返して、少女へ向かい歩き出す。

　桐きり原はらがすぐその後に続こうとした。今度はその背中に、紗さ耶や香かが声を掛かける。

「桐きり原はら君、あたしも行く」

　だが紗さ耶や香かは桐きり原はらを止めようとしたのではない。同行を希望したのだった。

「いやっ、けどよ……。どう見てもあいつら、平和な目的じゃなさそうだぜ？」

　遠回しに「危ないからついてくるな」と告げる桐きり原はらに、紗さ耶や香かは「でも」と反論した。

「桐きり原はら君と沢さわ木き君だけで近づいては、あの子だけじゃなくて他の人からも変な目で見られちゃうわよ」

　桐きり原はらが嫌いやそうに顔を顰しかめる。

　相手は小学生か、中学校に上がったばかりの年とし頃ごろ。

　こっちはもうすぐ大学生。桐きり原はらの進学先は防衛大学校だから、もうすぐ特別職公務員でもある。

　確かに、自分と沢さわ木きがあの女の子に話はなし掛かけると、そういう誤解を招くかもしれない。桐きり原はらは紗さ耶や香かの警告を妥だ当とうなものと認めざるを得なかった。

「……分かった。だが、俺おれの側そばを離はなれるなよ」

「分かってる」

　紗さ耶や香かは自分の腕うでが剣けんあってのものだと弁わきまえている。無む謀ぼうな真ま似ねをするつもりは無い。

　桐きり原はらが振ふり返かえる。五い十そ里りと二人で花か音のんを制止している服部はつとりが彼かれに向かって頷うなずいた。

　桐きり原はらと紗さ耶や香かは足を速めて沢さわ木きの隣となりに並んだ。




　桐きり原はらと沢さわ木きは少女の側そばまで来て、そこからどうするかよく考えていなかったことに今いま更さら気がついた。

　二人とも、声を掛かけるべきだとは思った。

　だが何と声を掛かければ良いのか分からない。

　それ以前に、少女から見れば自分たちは見ず知らずの大人だ。いきなり声を掛かけて不ふ審しん人物扱あつかいを受けるのは自分たちではないかと尻しり込ごみを覚えたのだ。

「こんにちは。私は紗さ耶や香かよ」

「ハイ……こんにちは。私はジャズ」

　結局、少女に声を掛かけたのは紗さ耶や香かだった。「英語で話はなし掛かけるべきかな……フランス語もイタリア語もできないし」と迷った挙げ句、まず日本語で話はなし掛かけたのだが、幸い少女は日本語を理解した。

「ジャズ、誰だれか待っているの？」

「ダディ……お父さんを待っている」

　少女の日本語が自分の英語より余よ程ほど流りゆう暢ちようだと紗さ耶や香かが密ひそかにショックを受けていたのは、ここだけの秘密である。

「そう。ここで待っているように言われたの？　あっちの日ひ陰かげの方が涼すずしいわよ？」

「お姉さん、警察の人？」

「えっ？　ううん、そんなことないけど」

「そう。良かったら警察の人がいる所に連れて行ってくれない？　お父さんが迷子になったみたい」

　自分が、ではなくお父さんが迷子。

　きっと迷子になったことを認めたくないのだろう。

　そう思って紗さ耶や香かは微笑ほほえましい気分になる。

　その所せ為いで、彼かの女じよがそれに気づいたのは、桐きり原はらと沢さわ木きが紗さ耶や香かと少女の二人を間に挟はさみ込こむように移動した後だった。

　辺りの人通りが何い時つの間まにか無くなっている。

　サングラスを掛かけた男が四人、彼かの女じよたちを取り囲むように近づいてきている。

　四人は服装も、掛かけているサングラスのデザインもまちまちだった。だがそんなことでは誤ご魔ま化かしようがない程ほど、似通った雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

　顔立ちや身体からだつきではなく、動作が似ていた。

「四人か……」

　桐きり原はらが舌打ちしそうな口調で呟つぶやく。

　人数はこちらの方が多い。男だけをカウントしても四対四。

（だが中なか条じようは、魔ま法ほうの腕うではともかく戦わせるのは無理だ。千ち代よ田だの魔ま法ほうはこの間合いじゃ使えねえ。俺おれたちまで巻まき込こまれちまう。五い十そ里りも、味方を巻まき込こまない点じゃマシとはいえ、似たようなもの……）

　実質的には三対四。

　紗さ耶や香かを無意識に戦せん闘とう要員から除外しながら、桐きり原はらはそう考えて焦あせりを覚えた。

「桐きり原はら、壬み生ぶ、走るぞ」

　突とつ然ぜん、沢さわ木きが紗さ耶や香かと桐きり原はらにギリギリ聞こえるレベルまで絞しぼり込こんだ声でそう言った。

　相談ではない。それは決定であり押おし付つけだった。

「桐きり原はら、壬み生ぶ、行け！」

「マジかよ！　壬み生ぶ！」

　悪態をつきながら、桐きり原はらが紗さ耶や香かを促うながす。

「ジャズ、一いつ緒しよに来て！」

　紗さ耶や香かが少女の手を取る。

「オーケー」

　意外なことに、ジャズと名乗った少女は躊躇ためらいもなく、慌あわてもせず紗さ耶や香かに従った。

　桐きり原はらが先頭に立ち、紗さ耶や香か、ジャズと続く形で服部はつとりたちのいる方へ走り出す。

　殿しんがりは沢さわ木きだ。

　桐きり原はらの前に左右からサングラスの男が立ちはだかる。

「どけぇっ！」

　桐きり原はらはその二人の間に、問答無用で突つっ込こんだ。

　サングラスの男たちは、手に何も持っていない。彼かれらは素す手でで桐きり原はらに襲おそい掛かかった。

　一人が低い跳ちよう躍やくによるモーションの小さな跳とび蹴げりを放つ。桐きり原はらは身を捩よじってそれを躱かわした。

　奇き襲しゆう攻こう撃げきにより足が止まった桐きり原はらへ、もう一人の男から右拳こぶしが突つき込こまれた。

　桐きり原はらが右の手しゆ刀とうを小手に撃うち込こむ。

　縦たて拳けんによる突つきを打ち落とされた男は、そのまま右みぎ腕うでを畳たたみ肘ひじを桐きり原はら目め掛がけて振ふった。

　桐きり原はらが自分の左ひだり肘ひじを相手の右みぎ肘ひじにぶつけ、間合いを潰つぶす。

　男の動きが止まった直後、彼かれは自ら後退しながら男の額へ右手しゆ刀とうを振ふり下ろした。

　桐きり原はらの手しゆ刀とうを相手が自分の左ひだり腕うでで防ぐ。

　ゴムタイヤを叩たたいたような感かん触しよくがあった。

　桐きり原はらはそのまま後退し、紗さ耶や香かへ襲おそい掛かかろうとしていたもう一人の敵を横蹴げりで牽けん制せいする。

　桐きり原はらの蹴けりを、もう一人の男は避よけずにブロックする。ブロックしただけでなく、蹴けり足を押おし返かえした。

　思おもい掛がけなく強い反動に、桐きり原はらがバランスを崩くずす。

　しかしそれは、致ち命めい的な隙すきにはならなかった。

　桐きり原はらが蹴けりを繰くり出だすのと同時に、紗さ耶や香かはデニムパンツから細いベルトを抜ぬき取とっていた。

　実用性の無いファッションアイテムと思われたベルトが、一振ふりしただけで細身の剣けんに変わる。

　五い十そ里りが千ち葉ば家の「薄うす羽ば蜻かげ蛉ろう」を基もとに作った護身具だ。薄うす羽ば蜻かげ蛉ろうのような切れ味は無いが、硬こう化か魔ま法ほうへの特別な適性が無くても刃は引びきした真しん剣けん程度の攻こう撃げき力は発揮できるという代しろ物もの。紗さ耶や香かのような剣けんの技術に熟達している者が持てば、護身用の域を超こえた武器になる。

　紗さ耶や香かがこんな物ぶつ騒そうな物を持っているのは、暴力沙ざ汰たを予感したから、ではない。

　単なる偶ぐう然ぜんだ。

　薄うす羽ば蜻かげ蛉ろうを真ま似ねて隠かくし武器を作ってみたものの、五い十そ里りにも花か音のんにも剣けんの心得は無い。

　エリカならば使えるだろうが、彼かの女じよ向きの得物でないことは剣けん術じゆつ素人しろうとの五い十そ里りにも分かる。

　深く考えず女性向きにデザインしてしまった所せ為いで桐きり原はらにもテストを頼たのめない。

　そこで満まん更ざら知らない仲でもない紗さ耶や香かにモニターを頼たのんだのだった。

　紗さ耶や香かが今日、このベルトをしていたのは都合の良いい偶ぐう然ぜんだが、だからこそ利用しない手はない。

　刻印魔ま法ほうにより鍛たん鉄てつ並みの強さとしなやかさを手に入れたベルトの剣けんで、紗さ耶や香かは襲おそい掛かかってきた相手の胴どうを薙ないだ。一いち撃げきで倒たおすには至らなかったが、その男は後退し、紗さ耶や香かからも桐きり原はらからも距きよ離りを取る。

　その直後、爆ばく発はつの衝しよう撃げきと冷気が男を襲おそう。

　常温で圧縮した空気弾だんをぶつけ、圧縮を解除することにより空気を爆ばく発はつさせると共に、断熱膨ぼう張ちようで低温状態を作り出す服部はつとりの魔ま法ほうだ。不意を突つく衝しよう撃げきと急激な低温でその男は行動不能に陥おちいった。

　一方、桐きり原はらの手しゆ刀とうを腕うででブロックした男は、攻こう撃げきに転じようと足を踏ふみ出だしたところでバランスを崩くずした。

　その男の足あし下もとをあずさがビクビクした顔で見ている。男が足を滑すべらせたのはあずさの魔ま法ほうによるもの。

　道路は排はい水すい性が高いポーラスコンクリート製。水を通す微び小しような穴が無数に空あいている。そこへ圧縮空気を送おくり込こみ、路面から噴ふん出しゆつさせることでエアクッションを作り上げたのだ。

　先に体勢を崩くずしていた分、立て直すのも桐きり原はらが早い。

　桐きり原はらは一度の踏ふみ込こみで間合いを詰つめ、男の喉のどへ人差し指を突つき込こんだ──否、指で触ふれた。

　男が桐きり原はらの右手を払はらいのけようとする。

　しかしその動作は途と中ちゆうで止まり、糸が切れた操あやつり人形のように、サングラスの男は崩くずれ落おちた。

　桐きり原はらが得意とする高周波ブレードは、単純化すれば自分の手が触ふれている棒状の物体を高速振しん動どうさせる魔ま法ほうだ。

　触ふれているものを、震ふるわせる。

　対象は何も、非生物に限らない。

　桐きり原はらは、相手の首を柄つかに、頭部を刀身に見立てて振しん動どう魔ま法ほうを行使することにより、敵に激しい脳のう震しん盪とうを起こさせたのだった。

　相手が完全に意識を失っているのを確かく認にんして、桐きり原はらは背後へ振ふり返かえった。

　一対二の闘たたかいを余よ儀ぎなくされている沢さわ木きが苦戦しているのではないかと案じて。

　だが、それは杞き憂ゆうだった。

　一人は既すでに、路上に転がっている。

　そして最後の一人を、沢さわ木きがまさに殴なぐり倒たおしているところだった。




　五い十そ里りたち七人はジャズという名の少女を連れてショッピングモールのファーストフード店に入った。警察が来るまで待とうという声もあったが、沢さわ木きがすぐにあの場を離はなれるよう強く主張した結果だ。

　勝手にいなくなってはジャズの父親が心配するのでは、という声が女性陣じんから上がったが、ジャズ自身が「ＧＰＳ付きのモバイルを持っているから大だい丈じよう夫ぶ」とその懸け念ねんを打ち消したのが決め手になった。最初に言っていた「父親が迷子になったから警察に」云うん々ぬんは、どうやら桐きり原はらたちに対する牽けん制せいだったようだ。

「お待たせ」

「悪いな」

「良いいよ、これくらい」

　飲み物をまとめて買ってきた花か音のんと五い十そ里りを服部はつとりが労ねぎらい、テーブルに全員が揃そろったところで紗さ耶や香かがジャズに話はなし掛かけた。

「ジャズ、大だい丈じよう夫ぶ？　怖こわくなかった？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶ。お姉さんたち、ありがとう」

　日本語の巧たくみさもそうだが、落ち着いた態度も子供のものとは思えない。魔ま法ほう科か高校生も年ねん齢れいの割に大人っぽいと言われているが、ジャズはそれ以上だ。

　だからといって会ったばかり、かつ勝手にこちらから関わりを持った相手にいきなり「何歳いくつだ」と訊きくのは何となく憚はばかられた。

「さっきの人たちに何か心当たりはある？」

　その代わり、花か音のんがこう訊たずねた。

「ううん。無い」

　ジャズに隠かくし事ごとをしている様子は無い。こんな小さな子供に、隠かくし事ごとをしていると悟さとらせない演技力があるとは、この場にいる誰だれも考えなかった。
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「そう……。こんな人通りの多い所で襲おそってなんてこないと思うけど、お父さんが来るまではあたしたちが一いつ緒しよに居てあげるから大だい丈じよう夫ぶよ」

　花か音のんがそう言った直後、まるで彼かの女じよのセリフを合図にしたかのように、

「ジャズ！」

　野太い男の声がジャズの名を呼んだ。

「ハイ、ダディ」

　男の声が切せつ羽ぱ詰つまっていたのに対して、少女の声は平へい坦たんだった。少なくとも、心細かったという印象は無い。

「急にいなくなるから心配したぞ。……あの、貴方あなたたちは？」

　ジャズの父親と思おぼしき男性は、猜さい疑ぎと警けい戒かいを隠かくせない視線を五い十そ里りたちへ向けた。

「ジャズさんのお父さんですね？　私は服部はつとり刑ぎよう部ぶと申します」

　代表して服部はつとりが立ち上がり、男性に向かって名乗る。疑われるのは当然なので──少なくとも服部はつとりはそう思ったので──不快感は抑おさえるまでもなく懐いだいていない。

「私たちは四人組の男がジャズさんをさらおうとしていたところに偶たま々たま居合わせました。見て見ぬ振ふりをすることもできず、ジャズさんを人目が多い場所にお連れしたという次し第だいです」

「ソーでしたか……。モーシ遅おくれました。ワタシ、ジャズの父のジェームズ・ジャクソン、デス」

　まだ疑いが完全に晴れたようではなかったが、多少警けい戒かい心を緩ゆるめた表情でジャズの父親が名乗り返す。娘むすめより下へ手たな日本語だったが、会話に支障を来きたす程ほどではない。その拙つたなさにわざとらしさを感じたのは服部はつとりだけではなかったが、敢あえてそれを問い糾ただす者はいなかった。

「誘ゆう拐かい犯は撃げき退たいしましたが、仲間がいる可能性を考えてその場を離はなれることを優先しました。もし警察に届けられるのなら、ご同行しますが」

「イエ、それには及およびまセン」

「そうですか……。ご事情は敢あえてうかがいませんが、人ひと気けの少ない場所は避さけた方が良いいと思います」

「ハイ。ホテルに戻もどることにしマス。ムスメを助けてくだサリ、ありがトーございマス」

「いえ、当然のことをしたまでです」

「ありがとう。バイバイ」

　父親に手を引かれたジャズが振ふり返かえって手を振ふる。

　紗さ耶や香か、花か音のん、あずさが手を振ふり返かえしながら見送った。

　二人の姿が見えなくなったところで、服部はつとりが声を潜ひそめて沢さわ木きに話はなし掛かける。

「沢さわ木き、何な故ぜあいつらを警察に突つき出ださなかったんだ？」

　服部はつとりはさっきの四人を倒たおしただけで放置したことが納なつ得とくできない様子だ。

　親友という程ほどではないが、三年間それなりに親しくして服部はつとりは沢さわ木きの気き性しようを把は握あくしている。服部はつとりは、沢さわ木きが誘ゆう拐かい犯はん如ごときに怖おじ気けづくはずはないのだが、という疑問も覚えていた。

「俺おれが相手をした連中だが、中国語を喋しやべっていた」

「何ぃ？」

「しーっ！」

　思わず声を上げる桐きり原はらを、隣となりの席から紗さ耶や香かがたしなめた。

「あっ、ああ、すまん」

　何事かと集まってくる視線から目を背そむけて、桐きり原はらが同じテーブルの皆みなに謝あやまる。しかしそれで、彼かれが口を閉とざすことはなかった。

「まさか……二年前と同じ？」

　大だい亜あ連れん合ごうという国名を挙げなくても、桐きり原はらの質問を理解できない者はこの場にいない。

「中国語を喋しやべっていたというだけで決めつけることはできないんじゃないか？　政府とは無関係の犯罪組織かもしれん」

　服部はつとりの反論はもっともなものだ。

「確かにそうだが、あいつらの技わざからは軍隊格かく闘とう技ぎの臭においがした」

　しかし、沢さわ木きの言葉を否定する材料は無かった。

「いやだ、またあの時みたいなことが起こるの……？」

　紗さ耶や香かが漏もらした不ふ吉きつな予想を笑い飛ばす声も、残念ながら無かった。
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　ホテルに戻もどる、というジェームズ・ジャクソンのセリフは、噓うそではなかった。

　彼かれのセリフのうち、それだけが本当のことだった。

「ジョンソン大尉、さっきの怪あやしい日本語は何だ」

　ジャズ──オーストラリア軍魔ま法ほう師し部隊所属、ジャスミン・ウィリアムズ大たい尉いは、部屋に戻もどり盗とう聴ちよう器が無いことを確かく認にんし終えてすぐ、きつい口調で「父親」を詰なじった。

「如い何かにも日本に慣れていない外国人という感じだっただろう？」

　ジェームズ・ジャクソンというのは偽ぎ名めいだ。

　この男の本名はジェームズ・Ｊ・ジョンソン。ジャスミンと同じくオーストラリア軍魔ま法ほう師し部隊の大たい尉いである。

「三流コメディアンではあるまいし。あれでは無用な注目を集めるだけだ。現にあの少年たちは不ふ審しんを懐いだいていたようだぞ」

「マジか」

　ジェームズの真しん剣けん味みに欠ける返答に、ジャスミンがため息を漏もらす。

「……次こそはパートナーを変えてもらおう」

「聞き入れられないと思うぜ」

　ジャスミンが更さらに深いため息を吐つく。

　ジェームズが言うように、彼かれとのコンビは昨日今日始まったものではない。親子の設定も、工作任務のたびに押おし付つけられていた。

　ジャスミン・ウィリアムズ大たい尉いは調整体魔ま法ほう師しだ。彼かの女じよはほぼ計画されたとおりの魔ま法ほう技能を持って誕生したが、調整の副作用と考えられている遺伝子異常を抱かかえていた。

　身体が成熟しないのだ。

　彼かの女じよが今の──十二歳さい相当の外見になったのは二は十た歳ちの時。そして、それ以降の九年間、全く成長が見られない。プロジェリア症しよう候こう群ぐん（早老症しよう）の逆パターンだ。

　オーストラリア軍は彼かの女じよの遺伝子異常を治ち療りようしようとはしなかった。

　少女の外見を持つ、十分な軍事訓練を積んだ魔ま法ほう師し。

　妙みよう齢れいの美女とはまた別の、高い利用価値があると考えたのだ。

　その特長を活いかす為ため、オーストラリア軍は彼かの女じよを潜せん入にゆう工作任務の専門家として育成した。

　ただ十二歳さいの子供という肩かた書がきと外見は、警けい戒かいされない代わりに様々な場面で行動に制限を受ける。それをカバーする「親」の役割を担になうのがジェームズだ。二人は「親子」として、これまでも様々な任務でコンビを組んできたのである。

　無論、ただ「親」を演じるだけならジェームズである必要は無い。

　ジェームズ・Ｊ・ジョンソン大たい尉いは身長百八十センチ、体重七十五キロ、褐かつ色しよくの髪かみに茶色の瞳ひとみ。白人男性としては余り目立たない外見をしている。

　とはいえ、この程度の特とく徴ちようの無さならもっと印象が薄うすい人間はオーストラリア軍にもゴロゴロいる。ジェームズがジャスミンのパートナーに起用されているのは、戦せん闘とう魔ま法ほう師しとしての能力を買われているからだ。

　ジャスミンは遠えん距きよ離り広域攻こう撃げきを得意とする魔ま法ほう師し。体格から来る身体能力の低さも相あい俟まって、接近戦を苦手としている。

　一方、ジェームズは自己加速魔ま法ほうを得意とする前衛型の魔ま法ほう師し。肉体的にも体格以上のパワーを持っており、ジャスミンを抱かかえて敵の前から離り脱だつするなどという芸当も朝飯前だ。

　一言で表現すれば、この二人は能力の相あい性しようが良いい。長年コンビを組んでいることもあって、お互たがい気心も知れている。上層部が今いま更さらコンビ解消を認めるはずもなかった。

「あいつらの素す性じようは分かったか？」

　生産性のない愚ぐ痴ちは止めて、ジャスミンは自分をさらおうとした者たちに話題を転じた。

「大だい亜あ連れん合ごうの工作部隊。俺おれたちのご同類だ」

「やはり追つい跡せき部隊か。一体どうやって私たちの素す性じようを突つき止とめたのだろう？」

　ジャスミンは納なつ得とく顔で頷うなずいた後、訝いぶかしげに首を傾かしげた。

「そりゃあ、日本軍の情報部あたりから教えてもらったんじゃないか？」

　彼かの女じよの問いに対するジェームズの回答は、あっさりしたものだった。

「大だい亜あ連れん合ごう軍と日本軍が手を組んでいるということか？」

「そうでなきゃ、やつらがあんな大っぴらに活動できるはずがない」

「講和条約を結んだばかりだし、それほど意外なことでもないか」

　ジェームズの推理は深く考えたもののようには聞こえなかったが、ジャスミンはそれで納なつ得とくした。彼かの女じよも薄うす々うす、同じことを考えていたのかもしれない。

「新ソ連とかＵＳＮＡにつけ込こまれないよう、仲直りしたところを見せなきゃならんからな」

「非公式の作戦とはいえ協力し合うことで、各国の工作員に付け入る隙すきを見せない、というところか」

「それだけじゃないだろう。反講和派の破は壊かい工作なんぞ許した日には、日本も大だい亜あ連れん合ごうも面めん目ぼく丸まる潰つぶれだ。大だい亜あ連れん合ごうは脱だつ走そう兵を自分たちの手で始末したいだろうし、日本は自国の領土内でこれ以上テロ事件なんぞ起こさせるわけにはいかない。多少の融ゆう通づうくらい利きかせるだろうさ」

「私たちとは見事に利害が対立しているな」

「それも当然だ。何たって俺おれたちは、一大国家プロジェクトのスタートセレモニーを台無しにしようとしているんだから」

　二人は現状について話し合っていただけではない。意見を交こう換かんしながら荷造りを進めていた。

「こっちは終わったぞ。ジャズ？」

「こっちも終わった。行こう」

　ジャスミンが狙ねらわれたということは、当然このホテルもマークされている。言葉にするまでもなく、ジャスミンもジェームズもそう考えていた。

　今もどうせ見張られているに決まっている。こそこそと裏口から出て行っても堂々とチェックアウトしても結果は同じだ。

　二人は尾び行こうをまく為ために、少々手て荒あらな手段を採ることにした。
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　達たつ也やが真ま夜やから与あたえられた使命は人工島竣しゆん工こうパーティーを標的としたテロの阻そ止し。破は壊かい工作員の捜そう索さくは今回対象外だ。

　それは一〇一旅団にも伝わっていたようで、風かざ間まとの打ち合わせも破は壊かい工作員の所在を突つき止めたら連れん絡らくする、という結論だった。あるいは、秘ひ匿とくされた戦略級魔ま法ほう師しである達たつ也やを、共同作戦中の大だい亜あ連れん合ごう軍になるべく曝さらしたくないという風かざ間ま、あるいは佐さ伯えき少将の判断があったのかもしれない。

　独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たい特務士官「大おお黒ぐろ竜りゆう也や特とく尉い」として行動できない為ため、ムーバル・スーツをはじめとした特とく殊しゆ装備を使えないというデメリットはあるが、深み雪ゆきと別行動しなくてすむのは達たつ也やにとってありがたいことだった。

「一いつ旦たんホテルに戻もどるか」

　風かざ間まと密談したステーキハウスから少し歩いたところで、達たつ也やは深み雪ゆきにそう話はなし掛かけた。

「そうですね。少し、疲つかれました」

「タクシーを手配しますか？」

　この後はホテルに戻もどる、と風かざ間まに告げた予定は噓うそではない。達たつ也やが深み雪ゆきの意思を改めて確かく認にんするのを横で聞いていた水み波なみが、すぐに携けい帯たい端たん末まつを取りだして無人タクシーを呼び出すかどうか訊たずねる。

　すぐ近くといっても、徒歩ではホテルまで十分以上掛かるからだ。

「ええ、お願い」

「かしこまりました」

　水み波なみが自分のハンドバッグから携けい帯たい端たん末まつを取りだして、無人タクシーの配車センターにアクセスする。

　しかし彼かの女じよはすぐ、訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。

「水み波なみ、どうした？」

　達たつ也やが水み波なみの困こん惑わくを読み取り問とい掛かける。

「それが……タクシーセンターが応答しないんです」

「タクシーセンターが？」

　頷うなずく水み波なみ。

　達たつ也やは自分の端たん末まつを取りだし、指を走らせた。

「──つながらないのは交通関係の一部だけ」

　端たん末まつに目を向けたままで出した声が、呟つぶやくというには大きめだったのは、深み雪ゆきと水み波なみに聞かせる為ためのものだからに違ちがいなかった。

「ソフト的な障しよう碍がいではないな。ハードウェアの故障……いや、破は壊かい工作か」

　深み雪ゆきの顔色が変わった。水み波なみも表情が硬かたくなっている。

「テロリストに先を越こされた……ということでしょうか？」

　深み雪ゆきの問いに、達たつ也やは首を振ふった。縦に、ではなく横に。

「局所的に通信網もうを遮しや断だんしても、代だい替たいの回線に切きり替かわるだけだ。別の破は壊かい工作、例えば放火や武装蜂ほう起きなどと連れん携けいしなければテロ活動としての意味は無い」

「あっ、つながりました」

　水み波なみが思わず発した言葉が、達たつ也やのセリフの証明となった。

「おそらく、逃とう走そうの為ためだな。計画的なものか、行き当たりばったりだったのかは不明だが、こちら側の追つい跡せきを振ふり切きる為ために中ちゆう継けい基地局を幾いくつか破は壊かいしたのだろう」

　通常のモバイル通信網もうに併へい設せつする形で秘密裏りに設置されている軍用通信の中ちゆう継けい局は、障しよう碍がい物が多い市街地の通信を円えん滑かつ化し、かつ大容量データ通信をスムーズに行う為ためのものだ。仮に民生用中ちゆう継けい機ごと基地局が破は壊かいされても別の中ちゆう継けいポイントに切きり替かわるだけだし、適当な中ちゆう継けい機が無くても軍用通信機ならば成せい層そう圏けんプラットフォーム回線、衛星回線が直接使える。

　中ちゆう継けい基地局を破は壊かいしても、一時的に部隊同士の連れん携けいを攪かく乱らんする程度の効果しか得られない。それも、ほんの一分、あるいはそれ以下だ。

　しかし、逃とう走そう側にその一分未満で追つい跡せきチームを無力化する手段があれば、包囲網もうに短時間空あいた小さな穴から逃にげ果おおせるチャンスも生まれる。今回の敵は、そのわずかなチャンスを確実に活いかすことができる手て練だれだということだ。達たつ也やはそう推測した。

「……もしかして、破は壊かい工作員はわたしたちのすぐ近くにいるのでしょうか？」

「すぐ近くにいた、と言うべきだ。新たな妨ぼう害がい工作も見られないようだし、既すでに逃とう亡ぼう済みの可能性が高い」

　深み雪ゆきの問とい掛かけに、達たつ也やが再度「否」を返す。

「水み波なみ、タクシーを呼んでくれ。行き先はホテルだ」

「かしこまりました、達たつ也やさま」

　破は壊かい工作の首しゆ謀ぼう者らしいという手て掛がかりだけでは、達たつ也やのエレメンタル・サイトを以もつてしても犯人までたどり着くのは不可能だ。今の段階では、彼かれにできることはない。

　それに今回は、達たつ也やが張り切る必要は無い。「箱根テロ事件」の際とは、対応に当たっている人材の質が違ちがう。ネットワークに対する工作であれば、真さな田だと藤ふじ林ばやしが何らかの手て掛がかりを見つけるだろう。もう敵の所在を押おさえているかもしれない。

　適材適所という言葉で今の一件を棚たな上あげして、達たつ也やは深み雪ゆき、水み波なみと共にやって来た無人タクシーに乗のり込こんだ。
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　達たつ也やの予測は一部的中し、一部外れていた。

「ホテルをチェックアウトしたオーストラリア人工作員を追つい跡せきしていた捕ほ獲かく部隊が全ぜん滅めつしました。死者はゼロですが、全員行動不能です」

　国防陸軍基地内の一室で、感情を押おし殺ころした声による報告が為なされた。

　臨時の指揮指令室として貸し与あたえられた部屋で、藤ふじ林ばやしが風かざ間まに作戦の失敗を伝えていた。

「全ぜん滅めつか……。敵の増ぞう援えんか？」

「いいえ。捕ほ獲かく対象の魔ま法ほう攻こう撃げきによるものと思われます」

　風かざ間またちは確かに破は壊かい工作員の尻尾しつぽを摑つかんでいる。だが、身み柄がらを拘こう束そくすることには失敗していた。

「どのような攻こう撃げきだ？」

「高こう濃のう度どのオゾンガスによる急性中毒です。麻ま痺ひ症しよう状じようが見られます」

　藤ふじ林ばやしの具体的な報告に、同席していた真さな田だが自分の端たん末まつを見ながら独り言のような口調で口を挿はさんだ。

「『オゾンサークル』か？」

「真さな田だ？」

「ハッ。申し訳ございません」

　風かざ間まに名前を呼ばれて、上官を前にした態度ではないと真さな田だは遅おくればせながら気がついた。

　真さな田だは急いで立ち上がり、風かざ間まに向かって謝罪する。

「構わん。それより、『オゾンサークル』？」

「ハッ。オゾンガスを発生させる魔ま法ほうは他にもありますが、密閉されていない屋外で訓練を受けたカウンターテロ要員をガス中毒で倒たおすとなると、『オゾンサークル』の可能性が高いと考えます」

「……確かに」

　捕ほ獲かくに向かわせた部隊はカウンターテロ訓練の一いつ環かんで、銃じゆう器きや爆ばく薬やくだけでなく化学兵器の取とり扱あつかいも修得している。前まえ触ぶれが察知できるものであれば、ガス攻こう撃げきにむざむざとやられはしない。敵の魔ま法ほうは捕ほ獲かく部隊が対応する間もなく彼かれらを高こう濃のう度どオゾンガスの中に捕とらえたと見るべきだ。

　それ程ほど素す早ばやく、大量にオゾンを生成できる魔ま法ほうとなれば、真さな田だが言うようにオゾンサークルが第一候補に挙がる。

「オーストラリアの魔ま法ほう師しがオゾンサークルを？」

「それ程ほど不思議なことでもあるまい」

　藤ふじ林ばやしが呈ていした疑義を、真さな田だが否定する。

　オゾンサークルはイギリスのウィリアム・マクロードとドイツのカーラ・シュミットが操あやつる戦略級魔ま法ほうとして有名だが、元々は分ぶん裂れつ前の欧おう州しゆう連れん合ごうでオゾンホール対策として開発が始まった魔ま法ほうだ。

　分ぶん裂れつ前の協定に従い、旧欧おう州しゆう連れん合ごう諸国の間でオゾンサークルの魔ま法ほう式しきに関する情報は共有されている。かつてイギリス連れん邦ぽうの一員だったオーストラリアの軍魔ま法ほう師し部隊が情報提供を受けていても、確かに不思議ではない。

　しかしこれは逆に言えば、ジェームズ・ジャクソンを名乗るあの男性と、その娘むすめということになっている少女のどちらか、あるいは両方がオーストラリア軍の魔ま法ほう師しということを意味している。

「藤ふじ林ばやし、あの二人の正体は分かったか？」

「いえ、まだです。ただ想子サイオンセンサーの記録を見る限り、捕ほ獲かく部隊を倒たおした魔ま法ほうの使い手はジャスミン・ジャクソンと推定されます」

「少女の方か」

「あるいは、少女の姿をした方の魔ま法ほう師しです」

　藤ふじ林ばやしのセリフに、風かざ間まが訝いぶかしげな表情を浮うかべる。

「外見どおりの年ねん齢れいではないと？　達たつ也やも似たようなことを言っていたが」

　達たつ也やの名前に、藤ふじ林ばやしの表情が微かすかに揺ゆれた。

　しかしそれがどういう感情を反映しているのか、風かざ間まには分からなかった。

「諜ちよう報ほう員に第二次性せい徴ちようを抑よく制せいする薬物が投とう与よされていた実例は隊長もご存じのことと思います。同様に、成長抑よく制せい措そ置ちをとられた工作員が存在する可能性は否定できないと考えます」

　藤ふじ林ばやしが口にした非人道的な推測について、風かざ間まから特にコメントは無かった。

「大だい亜あ連れん合ごうの部隊を妨ぼう害がいした者の素す性じようは判明したか？」

　代わりに彼かれはこれを訊たずねた。

「はい」

　今度は明らかに苦笑いと分かる表情を藤ふじ林ばやしが浮うかべる。

「国立魔ま法ほう大学付属第一高校の卒業生です。先日卒業式を迎むかえたばかりの、達たつ也やくんの一年先せん輩ぱいですね。沖縄には卒業旅行で来ているようです」

「そういえば人工島の竣しゆん工こう記念パーティーに、五い十そ里り家の長男が招かれていたな。となると、邪じや魔まをしたのは偶ぐう然ぜん、いや、お節せつ介かいか」

　風かざ間まがため息を吐つきながら笑い声を漏もらすという器用な真ま似ねをしてみせた。それ以上、一高卒業生に関する言げん及きゆうは、この場では無かった。

「藤ふじ林ばやしは引き続き工作員の身み許もと調査を進めてくれ。真さな田だは敵本隊の捜そう索さくだ」

「分かりました」

「ジェームズ・ジャクソンとジャスミン・ジャクソンの姿は上空のカメラで捉とらえてあります。逃にがしはしません」

「よろしい」

　真さな田だと藤ふじ林ばやしが同時に立ち上がり、風かざ間まに敬礼して部屋から退出した。
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　ジャスミン・ジャクソンの偽ぎ名めいを使用しているジャスミン・ウィリアムズ大たい尉いと、ジェームズ・ジャクソンの偽ぎ名めいを使用しているジェームズ・Ｊ・ジョンソン大たい尉いがその情報を耳にしたのは、三月二十四日の夜のことだった。彼かれらは風かざ間まの部下の追つい跡せきから逃のがれ、イギリス系国際資本のシーサイドホテルで大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう部隊の幹部と密ひそかに合流していた。

「四よつ葉ばの魔ま法ほう師しが？」

　オウム返しに問い返したジャスミンに、反講和派のリーダーの一人で今回の破は壊かい工作の首しゆ謀ぼう者であるダニエル・劉リウ少校は頷うなずきを返した。

「今日の式典に、四よつ葉ば家次期当主とその婚こん約やく者が参加していました」

「式典というと、五年前の戦せん役えきで犠ぎ牲せいになった者たちの慰い霊れい祭さいですか？」

　リウは細かい訂てい正せいは口にせず、再び頷うなずいた。

「魔ま法ほう師しのリーダーが戦せん没ぼつ者の為ための式典に代理人を遣つかわすのは、別におかしなことではないと思いますが」

　ジェームズがジャスミンの横から口を挿はさむ。

「確かに不自然ではありません」

　リウはジェームズの意見を認めた後、

「ですが、無視できることでもないと思います。彼かれらの沖縄入りが我々とは無関係だとしても、四よつ葉ばの魔ま法ほう師しがここにいるというだけで作戦の大きな障しよう碍がいになりかねません」

　こう付け加えた。

「しかし、四よつ葉ばのプリンセスとそのフィアンセはまだ高校生だったはず」

　ジャスミンの反論に、リウは今度こそ首を横に振ふった。

「横浜の作戦では、当時高校生だった十じゆう文もん字じ家の現当主によって我わが軍は大きな損害を受けました。子供だからといって侮あなどることはできません」

　ジャスミンたちに一応の注意は促うながしたものの、リウも達たつ也やと深み雪ゆきの真価を──如い何かに危険な魔ま法ほう師しであるかを知らなかった。

　理解していなかったのではなく、その知識が無かった。




　　　　◇　◇　◇




　二〇九七年三月二十五日。

　敵破は壊かい工作員から要注意人物認にん定ていを受けた達たつ也やと深み雪ゆきは、今日も精力的にカウンターテロ作戦に勤いそしんでいた──という事実は無い。

　二人はホテルでゆったりとした時間を過ごしていた。

「偶たまには贅ぜい沢たくをするのも良いいものですね」

「そうだな」

「私は落ち着かないのですが……」

　バルコニーのテーブルで朝食をとっている主あるじ二人の会話に、給きゆう仕じをしている水み波なみが恐おそる恐おそる反論する。

　三人が泊とまっている部屋はツーベッドルームのスイートだ。今回は表向き、沖縄侵しん攻こう事件の犠ぎ牲せい者供く養よう式典への出席と夏の慰い霊れい祭さいの打ち合わせという公的な仕事に、四よつ葉ば家を代表して来ている。他の十じゆつ師し族ぞくは式典に参加していなかったから、師し族ぞく会かい議ぎを代表してと言いい替かえても過言ではない。当然費用は本家持ちだし、十じゆつ師し族ぞくの権けん威いを示す為ためという意味合いから用意された部屋は最高級だった。

　彼かれらが宿しゆく泊はくしているスイートにはツインのベッドルームが二つある。部屋割りは達たつ也やが一部屋、深み雪ゆきと水み波なみが同室。わざわざ水み波なみだけ別に部屋を取る必要を達たつ也やも深み雪ゆきも認めなかった。

　しかし水み波なみはこのスイートルームが豪華すぎて、かえって落ち着かないようだ。婚こん約やく者の間に割わり込こむ格好になって恐きよう縮しゆくしているという面もある。彼かの女じよは何度も、控ひかえめにではあるが、「自分はもっと安い部屋に」とアピールしていた。

「護衛役が護衛対象の側そばを離はなれてどうする」

　だがその都度こう諭さとされて、返す言葉を失ってしまうのだ。水み波なみが希望するような安い部屋となると、別のフロアになってしまう。それではいざという時に間に合わない。

「申し訳ございません」

　結局水み波なみは今回も、謝罪を口にして引き下がらざるを得なかった。

「水み波なみちゃんもそろそろ席に着きなさい」

　テーブルの上に食事と飲み物が揃そろったところで、深み雪ゆきが優やさしく声を掛かける。

　水み波なみは素す直なおに「はい」と答えて腰こしを下ろした。こういう時に逆らっても無む駄だだと彼かの女じよは既すでに学習していた。




　水み波なみがコーヒーを淹いれ直し、ワゴンでお皿を下げていく。本当はホテルの従業員に任せるべきなのだが、水み波なみは「高級な部屋に我が慢まんしている代わり」と言わんばかりにここでは我わが侭ままを通している。──まあ、チップの習慣が無いから従業員にも実害は無い。そう思って達たつ也やも深み雪ゆきも黙もく認にんしているのだった。

「深み雪ゆき、疲つかれは取れたか？」

「はい。昨日は夕方からゆっくりさせていただきましたので、気け怠だるさはすっかり取れました」

「それは良かった」

　達たつ也やは深み雪ゆきの言葉が強がりでないのを自分の「眼め」で確かく認にんして、優やさしく微笑ほほえんだ。

　深み雪ゆきが恥はずかしそうに目を逸そらす。

　だが気弱な自分を恥はじるように、目元を赤く染めながらすぐに視線を戻もどした。

「今日は少し遠出をしてみないか？」

「はい、喜んで！」

　任務は？　と深み雪ゆきは訊たずねなかった。達たつ也やが自分の為ために時間を割さいてくれるというなら、彼かの女じよに異存があろうはずはない。

　達たつ也やの決定に口出しするような不ふ遜そんな真ま似ねをするなど、深み雪ゆきには思いも寄らないことだった。

「水み波なみもついてきてくれ」

「かしこまりました」

　ちょうどテーブルに戻もどってきた水み波なみも迷わず頷うなずく。彼かの女じよの場合は、主人の言い付けに背そむくという選せん択たく肢しがそもそも無い。

「船に乗るから、二人とも動きやすい格好に着き替がえて欲ほしい」

「分かりました。少しお待ちいただけますか？」

「急せかすつもりはない。その間に準備をしておくから、水み波なみは深み雪ゆきの支し度たくを手伝ってやってくれ」

「仰おおせのままに」

　深み雪ゆきと水み波なみが自分たちの部屋へ引ひっ込こむ。達たつ也やもまず着き替がえを済ませる為ため、ベッドルームに向かった。
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　港に着いた達たつ也やは、深み雪ゆきと水み波なみを連れて外洋航行が可能なクルーザーに乗のり込こんだ。クルーザーといっても機関部と情報機器は軍用快速艇ていの物がそのまま使われているのだが、外から見ただけでは分からない。

「よう、来たな」

「ジョー、今日はよろしくお願いします」

　クルーザーで達たつ也やたちを待っていたのは、昨日再会したばかりの桧ひ垣がきジョセフ軍ぐん曹そうだった。

「あの、お兄様……、これは？」

　昨日は思おもい掛がけない再会にただ驚おどろいただけだったが、これにはさすがに理解が追い付かず、深み雪ゆきは他人の前で「達たつ也や様」と取とり繕つくろうことも忘れていた。

「今日は飛行機を使う予定だったんだが、昨晩、桧ひ垣がき軍ぐん曹そうから船を出してもらえると申し出を受けたんだ。それで、ご厚こう意いに甘あまえることにした」

　達たつ也やの説明が終わるのと同時に、ジョセフが平服姿にも拘かかわらず、深み雪ゆきに向かって敬礼した。

「桧ひ垣がきジョセフ軍ぐん曹そうであります。本日は皆みな様さまの護衛を務めさせていただきます」

　そう言って手を下ろし、ニヤリと愛あい嬌きようのある笑えみを浮うかべる。

「護衛といっても、実際には接待だな。お偉えらいさんたちも『四よつ葉ば』の名は無視できないらしい。かといってうるさがられては逆効果。あーっ、どんなハブが出てくるか分からない」

　どうやらジョセフは「藪やぶ蛇へび」と言いたかったようだ。

「基地の上層部が悩なやんでいるところに風かざ間ま中ちゆう佐さから『四よつ葉ば家の次期当主と面識がある下士官がいる』って助言があって、そいつに護衛の名目で観光案内させようって話になったんだ。つまり、俺おれだな」

　ジョセフが深み雪ゆきに向かってウインクする。いかつい容よう貌ぼうだが、意外に愛あい嬌きようがあり様になっていた。

「そんな訳で達たつ也やに行きたい所を訊たずねたら、石いし垣がき島じまってリクエストがあったんで軍の高こう速そく艇ていを乗組員ごと借りてきた。軍用っていっても偉えらい人の視察用だから乗り心ごこ地ちは保証するぜ」

「石いし垣がき島じまへ？　そんなに遠くまで足を伸のばされるおつもりだったとは存じませんでした」

　深み雪ゆきがお愛あい想そではない、驚おどろいた表情で達たつ也やを見上げる。

「天候次し第だいでは中止しなければならなかったからね。がっかりさせたくなかったんだ」

「びっくりしました……ですが、嬉うれしいです」

　深み雪ゆきは言葉どおりの笑え顔がおを達たつ也やに向けた。




　石いし垣がき島じままで、約四百キロを三時間。波も決して穏おだやかではなかったが船内は驚おどろく程ほど静かで、軽い船ふな酔よいすらせず達たつ也やたちは石いし垣がき島じまに上陸した。

　港には彼かれらの到とう着ちやくに合わせてレンタカーが用意されていた。接待という言葉が大おお袈げ裟さに聞こえない至いたれり尽つくせりぶりだ。

「じゃあ、一通り観光スポット巡めぐりで良いいか？」

「ええ、お願いします」

　ジョセフが運転席に乗のり込こむ。有名な観光地だけあって主要道路は自動運転に対応しているが、全ての道路を網もう羅らしているわけではないので免めん許きよを持った運転手が必要なのだ。

　沖縄本島育ちのジョセフが石いし垣がき島じままで来る機会はそれ程ほど多くないはずだが、それでもツボを押おさえたスムーズなガイドだった。護衛とメイド付きではあるが、深み雪ゆきは達たつ也やとの思おもい掛がけないデートを存分に楽しんでいた。

　そして日も傾かたむき、そろそろ本島へ戻もどらなければならない時間になって達たつ也やが車を向けるよう頼たのんだのは、有名な真しん珠じゆ専門の宝ほう飾しよく店だった。

　ジョセフには表で待っていてもらい、達たつ也やは深み雪ゆきと水み波なみを連れて店内に入った。

「司し波ば達たつ也やですが」

「お待ちしておりました」

　達たつ也やが名を告げると、店員が奥おくのテーブルへ案内する。

　明らかに来店を予約していたと分かる対応に、深み雪ゆきは訝いぶかしさと期待を覚えた。

「こちらでございます」

　一いつ旦たん奥おくに引ひっ込こんだ店員が、持って来たネックレス用のジュエリーケースを丁てい寧ねいに開ける。

「まあ……っ！」

　中に入っていたのは、深み雪ゆきが思わず感かん嘆たんを漏もらす程ほどに見事な真しん珠じゆのマルチカラーネックレスだった。

　白、黒、金、三色の真しん珠じゆを組み合わせた、標準的な長さのグラデュエーション・タイプ。全てラウンド（真円）でエクボ（自然にできるキズ）がほとんど見当たらない。色の鮮あざやかさもテリ（光こう沢たく）も文句の付けようが無い、専門家でなくても分かる高級品だ。

「長さを見てもらえませんか」

「かしこまりました」

　達たつ也やの言葉に店員が丁てい寧ねいに頭を下げ、深み雪ゆきに「お付け致いたしましょうか？」とうかがいを立てる。

「あの、わたしに……ですか？」

　他に考えようも無い。だがそれでも思わず、深み雪ゆきは達たつ也やにそう訊たずねた。

「もちろんだ。お誕生日おめでとう」

　深み雪ゆきが口を両手で覆おおう。

「指輪は……いずれ、近い内に。今回はネックレスで我が慢まんしてくれ」

　達たつ也やはいつもどおり平然とした顔をしているが、表情と口調以外の部分で、何となく照てれ臭くさそうにしている。

「我が慢まんだなんてそんな！　嬉うれしいです。ありがとうございます、達たつ也や様」

　感かん極きわまったのか、深み雪ゆきの目が潤うるんでいる。彼かの女じよが「お兄様」ではなく自然に「達たつ也や様」と口にしたことに、水み波なみだけが気づいていた。




　　　　◇　◇　◇




「ジョー、今日はありがとうございました」

「良いいってことよ。お蔭かげで俺おれものんびりできたしな」

　ホテルのエントランスまでついてきたジョセフが、そのまま無人タクシーで去っていく。

　それを見送っていた達たつ也やは、タクシーが見えなくなると同時に、通りの向かい側のビルを見上げた。

「お兄様？　如何いかがなさいましたか？」

　その視線に気づいた深み雪ゆきが達たつ也やに問とい掛かける。

　深み雪ゆきのその声で水み波なみが動いた。達たつ也やが目を向けているビルから、深み雪ゆきを背中にかばう位置に立つ。

「慌あわてる必要は無い」

　達たつ也やにそう宥なだめられても、水み波なみの警けい戒かいは中々解けなかった。

「敵……ですか？」

　深み雪ゆきが達たつ也やの視線をたどっても、カーテンが閉まった窓しか見えない。自分だけかと思って窺うかがい見れば、水み波なみの目も定まっていない。達たつ也やが何を見ているのか、水み波なみにも把は握あくできていない証しよう拠こだ。

「金で雇やとわれた情報屋の類たぐいだろう。捕つかまえても大したことは聞き出せない」

　聞き出せないだろう、でもなければ、聞き出せないに違ちがいない、でもない。「聞き出せない」と断言する達たつ也やに、深み雪ゆきはそれ以上質問も反論もできなかった。

　達たつ也やが深み雪ゆきの背中をそっと押おす。

　達たつ也やに促うながされるまま、深み雪ゆきはホテルの回転扉とびらをくぐった。




　　　　◇　◇　◇




　深み雪ゆき、達たつ也や、水み波なみの順にホテルへ入っていくその背中を、道路を挟はさんで向かい側にあるビルの一室で見送って、ジェームズ・Ｊ・ジョンソンオーストラリア軍大たい尉いは詰つめていた息を吐はき出した。額を手で拭ぬぐおうとして、掌てのひらが冷たい汗あせに濡ぬれているのを今いま更さらのように自覚する。

（緊きん張ちよう……いや、恐きよう怖ふしていたのか？　この俺おれが？）

　現在のオーストラリアは外交に消極的なだけでなく、それ以上に、海外派兵に消極的だ。鎖さ国こくという表現の妥だ当とう性はともかく、表向き孤こ立りつ政策をとっていることに間ま違ちがいはない。他国との同盟関係も無く、合同演習の類たぐいにも一いつ切さい参加していない。

　だがそれは、ジェームズのような種類の軍人に実戦の機会が訪おとずれないという意味ではない。

　オーストラリアは資源が豊富な国だ。鉱物資源だけではない。砂さ漠ばく化の停止と砂さ漠ばくの緑化に成功したことにより、今や世界でも数少ない自然農業で食しよく糧りようを賄まかなえる国でもある。領土的野心に燃える他国の、工作機関相手の謀ぼう略りやく戦は日常的と言える程ほどに頻ひん発ぱつしている。

　また表向き孤こ立りつ政策をとっていても、完全な中立を堅けん持じしているわけではない。今回のように、秘密の非合法作戦で他国の武装組織と手を組むことは決して珍めずらしくない。

　軍にあって工作任務を専門とするジェームズは、この暗あん闘とうの最前線で活かつ躍やくしてきた百ひやく戦せん錬れん磨まの戦せん闘とう魔ま法ほう師しだ。死線を潜くぐり抜ぬけたことも一度や二度ではない。大たい抵ていのことには動じない度胸を身につけている、と彼かれは自負している。

（この俺おれが……あんな餓が鬼きに？）

　しかしどんなに否定したくても、それが誤ご魔ま化かしでしかないと彼かれ自じ身しんが理解していた。

（俺おれの監かん視しに気がついたことだけじゃない。こっちの精神を貫つらぬき心臓まで届くような、死神の如ごときあの視線……。『アンタッチャブル』の名は伊だ達てじゃないってことか）

　およそ三十年前、大漢ダーハン崩ほう壊かいと共に囁ささやかれ始めた戒いましめの言葉。




　──日本の四よつ葉ばに手を出すな。手を出せば、破は滅めつする。




　現に、ジェームズが属する裏の世界では、大だい亜あ連れん合ごうが日本相手に不利な立場で講和を余よ儀ぎなくされたのは四よつ葉ばに手を出したからだ、という噂うわさが真顔で語られている。朝ちよう鮮せん半はん島とう南なん端たんを灼やいた戦略級魔ま法ほうは四よつ葉ば家が開発したものではないか、という声も少なくない。

　また、世界最強の魔ま法ほう師し部隊の呼び声高いＵＳＮＡのスターズが、日本に手を出して四よつ葉ば家に撃げき退たいされた。──そんな未み確かく認にん情報も彼かれのところに回ってきている。

　余りにも華はな々ばなしい話ばかりで、ジェームズは全てを額面どおりに受け取る気にはなれない。

　今回、ジェームズたちの敵として日本軍の指揮を執とっているのは、インドシナ半島で勇ゆう名めいを馳はせた『大だい天てん狗ぐ』風かざ間ま玄はる信のぶ。彼かれをはじめとして、日本軍所属魔ま法ほう師しの実力は高い水準にある。

　日本の魔ま法ほう戦力は、四よつ葉ばだけではない。大だい亜あ連れん合ごうの奇き襲しゆう部隊を撃げき退たいしたのも、飛行ユニットを世界で初めて実戦投入した軍の魔ま法ほう師し部隊の力によるところが大きい。

　状じよう況きようを決定づけた戦略級魔ま法ほうも日本軍が開発した秘密兵器だろうというのが、ジェームズを含ふくめたオーストラリア軍の見解だ。常識的に考えて、あれは一民間組織が持つには大きすぎる力だ。そんなことを許容すれば、国のバランスを保たもてるはずがないからだ。




　──それでも四よつ葉ばは、決して侮あなどってはならない相手だ。

　──たとえそれが、十代の学生であっても。




　そのことをジェームズは、改めて心に刻んだ。




　　　　◇　◇　◇




　深み雪ゆきの誕生日の為ために達たつ也やが手配していたのは、プレゼントだけではなかった。

　二人は泊とまっているホテルの高級レストランでフルコースのディナーを楽しみ──水み波なみは空気を読んで、というより空気に当てられて辞退した──、その後展望ラウンジに席を移してグラスを傾かたむけていた。

　もちろん二人ともノンアルコールカクテルだ。「少しくらい……」という深み雪ゆきのリクエストは、達たつ也やがやんわりと却きやつ下かした。彼かれは京都のホテルで真ま由ゆ美みを相手に苦労した経験を忘れていない。

　言葉で止めるだけではない。達たつ也やは深み雪ゆきのグラスの中身にまで「眼め」を配っていた。わざわざ『精霊の眼エレメンタル・サイト』を使ってアルコール度数をチェックしていたのだ。

　だから、断言できる。深み雪ゆきはアルコールを摂せつ取しゆしていない。

「お兄様……わたし、何だか……」

　それなのに、横に並べた隣となりのソファから達たつ也やを見上げる深み雪ゆきの目は熱く潤うるみ、瞳ひとみの焦しよう点てんはぼやけていた。

　深み雪ゆきが着ているカクテルドレスはオーソドックスなＡラインで、スカート丈たけは膝ひざ下しただ。普ふ通つうなら椅い子すに座すわっても膝ひざが見える程度。ところが、ソファがかなり低い上にクッションが効いている為ため、彼かの女じよのほっそりと形の良いい足が膝ひざのかなり上まで見えている。

　幸い衝つい立たてで仕切られているので他の客の目には触ふれない。しかし達たつ也やの目には、低いソファに浅く腰こし掛かけている所せ為いで両りよう膝ひざを立てるような座すわり方になっている姿が飛とび込こんできている。深み雪ゆきは行ぎよう儀ぎ良く座すわっているだけだから余計、達たつ也やは目のやり場に困っていた。

「そろそろ部屋に戻もどろうか」

　体調が悪いのではなく、雰ふん囲い気きに酔よったのだろう。

　いずれにせよ、もう戻もどった方が良いいと判断して、達たつ也やは深み雪ゆきを促うながし立ち上がった。

　深み雪ゆきは大人しく達たつ也やに続いた。彼かの女じよはここでごねるような少女ではない。達たつ也やの言葉ならば尚なお更さらだ。

　その代わり、深み雪ゆきは達たつ也やの左ひだり腕うでにするりと自分の右みぎ腕うでを絡からませた。

　ピタリと身を寄せ、甘あまえた目で達たつ也やを見上げる。

　ただの兄妹きようだいだった時なら軽く叱しかりつけてそっと腕うでを解ほどいているところだが、達たつ也やは深み雪ゆきのするがままに任せた。二人の立場を考えれば、不自然な行こう為いではないからだ。

　深み雪ゆきにもそういう計算があったのだろう。それでも微かすかに安あん堵どの表情を浮うかべたのは、拒きよ絶ぜつされる可能性を、ほとんどあり得ないと知りつつ恐おそれていたからか。

　達たつ也やは深み雪ゆきに左ひだり腕うでを預けたまま展望ラウンジを後にした。




　部屋に入る直前、深み雪ゆきは達たつ也やの左ひだり腕うでに絡からめていた右みぎ腕うでを解いた。

　何事も無かったかのような顔で留守番をしていた水み波なみを労ねぎらう。

　達たつ也やも水み波なみを労ねぎらった後、先に入浴するよう深み雪ゆきに声を掛かけてベッドルームに引ひっ込こんだ。

　ドアを閉め、スーツを寝ね間ま着き代わりのルームウェアに着き替がえて、ライティングデスクの前に座すわる。

　そうして、今日の戦果に「眼め」を凝こらした。

　意識の主な部分を情報次元イデアへ向ける。

　無数に枝分かれする因果の系統樹。去年までは三次元的なビジョンを順番にたどっていくことしかできなかったが、先日の爆ばく破はテロ事件の捜そう査さで黒幕を探して情報流を数え切れないくらい何度も上のぼり、下くだったことで、限定的にではあるが、因果の連なりを俯ふ瞰かんして視みる力を達たつ也やは手に入れていた。

　その俯ふ瞰かん的な視界の中で、彼かれは自分自身から放たれた情報の欠片かけらをすぐに見つけ出した。

　マーカーは外れていない。彼かれは検けん索さく対象の情報を読よみ込こみに掛かかった。

（……ジェームズ・ジェフリー・ジョンソン。オーストラリア軍所属の魔ま法ほう師し。階級は大たい尉い）

　達たつ也やが「視みて」いる情報は、ホテルに帰ってきた時、自分たちを監かん視ししていた敵工作員のものだ。距きよ離りがあり、顔がはっきり見えたわけではなかったが、あの場で視線の主が白人男性だということは何となく分かった。

　それで、前日風かざ間まに写真を見せられた「親子」の片割れではないかと見当をつけ、追つい跡せき用の想子サイオンマーカーをイデア経由で撃うち込こんでおいたのだ。

（現在位置は久く米め島じま沖おき北東海上。漁船を買収でもしたのか？）

　残念ながら、マークした本人以外の情報までは読み取れなかった。マーカーを手て掛がかりに「視野」を広げていく技術は、まだ修得中の、不完全なものだ。

　それでも「ジェームズ・ジャクソン」の正体が「ジェームズ・Ｊ・ジョンソン大たい尉い」であるという情報は価値が高い。達たつ也やは自分が手にした成果を過小評価せず、旅行鞄かばんからノートサイズの大型端たん末まつを取り出して風かざ間ま宛あてに今判明したことを暗号化して送信した。




　入浴その他諸もろ々もろを済ませ、後は寝ねるだけとベッドルームに戻もどった達たつ也やは、自分が使っていないベッドにパジャマ姿の深み雪ゆきが腰こし掛かけているという状じよう況きように遭そう遇ぐうした。

　パジャマ自体には透すけているとか襟えり刳ぐりが深いとかボタンを多めに外しているとかサイズが大きすぎて肩かたが露ろ出しゆつしているとか、その手の劣れつ情じようを誘さそう要素は無い。

　だが絹のような薄うすい生き地じ──本物の絹かもしれない──越こしに、下着を着けていない胸の輪りん郭かくが分かってしまい、達たつ也やはさり気なく視線を外した。

「……何か相談したいことがあるのか？」

　首から下を見ないようにして彼かれは妹兼けん婚こん約やく者に訊たずねる。

「いいえ？　何も困っていることはありませんよ？」

　達たつ也やの質問に小首を傾かしげる深み雪ゆきの口調は、何ど処こかふわふわしたものだった。

　さっきから何度も確かく認にんしたことであるにも拘かかわらず、達たつ也やは思わず、深み雪ゆきの血けつ中ちゆうアルコール濃のう度どへ「眼め」を向けた。

「……そんなに視ないでくださいますか。恥はずかしいです……」

　深み雪ゆきが目元を赤く染め、潤うるんだ瞳ひとみで達たつ也やを見上げる。

「あ、ああ。すまない」

　これには達たつ也やといえども、多少の動どう揺ようは免まぬがれなかった。

　彼かれでなければ「多少」では済まなかっただろう。理性を蒸発させてライカンスロープに種族チェンジするか、精神の耐たい久きゆう値を一気に削けずられ落ちていたに違ちがいなかった。

「お兄様、もうお休みになられますでしょう？」

[image: ]

　口調だけでなく、言こと葉ば遣づかいも少々怪あやしかった。

　やはり、アルコール無しで酔よっているに違ちがいない。

　達たつ也やは深み雪ゆきの様子を見て、そう結論づけないわけにはいかなかった。

「そのつもりだ」

「それではどうぞ、ベッドへ。灯あかりはわたしが消しますので」

「……頼たのむ」

　この部屋から追い出すことは無理だと達たつ也やは悟さとった。

　水音は聞こえないが、水み波なみはまだ入浴中のはずだ。浴室を出れば、深み雪ゆきが何ど処こにいるのかすぐに分かる。

　誤解は避さけられない。達たつ也やはそんな諦あきらめと共に目を閉じた。

　隣となりのベッドからすぐに幸せそうな寝ね息いきが聞こえてきたことが、わずかな救いだった。




　真夜中、足音を殺しながら慌あわてて部屋を出て行く気配に、達たつ也やは気づかないふりをした。







　［４］




　翌日の朝。

　二人してバツが悪そうな顔で目を逸そらす深み雪ゆきと水み波なみに、達たつ也やは今日の予定を告げた。

「今日は予定どおり久く米め島じまに行く」

　これは昨日のようなサプライズではなく、最初から計画されていた。

　と言っても、任務に直接の関係は無い。時間があれば防衛対象の人工島を直接見ておくつもりだが、それはあくまでも「時間が余ればついでに」程度の位置づけだ。

　今日の主目的は観光だ。昨日は深み雪ゆきへのプレゼントがメインだったが、今日の趣しゆ旨しは気楽に時間を潰つぶすことにある。

　今回の任務の成否基準は二十八日の人工島竣しゆん工こう記念パーティーを無事に終わらせられるかどうか。しかし、破は壊かい工作を事前に阻そ止しする為ためには敵の作戦能力を奪うばうことが必要で、それには敵の主兵力が何ど処こに隠かくれているのかを突つき止とめる必要がある。そして、その捜そう索さくは国防軍の仕事だ。敵の主力部隊が見つかるまでは、達たつ也やの出番は無い。

　沖縄まで来てホテルでじっとしているのは、達たつ也やでも時間がもったいないと感じる。だからといって、自分の仕事でもないのに外国の魔ま法ほう師しを探しに出で掛かける気にもなれなかった。

　そんな訳で、達たつ也やは今日の空き時間をバカンスに当てることにしたのである。

「飛行機の出発時間は八時半。ＣＡＤはそのまま機内に持もち込こめる」

　このあたりのことも、改めて言う必要がない確かく認にん事じ項こうだ。

　ＣＡＤの持もち込こみは公務員の場合、警察に申しん請せいすれば大たい抵てい認められる。魔ま法ほう大学生、魔ま法ほう科か高校生もこれに準じる。十じゆつ師し族ぞくの特権を行使したというわけではない。その代わり、いざという時に救助義務が発生するのだが。

「準備は整っております。後は達たつ也やさまと深み雪ゆきさまに着き替がえていただくだけです」

「ご苦労様」

「まずは朝食を済ませよう」

　水み波なみの先回りした気働きを深み雪ゆきが労ねぎらい、達たつ也やが先に立って朝食が用意されているホテル内のレストランへ向かった。




　　　　◇　◇　◇




「達たつ也やさんっ！」

　空港の出発ロビーに入った途と端たん、達たつ也やは横合いから声を掛かけられた。

「ほのか。雫しずくも一いつ緒しよか」

　声を掛かけてきた相手はほのか。その隣となりには雫しずくもいる。

　達たつ也やは二人の姿に驚おどろかなかった。深み雪ゆきが二人から旅行に誘さそわれたことは達たつ也やも聞いている。その行き先と目的が自分たちの任務と重なっていたことも。

「うん。おはよう」

　見知った顔は、ほのかと雫しずくの二人だけではなかった。

「中なか条じよう先せん輩ぱい、おはようございます」

「おはようございます。深み雪ゆきさんたちも久く米め島じまへ？」

「はい」

「先日のお彼ひ岸がん法要会場で招待客の中にいるのを見ましたから、もしかしたら何ど処こかで会えるかなーとは思っていましたけど、偶ぐう然ぜんですね」

「わたしも先せん輩ぱい方が久く米め島じまへ行かれるということはお聞きしていましたから、もしかしたら、とは思っておりました」

　深み雪ゆきはあずさのセリフに長めの相あい槌づちを打った後、服部はつとり、五い十そ里り、花か音のん、桐きり原はら、紗さ耶や香か、沢さわ木きとも順番に挨あい拶さつを交かわした。

　待ち合わせをしていたわけではない。だが偶ぐう然ぜんにしても意外すぎるという程ほどではなかった。

　達たつ也やたちが乗ろうとしている便の到とう着ちやく時間は午前九時。

　沖縄本島に宿を取って久く米め島じま観光をしようとすれば、出発にはちょうど良いい時間だ。

　日付が重なったのは全くの偶ぐう然ぜんだが、時間が重なったのはある程度必然と言える。

「光みつ井いさんたちともお話していたんですけど、深み雪ゆきさんたちもご一いつ緒しよしませんか？」

　達たつ也やたち三人、ほのかと雫しずくの二人、あずさたち七人、合計十二人で固まって搭とう乗じよう手て続つづきを待っている最さ中なか、あずさがそんなことを言い出した。言う迄までもなく、久く米め島じまでも一いつ緒しよに行動しないかという意味だ。

　深み雪ゆきが「どう致いたしましょう？」という表情で達たつ也やの顔を見上げる。

「良いいんじゃないか」

　達たつ也やは頷うなずくだけでなく、あずさにも聞こえる声ではっきりと告げた。

　深み雪ゆきは達たつ也やに向かって「はい」と返事をした後、あずさに視線を戻もどした。

「よろしくお願いします」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎする深み雪ゆき。服部はつとりや五い十そ里りの承しよう諾だくを得る前に、達たつ也やたちの同行が決定した。




　久く米め島じまに到とう着ちやくした一高生及および一高ＯＢ・ＯＧ一行は、まず雫しずくが手配したグラスボートで島の周りを一周することで話が纏まとまった。当初の計画では雫しずくたちも乗り合いのボートを利用する予定だったのだが、人数が増えたので急きゆう遽きよ、一隻せき丸ごとチャーターすることにしたのだ。

　那な覇は空くう港こうを出発する直前に依い頼らいして久く米め島じまに到とう着ちやくした時には既すでに手配が完かん了りようしていたのは、さすがに日本有数の大だい富ふ豪ごう・北きた山やま家と言うべきか。

　空港から兼城かねぐすく港まで直線で約五キロ。

　一行はレンタサイクルで港へ向かい、少しの待ち時間の後、船に乗のり込こんだ。

「うわぁ！」

「これは凄すごいですね……」

　船内で花か音のんが歓かん声せいを上げ、あずさが感かん嘆たんを漏もらした。その驚おどろきも、大おお袈げ裟さではないだろう。

　雫しずくの為ために北きた山やま家がチャーターしたグラスボートは、側面にも海中を観賞できるのぞき窓がついた半潜せん水すい艇ていタイプ。

　ただ、この船について「窓」という表現は妥だ当とうではないだろう。このグラスボートは喫きつ水すい下の側面が船首・船せん尾びを除いてほぼ透とう明めいになっていた。床ゆかもほんの一部を除いて透すけている。船室から見る景色はまさしく海中パノラマだった。

　海中だけでなく、甲かん板ぱん上から見る景色も素す晴ばらしい。真っ白なビーチもあれば、奇き岩がんがそびえる崖がけもある変化に富んだ地形。一高生、一高卒業生たちはボートの中を上ったり下りたり忙いそがしく動き回っていた。

　ボートは久く米め島じまの南なん端たんから東北東へ針路をとって、一番の名所である無人島「はての浜はま」の沖おき合あいに泊とまった。

「何をしているのかしら」

「この船は喫きつ水すいが深いから、上陸用のゴムボートを組み立てているんじゃないかな」

　花か音のんの疑問に五い十そ里りが答えたように、船員が甲かん板ぱんでゴムボートを膨ふくらませ、船外機をつけている。

　ゴムボートは六人乗りが二艘そう。サイズからしても船外機の出力からしても、小型船せん舶ぱくの免めん許きよを持っている船員の同乗が必要なのだが、

「達たつ也やさん、持ってたよね？」

「小型船せん舶ぱく免めん許きよか？　持っているぞ」

「あっ、僕ぼくも持っているよ」

　雫しずくの問とい掛かけに達たつ也やが頷うなずき、続いて五い十そ里りが手を挙げたので、十二人が一度に無人島へ渡わたれることになった。なおこの面子めんつの中では、水み波なみが達たつ也やと同じで二級と特とく殊しゆ小型（水上バイク用）を、服部はつとりが特とく殊しゆ小型を持っている。

　達たつ也や、深み雪ゆき、水み波なみ、ほのか、雫しずく、沢さわ木き。

　五い十そ里り、花か音のん、服部はつとり、あずさ、桐きり原はら、紗さ耶や香か。

　この組み合わせで、十二人はコーラルサンドが堆たい積せきしてできた白い砂さ州すに上陸した。

　達たつ也やのボートでは沢さわ木きが先に降りて深み雪ゆきや雫しずくの下船に手を貸している。

「達たつ也やさま、ボートは私が見ています」

　船外機の固定状態をチェックし終わった達たつ也やに、水み波なみがそう申し出た。

「では、頼たのむ」

「お任せください」

　達たつ也やは無む駄だに意思を問うことをせず、水み波なみに留守番を任せた。

　ここに来ているのは彼かの女じよにとり上級生ばかりだ。無理に同行させても気き疲づかれするだけだろう。

　それより一人で待たせておいた方が本人ものんびりできると達たつ也やは判断したのだった。

「では、もう一艘そうの方は俺おれが見ていよう」

　ほのかに続いてボートを降りた達たつ也やに、沢さわ木きがそう話はなし掛かける。そして彼かれは達たつ也やの返事を待たずに、隣となりのボートへ歩いていった。

　向こう側から「わたしと服部はつとりくんは別に！」というあずさの焦あせった声が聞こえてきたが、自分が関かん与よすべきことではないと思って達たつ也やは口出ししなかった。

　隣となりを気にしている場合ではなかった。

　達たつ也やを待っていたほのかが、いきなり上着を脱ぬぎだしたのだ。

　前ボタンの半はん袖そでチュニックの下はビキニタイプのトップとホットパンツタイプのボトムの、セパレートの水着だった。恵めぐまれたスタイルに加え、いつもは二つに縛しばって肩かたに下ろしている髪かみをアップにしていることもあって、中々に大人っぽくセクシーな姿だ。

　亜あ熱ねつ帯たいの久く米め島じまとはいえまだ三月。水着姿には少々早い。海水浴やスノーケリングで海に入っている観光客は、皆かい無むではないにしても、ちらほらとしか見えない。

　ほのかの大だい胆たんな水着姿は同行者だけではなく他の観光客の目も惹ひいていた。

「達たつ也やさん、向こうの方まで行ってみませんか」

　しかしほのかは自分に浴びせられる邪よこしまな視線を（表面的には）まるきり無視して、達たつ也やの腕うでにしがみついた。

　わざとなのか、ギュッと胸を押おし付つける。

　大だい胆たんすぎるその行こう為いに、深み雪ゆきが目を見張った。

　眦まなじりを吊つり上あげるまでに至らないのは、呆あつ気けにとられているからか。

　その隙すきに、ほのかが達たつ也やを引きずっていこうとする。

　彼かの女じよらしくない強ごう引いんさに驚おどろいているのは達たつ也やも同じだった。もっとも、彼かれがほのかの腕うでを振ふり解ほどかないのは、困こん惑わくの余り状じよう況きようが把は握あくできていないからではない。

　危あやうかったからだ。

　ほのかには常つね日ひ頃ごろから「背水の陣じん」的な必死さがつきまとっている。そして今日は、その印象が特に強い。

　腕うでにしがみついて達たつ也やを見上げる顔は、小こ悪あく魔まの笑え顔がおを作っている。

　そう──「作っている」のが容易に分かってしまう。

　達たつ也やはほのかが前を見た瞬しゆん間かんに、深み雪ゆきへ目を向けた。ほのかのことは友人として大切だが、達たつ也やにとっては深み雪ゆきの気分を害してまで心を配るべき相手ではない。

　しかし深み雪ゆきも、いつものほのかではないと感じているようで、嫉しつ妬とではなく彼かの女じよを気き遣づかうような視線を達たつ也やに返した。あるいは昨日のプレゼント──物だけには限らない──が深み雪ゆきに余よ裕ゆうを与あたえていたのか、達たつ也やを咎とがめている様子は無かった。




　もちろん、ほのかの大だい胆たんすぎる行動には、その背景となる出来事があった。




　──ほのかと雫しずくが沖縄に来たのは三月二十五日。昨日のことだ。そして更さらにその前日、ほのかは珍めずらしく雫しずくとは別行動でエイミィ、スバルと都心のファッションスポットへショッピングに出で掛かけていた。

　別に、ほのかと雫しずくが喧けん嘩かをしていたというわけではない。

　雫しずくは魔ま法ほう師しの雛ひな鳥どりであるのと同時に「お嬢じよう様さま」でもある。彼かの女じよは「お嬢じよう様さま」に必要な教養を身につける為ため、学校の勉強以外に多くの習い事を抱かかえている。

　長期の旅行に出る前後は、その期間の「お稽けい古こ」を消化する為ためいつも以上に忙いそがしくなってしまう。そんなわけで、雫しずくは旅行前に身動きが取れなかったのだ。

　エイミィのお誘さそいは「賑にぎやかな所をぶらぶらしよう」というもの。

　ほのかは普ふ段だん、人混みの中には出で掛かけない。

　しかしそれは雫しずくが喧けん騒そうを苦手としているからで、ほのか自身は賑にぎやかなのが嫌きらいではなかった。同じ年とし頃ごろの若者が発散するエネルギーは、ほのかにとってむしろ好ましいと感じられるものだ。

　言い方を変えれば、雫しずくの都合が悪くなければできない街遊びを久々に堪たん能のうしようという格好だった。

　食べ歩きやウインドウショッピングが目的だから、エイミィやスバルには特に目当ての品物はない。だがほのかには、せっかくだからついでに買いたい物があった。

「実は、明日から沖縄に行くんだけど」

　ファーストフード店でこう切り出したほのかに、

「えっ、そうなの!?」

　エイミィは驚おどろきと共に「羨うらやましい」という気持ちを包つつみ隠かくさぬ目を向け、

「知ってるよ。久く米め島じまの人工島のパーティーに出るんだろう？」

　スバルは事情通なところを見せつけた後、ほのかに「それで？」と続きを促うながした。

「沖縄に持っていく服を買いたいんだけど……」

「パーティードレス？」

　エイミィの質問に、ほのかは首を横に振ふった。

「司し波ば君に見せる為ための服か」

　スバルの推理を、ほのかは肯こう定ていも否定もしなかった。だが恥はずかしそうに沈ちん黙もくしているのは、この場合、頷うなずくのと同じだ。

「なる程ほど、それで私たちのアドバイスが欲ほしいんだね！」

　謎なぞは解けた！　と言いたげな勢いでエイミィが断定する。

　それは誤りではなかった。

「……どんなのが良いいと思う？」

　ほのかが怖おず怖おずと二人に意見を求める。

「水着が良いいんじゃないかな。ほのかだったら、上はビキニで」

　それに対するスバルの答えは、あっさりしたものだった。

「ええっ!?」

　ほのかが狼ろう狽ばいの声を上げた。飲み物を口に含ふくんでいたら、吹ふき出だしていたことだろう。

「あっ、似合いそう。それが良いいよ。でも、幾いくら沖縄でもまだ寒くない？」

　エイミィは無責任に、あるいは他ひ人と事ごとで話を決定の方向へ持っていこうとしている。

「海に入るわけじゃないから。寒かったら日焼け止めと一いつ緒しよに防寒クリームを塗ぬれば良いし」

「スバル、頭あつたま良いい～」

　エイミィの称しよう賛さんを得意げな顔で見返すスバル。

「ちょっと待ってよ！」

　そこへほのかが、焦あせって異議を申し立てる。

「私だけ水着っていうのは、ちょっと……」

「久く米め島じまだろう？　だったら泳がなくてもビーチには行くんじゃないかい？」

「……多分」

「それなら水着でもおかしくないよ。ほのかしか着ないんだったら、余計にアピールできるじゃないか」

「恥はずかしいよっ」

　テーブルを叩たたきそうな勢いのほのかに、スバルは冷たい視線を向けた。

「ほのか」

　その眼まな差ざしに相応ふさわしい声で、スバルが怯ひるむほのかの名を呼ぶ。

「ほのかはさ、本気で司し波ば君を深み雪ゆきから奪うばう気はあるのかい？」

　思おもい掛がけない真面目な口調に、ほのかばかりかエイミィまで絶句してしまう。

「ああ、この訊きき方かたはちょっと意地が悪かったね。ほのかが本気で司し波ば君のことを好きなのは知っている。僕ぼくが言いたいのは、本気で深み雪ゆきに勝つ気があるのかい？　ってこと」

「それは……」

　ほのかは何な故ぜか、その後に続くべき「もちろん」というフレーズを口にできなかった。

「こんなことは僕ぼくよりほのかの方が良く分かってると思うけど、まともに勝負しても深み雪ゆきには勝てないよ」

「……分かってる」

　厳しい現実を突つきつける言葉。それはあらゆる分野において正解とは言い切れない「現実」だったが、達たつ也やの心を争うという肝かん心じんの「戦場」においては疑いようもなく正しい。

「ほのかと深み雪ゆきは細かな違ちがいはあっても大おお枠わくで同じタイプだ。一いち途ずで真面目。献けん身しん的で、時々暴走する傾けい向こうがあるけど、基本的に慎つつしみ深ぶかい」

　ほのかは何も言い返せない。スバルの言うことは、一々当を得ていた。

「リードを許している相手と同じアプローチで攻せめても、差は縮まらないんじゃないかな」

　言い返したのは、ほのかではなくエイミィだった。

「じゃあさ。スバルはどうすれば良いと思うわけ？」

「僕ぼくが、じゃなくて、ほのかが、だけどね。アプローチを変えるべきだと思うよ」

「具体的には？」

「まずはイメチェンかな。ほのかはスタイルが良いいんだから、それを武器として最大限に活いかす。セクシー路線を目指すべきだろうね」

「ふむふむ」

　頷うなずいたのもエイミィ。ほのかは口を開け閉めしているが、そこから声が聞こえてこない。

「そして深み雪ゆきがしそうにないことをすれば良い。例えば、一人だけ大だい胆たんな水着姿になって胸を押おし付つける」

「無理だよっ！」

　遂ついに、ほのかが短い悲鳴を上げた。だがスバルもエイミィもほのかをチラリと見ただけで、つまり本人そっちのけで、作戦会議を続ける。

「そんなことして、司し波ばくんに引かれないかな」

「まさか。あの男にそんな可愛かわいげがあるもんか」

「あーっ、まあ、そうだよねぇ」

「それにこのままじゃ、ほのかの負けは決まっているようなものだよ。リスクを恐おそれている場合じゃない。そうだろう、ほのか」

「う、うん……」

　いきなり話を振ふられて、ほのかは気け圧おされたように頷うなずいてしまう。

「よし」

　そう言って、スバルは立ち上がった。それだけでなく、腕うでを引っ張ってほのかを立たせる。

「えっ？」

「そうと決まれば、早さつ速そく水着を見に行こう」

　呼応するように、カップをトレーに載のせてエイミィも立ち上がった。

「思いっきり大だい胆たんなのを選ばなきゃね」

「えっ？　えっ？」

　スバルがほのかを引っ張って店を出て行く。カップを返へん却きやく口に戻もどしてきたエイミィが、小走りで二人に追いついた──
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　そんな一幕があって、ほのかは羞しゆう恥ち心しんを小こ悪あく魔まの仮面で隠かくし、達たつ也やに積極的なアピールを繰くり広ひろげている。

　ようやく迷いを吹ふっ切きれたのか、あるいは卒業生組の手前、達たつ也やの浮うわ気きを許していると受け取られるのはまずいと考え直したのか、深み雪ゆきが達たつ也やの隣となりに駆かけ寄よった。

　それでも、ほのかは達たつ也やの腕うでを抱かかえ込こんで離はなさなかった。




　ほのかが達たつ也やにじゃれつく様を見ていたのは、同じ砂さ州すの観光客だけではなかった。

　隣となりの砂さ州す、「ナカノ浜はま」から「はての浜はま」へ視線を送っていた中年の男性が、その軽装に相応ふさわしからぬゴツい携けい帯たい端たん末まつを慣れた手つきで操作する。

　その視線を達たつ也やの感覚は捉とらえていたが、他の野や次じ馬うまとまるで温度差が無かった為ため、特別に注意を向けることはしなかった。




　　　　◇　◇　◇




　グラスボートに戻もどっても、ほのかの積極アピールは続いていた。さすがにチュニックは着ているが、ボタンを上三つまで外して水着のブラを見せている。

　幸い、ほのかの格好に「はしたない」と顔を顰しかめる者は船内にいなかった。だが、卒業生組が距きよ離りを置いてしまったのはやむを得ないと諦あきらめるしかない。

　それに、花か音のんや紗さ耶や香かから達たつ也やが視線で責められたのも仕方が無いことだろう。彼かの女じよたちも達たつ也やが二ふた股またを掛かけているわけではないと分かっている。しかし、報むくわれない恋こいで辛つらい思いをしているのは女の子──ほのかなのだ。同じ乙女おとめとして、達たつ也やに厳しい目が向けられるのは、もうどうしようもない。

　誘ゆう惑わくを仕し掛かけるほのかと、それを牽けん制せいする深み雪ゆきと、非難の視線を浴あびせ掛かける花か音のんと紗さ耶や香か。

　それだけのプレッシャーを向けられながら、異常に気づいたのは達たつ也やが一番早かった。

「ほのか、少し良いいか」

「達たつ也やさん？」

　いきなり達たつ也やの声の質が変わったことにほのかが戸と惑まどう。彼かの女じよの言葉にならない問とい掛かけには答えず、達たつ也やはほのかから離はなれ、操そう舵だ室へ向かった。

　達たつ也やの様子に普ふ通つうではない兆候を感じた服部はつとりがその後を追う。服部はつとりの背中には沢さわ木きと桐きり原はらが続いた。

　緊きん急きゆう事態の到とう来らいを告げる達たつ也やのセリフを聞いたのは、その三人だった。

「船長、前方五百メートルの海底付近に艦かん影えいが探知できるはずです」

「何ですと？」

　達たつ也やの背後では服部はつとり、沢さわ木き、桐きり原はらが緊きん張ちようした顔を見合わせ、操そう舵だ室内では船長がクルーにソナーを前方海底へ向けるよう命じた。

「いました！　推定全長八十メートル、通常型潜せん水すい艦かんと思われます！」

「何でそんな物がここに!?」

　遅おくれてやって来た五い十そ里りの背中にくっついていた花か音のんが、悲鳴を上げた。

「国防軍の物じゃないのか？」

　沢さわ木きが疑問を呈ていする。しかし実のところ彼かれ自じ身しんも、その可能性はゼロに近いと考えていた。

「国防軍の物なら問題無い。違ちがう場合を想定して対応すべきだ！」

　そして服部はつとりが、仮説を論じることの無む駄だを答えとして返す。

「進路反転！　面おも舵かじ一杯ぱい！」

　まさに船長は、服部はつとりと同じ考えで即そく対応した。

　その指示に従い、船が右に弧こを描えがき始める。

　こちらの動きから気づかれたことを悟さとったのか、不ふ審しん潜せん水すい艦かんも機関停止の状態から動き始めた。それだけで、国防軍の潜せん水すい艦かんである可能性が消える。

「注水音を確かく認にん！　不ふ審しん艦かんが魚ぎよ雷らい発射態勢に入った模様！」

　ソナー員が悲鳴を上げた。

「発射管への注水音が聞こえるのか。旧式艦かんだな」

「そんなことを言っている場合か！」

　吞のん気きな──あるいは不敵な──呟つぶやきを漏もらした達たつ也やに服部はつとりが嚙かみ付つく。

　達たつ也やは服部はつとりの非難には応えず、

「水み波なみ」

　何い時つの間まにか卒業生三人の背後に控ひかえていた水み波なみの名を呼んだ。

「はい、達たつ也やさま」

　こんな場合にも拘かかわらず、水み波なみの返事はいつもどおりの落ち着いたものだ。

「対物障しよう壁へき用意。設置場所はボートから三十メートル。サイズは各魚ぎよ雷らい前方に半径十メートル。ボートの進路を塞ふさぐのは厳禁だ。できるな？」

「お任せください」

　達たつ也やのリクエストに、水み波なみは全く取り乱した様子無く、かつ自信を窺うかがわせる口調で頷うなずいた。

「魚ぎよ雷らい、来ます！」

　白い航こう跡せきが二本、速度を増しながらたちまち迫せまる。

　こちらはまだ回頭中で魚ぎよ雷らいを躱かわせる状態ではない。

「水み波なみ」

「はい」

　水み波なみが既すでに構えていた携けい帯たい端たん末まつタイプのＣＡＤを操作する。

　水中に生じた対物障しよう壁へきを魔ま法ほう的な知覚で捉とらえたのは、達たつ也やだけではなかった。

　水柱が上がる。

　しかし、衝しよう撃げきは押おし寄よせてこない。

　水み波なみの対物障しよう壁へきが爆ばく発はつを完全にはね返したという側面もあったが、そもそも魚ぎよ雷らい自体が破は壊かいを目的とした物ではなかった。

「発はつ泡ぽう魚ぎよ雷らい。足止めが狙ねらいか」

　達たつ也やのセリフは独り言というより、服部はつとりたちに解説しているような趣おもむきがあった。

　水み波なみが障しよう壁へきを解除したことにより、海面に広がった泡あわがゆっくりと押おし寄よせてくる。

「僕ぼくに任せて」

　五い十そ里りがＣＡＤを操作して大きく右みぎ腕うでを振ふった。

　海面の泡あわが、ワイパーで拭ふき取とられたようにかき消される。

「次はおそらく、魚ぎよ雷らい型有人艇ていによる襲しゆう撃げき」

「第二波、接近！」

　達たつ也やの予測にかぶせるようにして、ソナー員の叫さけびが耳に届いた。

「お返しだ！」

　四条の航こう跡せきを刻む魚ぎよ雷らい（型の何か）に、服部はつとりの魔ま法ほうが炸さく裂れつする。

　海中に生じた気き泡ほうが四基の魚ぎよ雷らいを包つつみ込こんだ。スクリューが推進力を発揮できなくなっただけでなく、前へ進む慣性も泡あわに食われて魚ぎよ雷らいが立ち往生する。

　魚ぎよ雷らい型有人艇ていの背面中なか程ほどが大きく開いた。

　中から一人ずつ、ドライスーツのような戦せん闘とう服を着た男が飛び出す。

「任せろ！」

　海面から跳とび上あがった男へ向かって、沢さわ木きが甲かん板ぱんを蹴けった。

　男より高くジャンプした沢さわ木きが、鋭えい角かくに軌き道どうを変え急降下する。

　沢さわ木きのキックが、敵を海中に叩たたき落おとした。

　飛行魔ま法ほうではない。ベクトル操作による空中機動。

　沢さわ木きは空気を足場に再び跳とび上あがり、もう一人撃げき墜ついする。

　残る二人の敵が、グラスボートに乗のり込こんだ。

「任せて良いんじゃなかったのかよ！」

　セリフの内容に反して、桐きり原はらの口調は楽しそうなものだった。

「爆ばく釣ちようだぁ！」

　桐きり原はらがノリの良いい気合いと共に、手に構えた釣つり竿ざおを敵に打うち込こむ。

　敵の男は、腕うでを上げて桐きり原はらの打うち込こみを受けた。いや、腕うでの前に展開した対物障しよう壁へきで桐きり原はらの高周波ブレードを防ぼう御ぎよした。

「おりゃおりゃおりゃ！　はっはっはぁ！」

　しかし桐きり原はらの攻こう撃げきは、それで終わりではなかった。高周波ブレードに併へい用ようされる自じ壊かい防止術式で強きよう靱じんな得物と化した釣つり竿ざおで雨あめ霰あられと剣けん撃げきを繰くり出だす。

　哄こう笑しようを放ちながら相手を打うち据すえる桐きり原はらの狂きよう戦士ぶりは、どう見ても彼かれの方が悪役だ。

　遂ついに防ぎ切れず、侵しん入にゆう者が血ち飛沫しぶきを上げて倒たおれる。さすがに桐きり原はらも、相手を両断してしまう程ほどまで我を忘れてはおらず、傷はどれも骨に達していない。──それでも重傷であることに違ちがいはないが。

　最後の一人は、仲間が切り刻まれるのを黙だまって見ていたわけではない。連続攻こう撃げきについていけず防ぼう御ぎよ一いつ辺ぺん倒とうになった味方を援えん護ごすべく、桐きり原はらに銃じゆうを向けた。

　しかし、引き金が引かれることはなかった。

　背後から無数の礫つぶてに襲おそわれて、その男は俯うつぶせに甲かん板ぱんへ倒たおれた。

　礫つぶての正体は海水から作り出した氷。服部はつとりの魔ま法ほうだ。

　服部はつとりの持ち札は、真ま由ゆ美みが使う魔ま法ほうと似ている術式が多い。これは偶ぐう然ぜんではなく、服部はつとりがそれだけ真ま由ゆ美みのことをよく見ていたということだが、彼かれは真ま由ゆ美みの魔ま法ほうを単に真ま似ねるだけではなく、良く消化して自分のものにしていた。

「こいつらは？」

　船上に戻もどってきた沢さわ木きが、服部はつとりと桐きり原はらに倒たおされた二人の男を見下ろしながら誰だれにともなく問とい掛かける。

「海かい賊ぞく……海中海かい賊ぞくと言うべきでしょうね」

　それに答えたのは達たつ也やだった。

　彼かれは服部はつとりに倒たおされた海かい賊ぞくを写真に収めると、その横にしゃがみ込こんでドライスーツのような戦せん闘とう服のベルトを両手で摑つかみ、立ち上がる勢いを利用して海に放ほうり込こんだ。

「おいっ!?」

　慌あわてる服部はつとりに構わず、達たつ也やはもう一人の、桐きり原はらに何ヶ所も斬きられて血を流している男も撮さつ影えいした後、足を摑つかんで甲かん板ぱんの端はしへ引きずっていく。

「こいつらの身み柄がらがこちらの手の中にある限り、海かい賊ぞくは何い時つまでもしつこく襲おそってくるでしょう」

「取とり戻もどしに来るというのか？」

「あるいは正体がばれないように、こちらの船ごと沈しずめようとするか、ですね」

　服部はつとりの顔を見ずに答えた達たつ也やは、足を引きずっていた賊ぞくを船ふな縁べりから投げ落とした。

「こうしておけば、海かい賊ぞくが仲間を回収する間、時間を稼かせげます。その隙すきに逃にげましょう」

　最後のフレーズは、様子を見に来た船長へ向けたセリフだった。

「分かりました」

　船長は顔を青ざめさせながらも、部下に指示を出すべく足早に操そう舵だ室へ戻もどっていく。

「……お前って、つくづく恐おそろしいやつだな」

　身み震ぶるいする桐きり原はらに向かって、達たつ也やは肩かたを竦すくめて見せた。
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　達たつ也やの読みどおり、潜せん水すい艦かんは一高生・ＯＢ・ＯＧ一行をそれ以上追いかけなかった。

　これは達たつ也やの推理力が優すぐれているというより、背景を知っているか知っていないかの違ちがいによるものだ。

　達たつ也やは──深み雪ゆきと水み波なみも──潜せん水すい艦かんの海賊が大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう兵とオーストラリア軍工作員の合同部隊であることを知っている。それを、特にオーストラリアにとって公おおやけにできない事実であり真の標的である人工島襲しゆう撃げきまでは身み許もと隠いん蔽ぺいに全力を尽つくさなければならないという裏事情を知っていれば、潜せん水すい艦かんの行動を予測するのは難しくなかった。

　その潜せん水すい艦かん内は今、険悪な空気で満たされていた。

「だから無用な手出しはするべきではないと忠告したのです」

　大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう兵集団のリーダー、ダニエル・劉リウ少校を嫌いやみな口調で詰なじったのはオーストラリア軍魔ま法ほう師し部隊に所属する工作員、ジェームズ・Ｊ・ジョンソン大たい尉いだ。

　彼かれのパートナーであるジャスミン・ウィリアムズ大たい尉いは、潜せん水すい艦かんに乗のり込こんでいない。女性だから潜せん水すい艦かんに乗れなかった、のではなく、ジャスミンの外見的特とく徴ちようはオーストラリア軍の工作任務における重要な武器だからだ。

　敵の油断を誘さそう十二、三歳さいの容姿に、大人の経験と判断力。そして高度な魔ま法ほう技能。

　彼かの女じよにとって正体を知られないことは、他の工作員以上に大きなアドバンテージとなる。

　今回の共同作戦でも、大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう兵側でジャスミンの外見を知っているのはダニエル・リウのみ。他の士卒との接せつ触しよくが避さけられない潜せん水すい艦かんに同乗することはできなかった。

　そんな訳で、ジャスミンは現在、ジョンソン大たい尉いと別行動をとっている。

「高校生だからといって侮あなどれない。そう言ったのはリウ少校殿どの、貴官でしょう！」

　今回負傷したのは大だい亜あ連れん合ごう軍脱だつ走そう者のみ。一見、ジョンソンが苛いら立だつことではないようにも思われるが、彼かれとしては無用な騒さわぎを起こして日本側が警けい戒かいを強めるに違ちがいないことが無む性しように腹立たしかったのだ。

「それで、これからどうするのです」

　苛いら立だちをぶつけ終えて取とり敢あえず落ち着いたのか、ジョンソンはリウに今後の計画について訊たずねた。

「作戦対象を二十八日のパーティーに絞しぼります」

　答えるリウの口調は、歯切れが悪いものだった。

　今回、達たつ也やたちが乗ったグラスボートに手を出したのは、リウの側近が主導した作戦だ。

　四よつ葉ば家の魔ま法ほう師しを捕とらえるか、最低でも二十八日の作戦に手出しができなくなる負傷を負わせる。

　併あわせて、北きた山やま家の娘むすめを拐かどわかし、営利誘ゆう拐かい事件に見みせ掛かけることで、敵の人員をその捜そう索さくに誘ゆう導どうする。

　北きた山やま家の娘むすめに同行している魔ま法ほう大学、防衛大学校入学予定者も身みの代しろ金きんのリストに加えることで、こちらの正体を単なる海かい賊ぞくと誤ご認にんさせる。

　この作戦に、リウ自身は正直なところ、余り乗り気ではなかった。

　だが明確に反対もしなかった。

　ジョンソンは、ハッキリと反対した。

　その作戦の結果、何の成果も得られず、戦せん闘とう員の内の一人は作戦復帰が見み込こめない重傷を負い、潜せん水すい艦かんという隠かくし球の存在も相手に知られることになった。これ以上のミッション続行は不可能とはいえ、ここでそれを認めるのはジョンソンが正しく、自分たちが間ま違ちがっていたと認めることになる。

　端たん的てきに言えば、面子めんつが傷ついているのだ。それはリウのような人間にとって、本来耐たえ難がたいことだった。

　元々リウが日本との講和に反対しているのも面子めんつの問題だ。国内政治体制の動どう揺ようや外交プレゼンスの低下、海底鉱山の失しつ陥かんなど色々と理由をつけてはいるが、根本にあるのは、日本のような小国に膝ひざを屈くつするのが耐たえられないという感情の問題だったのだ。

「妥だ当とうなご決断だと思います」

　礼れい儀ぎに配はい慮りよしたジョンソンの物言いも、今は小こ馬ば鹿かにされているように感じられる。

「しかし分かりません」

　フラストレーションを紛まぎらわせる為ために、リウは話題を変えた。

「何な故ぜ我々の存在が嗅かぎ付つけられてしまったのでしょうか」

「……アクティブソナーを使ったからではありませんか」

　リウの疑問提示に対するジョンソンの回答はおざなりなものだった。

「それはそうでしょう。しかし民間の客船や遊覧船のアクティブソナーは航行の障しよう碍がいとなる浅い深度を対象としたもので、本来なら海底付近に沈しずんでいた本艦かんを探知できるものではありません」

　リウは一いつ旦たん言葉を切って、ジョンソンが彼かれの言っていることを理解しているかどうか確かく認にんした。

　ジョンソンの瞳ひとみから、無関心のベールが取り除かれていた。

「彼ひ我がの距きよ離りは、まだ五百メートルもあったのです。この艦かんの座標に見当をつけて狙ねらい打うちしない限り、民間船のソナーでは探知できるはずがないのですよ」

「……これも四よつ葉ばの魔ま法ほうですか？」

　ジョンソンの声に恐おそれが混じる。彼かれを動どう揺ようさせたことで、リウは少し、溜りゆう飲いんを下げた。
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　潜せん水すい艦かんによる襲しゆう撃げきを事前に察知したのは四よつ葉ばの魔ま法ほうなのか？




　ジェームズ・Ｊ・ジョンソン大たい尉いの推理は、半分正解で半分誤りだった。




　達たつ也やと深み雪ゆき、水み波なみは沖縄本島のホテルに戻もどっていた。

　雫しずくとほのかは今日から久く米め島じまのホテルに移っている。

　あずさたちも同じホテルに移動した。当初の計画では沖縄本島のホテルからパーティーに向かう予定にしていたが、雫しずくから部屋を確保できると言われて楽な方に変へん更こうしたのだ。

　達たつ也やたちも雫しずくから同じ申し出を受けた。しかし達たつ也やと深み雪ゆきはまだ本島で表向きの仕事が残っている。そう告げて、他のメンバーと空港で別れたのだった。

　そして今、達たつ也やはホテルの部屋で、ジョンソン大たい尉いをトレースするマーカーがまだ生きているかどうかチェックしているところだ。

　昨日、盗ぬすみ見みる視線をたどって撃うち込こんだ想子サイオン弾だんは、少しずつ摩ま耗もうしながらまだ十分な強さを保っている。しかし達たつ也やは念の為ために新たな想子サイオン弾だんをイデア経由で放ち、古いマーカーを分解して抹まつ消しようした。

　どうやらオーストラリア軍の魔ま法ほう師しは、彼かれの細工にまだ気づいていないようだった。さっきの襲しゆう撃げきを見た限りでも、分かっていて逆用を考えている兆候は無い。

　達たつ也やが海中海かい賊ぞくを装よそおった大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう部隊の襲しゆう撃げきを察知できたのは、潜せん水すい艦かんを見つけたからではない。久く米め島じま東海域に反応があったジョンソン大たい尉いの座標を特定したことによるものだ。

　自分の首に鈴すずがついていることを、ジョンソンは知らない。エレメンタル・サイトによる監かん視しは彼かれにとって未知の技術。故ゆえに知りようがない。

　尻尾しつぽを摑つかまれているのは大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう部隊ではなく、オーストラリア軍の方だ。

　Curiosity killed the cat.

　好こう奇き心は猫ねこをも殺す。

　ジョンソンは任務で達たつ也やと深み雪ゆきを見張っていたのであり、好こう奇き心で片付けてしまうのは語ご弊へいがある。しかし、彼かれが陥おちいっている状じよう況きようはまさにこの諺ことわざのとおりだった。

　四よつ葉ばの魔ま法ほうではなく達たつ也やの魔ま法ほうで、オーストラリア軍工作部隊はその動向を掌しよう握あくされていた。
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　翌日、三月二十七日は夏の慰い霊れい祭さいに関する打ち合わせが予定されていた。

　今日で表向きの仕事は終わり。後は北きた山やま家の招待に応じて明日の『西さい果か新しん島とう』竣しゆん工こう記念パーティーに出席するだけだが、無論達たつ也やの仕事はそれだけではない。

　むしろ、今日からが本番だ。

「達たつ也やくん、どうしたの？　今は慰い霊れい祭さいの打ち合わせ中ではなかったかしら」

　風かざ間まの所へいきなり押おし掛かけた達たつ也やを出で迎むかえたのは藤ふじ林ばやしだった。

　見たところ、達たつ也やに対する藤ふじ林ばやしの態度は正月の時点から変わっていない。

　しかしアポ無しであっても、基地のゲートから部屋に通されるまでに、心理武装を終えるには十分な時間がある。彼かの女じよの自分に対する心情が本当に以前と変わっていないかどうか、達たつ也やには分からない。

　彼かれはそれを、無理に知りたいとも思わなかった。

　藤ふじ林ばやしに何と思われようと、どうでも良いい──とまでは、達たつ也やも考えていない。彼かの女じよは貴重な協力者だ。「電子の魔女エレクトロン・ソーサリス」の力を利用できるのと利用できないのとでは、選せん択たく肢しの幅はばが大きく変わる。

　できれば藤ふじ林ばやしとは友好的な関係を維い持じしたいと達たつ也やは思っている。

　だがその為ために何か特別なご機き嫌げん取りを実行するかというと、そこまでするつもりも彼かれには無かった。

　要するに、藤ふじ林ばやしが今までどおりを装よそおうなら、達たつ也やもそれに便乗するだけだ。

「本家から応おう援えんが来ましたので、そちらは深み雪ゆきに任せてきました」

　実は昨日の夜の時点で、葉は山やまの補ほ佐さ役やくである本家の白しら川かわ執しつ事じが彼かれらの仕事をサポートする為ために沖縄入りしていた。

　率そつ直ちよくに言えば、慰い霊れい祭さいの打ち合わせに出席するのは単なる数合わせだ。特に交こう渉しようが必要になるという性質のものではない。

　しかしこれまで四葉の後継者として公おおやけの席に出たことがない深み雪ゆきが、非公開とはいえ四よつ葉ば家次期当主の肩かた書がきで会議に参加するのだ。

　四よつ葉ば家に悪意を持つ者、四よつ葉ば家を利用しようとする者から、不ふ意い討うちで無理難題を吹ふっ掛かけられないとも限らない。その懸け念ねんがあったから、背景エキストラになるだけの会議に達たつ也やも一応出席しておくつもりだった。

　だが、白しら川かわ執しつ事じが深み雪ゆきの横についていてくれるのであれば、達たつ也やが同席する必要は無い。葉は山やまの補ほ佐さ役やくとして堅けん実じつな手しゆ腕わんを振ふるっている白しら川かわなら、達たつ也やより上う手まく対応できるだろう。今日の潜せん在ざい的脅きよう威いは魔ま法ほう力でもなければ腕わん力りよくでもない、舌先三寸なのだから。

　真ま夜やもそう考えて白しら川かわを派は遣けんしてくれたのだろう。達たつ也やはその好意を素す直なおに受うけ容いれた。

　たとえそれが「サポートはしてあげたから自分の仕事をきちんと成なし遂とげなさい」という圧力だと分かっていても。

「そう。それで達たつ也やくんは、どんな手て掛がかりを持って来てくれたのかしら」

　藤ふじ林ばやしは本気でそう訊たずねたわけではない。幾いくら達たつ也やでも、そこまで都合良く敵に接せつ触しよくできるとは考えていない。

　これは、軽口のようなものだった。

「破は壊かい工作員の潜せん水すい艦かんを沈しずめますので手を貸していただけませんか。これが対象となる潜せん水すい艦かんの推定現在位置です」

　だから、達たつ也やの回答を理解するのに、藤ふじ林ばやしは少しのタイムラグを生じさせてしまった。

「……隊長を呼びます。少々お待ちください」

　藤ふじ林ばやしは年下の友人に対する態度を有力魔ま法ほう師し一族本家の一員に対するものに切きり替かえ、達たつ也やが差し出すデータカードを受け取って、隣となりの部屋へ移動した。
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　待ち時間は予想外に長かった。しかし、藤ふじ林ばやしが呼んできた面子めんつを見て、待たされた理由はすぐに分かった。

　風かざ間ま、真さな田だ、柳やなぎの、独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たい幹部。

　彼かれらに加えて、陳チエン祥シヤン山シエン、そして呂剛虎ルウガンフウまでもが作戦卓たくを囲んだ。

　達たつ也やと呂剛虎ルウガンフウは八はち王おう子じ特とく殊しゆ鑑かん別べつ所で顔を合わせたことがあるだけだ。横浜事変に先立ち、大だい亜あ連れん合ごうの手先になっていた関せき本もと勲いさおを始末する為ために特とく殊しゆ鑑かん別べつ所を呂剛虎ルウガンフウが襲しゆう撃げきした時以来。

　あの時、呂剛虎ルウガンフウを撃げき退たいしたのは真ま由ゆ美みと摩ま利りで、達たつ也やは真ま由ゆ美みに襲おそい掛かかろうとした呂剛虎ルウガンフウを止めただけだった。呂剛虎ルウガンフウに止とどめを刺さしたのは──殺してはいないが──摩ま利りだ。

　横浜事変の際、横浜ベイヒルズタワー前で呂剛虎ルウガンフウを迎げい撃げきしたメンバーにも達たつ也やは加わっていない。そういう意味では、達たつ也やと呂剛虎ルウガンフウの間に直接的な因いん縁ねんは余り無いと言える。

　とはいえ、一年半前に陳チエン祥シヤン山シエンと呂剛虎ルウガンフウが達たつ也やとその周辺に様々な工作を仕し掛かけていたのもまた事実。あの時、陳チエン祥シヤン山シエンと呂剛虎ルウガンフウは、達たつ也やの明確な敵だった。

　しかし今、達たつ也やは何の敵意も無しに──もちろん好意も無い──二人と向かい合っている。彼かれの無機的な態度には、呂剛虎ルウガンフウの方がむしろ戸と惑まどいを覚えている様子だった。

　だがさすがに陳チエン祥シヤン山シエンは、雑念に左右されたりしなかった。

「司し波ば殿どの、と呼ばせていただく」

「ご自由に、上校殿どの」

　達たつ也やと陳チエン祥シヤン山シエンの挨拶はこれだけで済んだ。

「敵工作員の潜せん水すい艦かんを沈しずめる作戦の会議とうかがっているが、その潜せん水すい艦かんに工作員が潜ひそんでいるのは確実なのか」

　陳チエン祥シヤン山シエンの話は、すぐに本題へと移る。

　彼かれの口から「敵工作員」というフレーズが語られたことに達たつ也やは皮肉を感じたが、わざわざ空気を乱すような真ま似ねはしなかった。

「当とう該がい潜せん水すい艦かんに貴国の脱だつ走そう兵と行動を共にしているオーストラリア軍の魔ま法ほう師しが同乗しているのは確実です」

「どうやって知った、とは訊きくべきことではないのだろうな」

「申し上げられません」

　言葉に出してハッキリと回答を拒きよ絶ぜつした達たつ也やに、重ねて問とい掛かける声は無かった。

「当とう該がい潜せん水すい艦かんは貴国の物でも我わが国くにの物でもありません。念ねんの為ため、外交チャンネルを持つ各国に問い合わせてみましたが、自国の物であるという回答はありませんでした」

　風かざ間まが沈ちん黙もくを埋うめるように説明を代わる。

「オーストラリアにも問い合わせたのですか」

「ええ。まあ、正直に答えるはずはありませんが」

　陳チエン祥シヤン山シエンの質問に、風かざ間まが苦笑いを浮うかべて頷うなずいた。

　陳チエン祥シヤン山シエンも「確かに」と言いながら、同じように苦く笑しようする。

　しかし、二人はすぐ真顔に戻もどった。

「限りなく黒に近いとはいえ、当とう該がい艦かんは現在、公海上にある。大っぴらに撃げき沈ちんするわけにはいかない」

　風かざ間まが達たつ也やへ目を向ける。

「遠えん距きよ離り魔ま法ほう攻こう撃げきで沈しずめては如何いかがでしょうか」

　達たつ也やは事もなげにそう答えた。

「四よつ葉ばの魔ま法ほうか？」

　陳チエン祥シヤン山シエンが達たつ也やに問う。

「そうです」

　今度は、回答を拒こばまなかった。

「ありがたい申し出だが、それは作戦が上う手まく行かなかった際の保険としたい」

　そう言って風かざ間まは、隣となりに座すわる真さな田だに目線で発言を促うながした。

「司し波ば君が提供してくれた海図データから、私たちも当とう該がい潜せん水すい艦かんの現在位置を把は握あくしました」

　司し波ば君、という真さな田だの呼び方に、陳チエン祥シヤン山シエンが「おやっ？」という顔を見せた。

　敢あえて、見せたのだろう。「司し波ば君」という呼び方が達たつ也やと日本軍の特とく殊しゆな関係を反映したものなら、失言に気づいたと示して見せることで動どう揺ようを誘さそうつもりだったのだと思われる。

　しかし、五年前の事件で達たつ也やが風かざ間ま、真さな田だと関わりを持ったことは、特に秘ひ匿とくする必要がないことだ。侵しん攻こう部隊の撃げき退たい──殲せん滅めつと言うべきか──に達たつ也やが加わっていたことは秘密だが、親しい関係を見せるだけでは、そこまで結びつかない。論理的な思考を重んじる者程ほど、飛ひ躍やくしすぎだと自らを戒いましめるはずだ。

　真さな田だはそこまで考えて「司し波ば君」という呼び方を採用している。それでなくてもこの程度のことで揺ゆさぶられるような可愛かわいい性格はしていない。

「敵てき艦かんは浮ふ上じよう中です。補給を受けているものと思われます」

　真さな田だは陳チエン祥シヤン山シエンの視線をスルーして説明を続けた。

「海上に姿を曝さらしているのですか？」

「いいえ。ご同どう胞ほうはそこまで愚おろかではないでしょう」

　陳チエン祥シヤン山シエンの質問に、真さな田だは笑え顔がおで首を横に振ふった。

　何ど処こがどうとは言えないが、何となく人の悪さが滲にじみ出でている笑えみだ。

「最も早はや同どう胞ほうではない。やつらは脱だつ走そう兵だ」

「これは失礼。話を戻もどしますと、件くだんの潜せん水すい艦かんは中型タンカーに偽ぎ装そうした係けい船せんドックに隠かくれています」

　この時代、石油の、燃料としての用よう途とは廃すたれている。しかし工業原材料としては、まだまだ高いニーズがある。タンカーが東シナ海に浮うかんでいてもそれ程ほどおかしくはない。

「補給にどの程度の時間を掛かけるつもりなのかは不ふ透とう明めいですが、今の状態ならば海かい賊ぞくに偽ぎ装そうして襲しゆう撃げきすれば、係けい船せんドックごと潜せん水すい艦かんを押おう収しゆうできます」

「我わが軍から脱だつ走そうした者たちは、お引ひき渡わたし願えるだろうか」

「無論です。こちらの作戦にご協力願うのですから可能な限りの便べん宜ぎは図はからせていただきます」

　陳チエン祥シヤン山シエンの要求に、風かざ間まが条件付きで応じる。

「感謝します」

　陳チエン祥シヤン山シエンが風かざ間まに頷うなずき、呂剛虎ルウガンフウに目で合図をした。

　呂剛虎ルウガンフウが立ち上がり、部屋を出て行く。襲しゆう撃げきに加わる部隊の編成に向かったのだ。

「この作戦は時間との勝負だ。直ちに出しゆつ撃げき準備を整えろ」

「十分で出しゆつ撃げきできます」

　風かざ間まの命令に柳やなぎが力強く応じる。

「司し波ば君も同行願えるか？」

「了りよう解かいです」

　達たつ也やの答えを合図にして、全員が椅い子すから立ち上がった。
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　大だい亜あ連れん合ごう軍反講和派が用意した潜せん水すい艦かんは通常型だ。さすがに原子力潜せん水すい艦かんを調達することはできなかった。

　現在、原子力機関を兵器に使用することは国際条約により禁止されており、国際魔ま法ほう協会が自らの存在意義を懸かけて監かん視しに当たっている。兵器分野における原子力機関の主な使つかい途みちは大型艦かん船せんだが、もし原子力搭とう載さい艦かん船せんが発見されたなら国際魔ま法ほう協会がすぐさまその無力化に動き出す。

　とはいえ、全世界全兵器をチェックする実力を、国際魔ま法ほう協会は備えていない。まだまだ国家の壁かべは厚い。隠おん密みつ性が高い原子力潜せん水すい艦かんを相手に実力行使は難しく、事実上野放しになっている。

　もっとも、国際魔ま法ほう協会の活動が無意味だというのも極論だ。

　核かく兵へい器きの使用阻そ止しの為ためならば、国こく籍せきに縛しばられず、必要なあらゆる手段を用いることが許される。『国際魔ま法ほう協会憲章』はそう定めており、核かく戦争を恐おそれるほとんど全ての国家がこの憲章に従うことを自国の魔ま法ほう師しに認めている。

　政府が核かく戦争を恐おそれなくても国民がこれを恐おそれた。

　国民の意思を無視しうる体制の政府も、全世界の魔ま法ほう師しを敵に回すリスクは無視できなかったのだ。

　原子力機関搭とう載さい兵器の禁止も「核かく兵へい器きの使用阻そ止し」に含ふくまれると定義されている以上、有力国家も大っぴらに原子力潜せん水すい艦かんを所有することはできない。大国の原げん潜せん所有は公然の秘密でありながら、秘ひ匿とくしなければならないという枷かせが積極的な運用を妨さまたげている。

　他国に原げん潜せんが存在する証しよう拠こを決して摑つかまれるわけにはいかない。この厳重な管理を必要とする原子力潜せん水すい艦かんを少数派の脱だつ走そう部隊が手に入れることは不可能だった。

　脱だつ走そう部隊が作戦に投入している潜せん水すい艦かんは通常型ではあるが、現代の潮流として燃料電池を電力源とした非大気依存推進ＡＩＰ機関を備えている。燃料電池技術の進歩により補助動力に留まらず主動力としてＡＩＰ機関を利用しているが、燃料電池の「燃料」──水素と酸素の供給源──を補給する必要がある。また小型艦かんの宿命として、燃料以外の物資も頻ひん繁ぱんに補給しなければならない。

　昨日の作戦で消しよう耗もうした魚ぎよ雷らいの補ほ充じゆうもある。本番前日のこのタイミングで偽ぎ装そうドック入りしたのは、必要なことだった。

　……と頭では理解していても、ジョンソン大たい尉いは苛いら立だちを抑おさえられなかった。

　昨日の作戦は、全く無意味なものだった。

　その思いは一夜明けてますます強くなっている。

　そして、その無む駄だな作戦を無残に失敗した結果、本来の作戦の前日になって予定外の補給を行わなければならなくなり、敵の庭先で浮ふ上じようするというリスクを冒おかしている。これでは潜せん水すい艦かんを調達したメリットが台無しだ。

　彼かれが懐いだいている不満は大だい亜あ連れん合ごう軍の脱だつ走そう士卒にも何となく伝わっていて、両者の間に気まずい雰ふん囲い気きが形成されていた。

　その所せ為いとばかりも言えないが、ジョンソンは一いつ旦たん、潜せん水すい艦かんに乗船している脱だつ走そう部隊主力と別れることになっている。彼かれはその為ための連れん絡らく艇ていの到とう着ちやくを待っているところだった。

「大たい尉い殿どの、連れん絡らく艇ていが到とう着ちやくしました」

「分かった。すぐ行く」

　彼かれが待っていたのはタンカー内部を刳くり抜ぬいて作った係けい船せんドックの中だ。わざわざ案内されなくても、連れん絡らく艇ていの到とう着ちやくは見えている。

　ドック内に浮ふ上じようしたのは、魚ぎよ雷らいのように細長い、定員二名の小型潜せん水すい艇てい。水中バイクに毛が生えた程度の居住性しかないが、速度と隠おん密みつ性は十分だ。

　既すでに、上陸用の観光船へ移乗する為ためのドライスーツにも着き替がえ終わっている。

　ジョンソンは友軍との対立が表面化する前に、さっさと移動することにした。




　　　　◇　◇　◇




　オーストラリア軍の工作員が移動を始めたことに、達たつ也やは五分遅おくれで気づいた。だが彼かれはそれを風かざ間まに告げなかった。

　潜せん水すい艦かんの位置は捕ほ捉そくしている。この真さな田だのセリフを疑う理由はない。彼かれらを乗せた自家用ジェット──を装よそおった空くう挺てい部隊輸送機──は一直線に工作員の潜せん水すい艦かんへ、正確には潜せん水すい艦かんを内部に抱かかえ込こんだ移動式偽ぎ装そうドックへ向かっている。

　優先順位は工作潜せん水すい艦かんの方が高い。それにジェームズ・Ｊ・ジョンソンの居場所は継けい続ぞく的に把は握あくしている。判断を迷わせる情報を与あたえる必要は、今は無かった。




「到とう着ちやくまで五分」

「降下準備」

　真さな田だの報告を受けて、風かざ間まがいつでも降下できる態勢を整えるよう告げる。

　陳チエン祥シヤン山シエンと呂剛虎ルウガンフウに、特別声を掛かけることはしなかった。二人ともこの手の作戦行動には慣れている。それがたたずまいだけで窺うかがわれたからだ。

　ジェット機に残るのは真さな田だのみ。達たつ也やはもちろん潜せん水すい艦かんへ突とつ入にゆうする。独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たいでは、柳やなぎだけでなく風かざ間まも今回は降下部隊に加わっている。

　風かざ間まにとって白兵戦は久ひさし振ぶりだが、達たつ也やは五年前の戦いでも共に侵しん攻こう軍の前へ飛び降りた経験を記き憶おくに残しているので、違い和わ感かんは全く覚えなかった。

「見えました」

「降下！」

　ジェット機のスピードでは、一いつ瞬しゆんで通り過ぎてしまう。柳やなぎとその部下七人を先頭に、呂剛虎ルウガンフウ、陳チエン祥シヤン山シエンとその部下八人、達たつ也や、風かざ間まと、彼かれらは矢や継つぎ早ばやに空中へ躍おどり出でた。




　パラシュートを使わずに次々と甲かん板ぱんへ降り立った日本・大だい亜あ連れん合ごう混合部隊に、タンカーの大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう部隊は全く対応できなかった。

　降下時の隙すきを無くす為ために着地寸前、魔ま法ほうで一気に減速するというやり方は、特に目新しいものではない。前大戦時には見られなかった運用だが、二十年前にはＵＳＮＡ、新ソ連、インド・ペルシア連れん邦ぽう、そして日本の各軍で実用化されている。五年前、沖縄侵しん攻こう部隊を撃げき退たいする際にも使用された戦術だ。

　しかし、分かっていてもそのスピードに対処することは難しい。今回のように機体を偽ぎ装そうして奇き襲しゆうを掛かけられたなら、この戦術に精通している日本軍でも侵しん入にゆうを阻そ止しできないだろう。

　この作戦では、達たつ也やだけでなく柳やなぎたちもムーバル・スーツを着用していない。さすがにそこまで大だい亜あ連れん合ごう軍に手の内を曝さらすことはできなかった。

　それでも彼かれらが着ている野戦服は、一見普ふ通つうの生き地じに見えながら通常の防ぼう弾だん服とは一線を画する防ぼう御ぎよ力を持つ。ヘルメットのシールドも高い透とう明めい度を有しながら狙そ撃げき銃じゆうの高威い力りよく弾だんもはね返す強度を備えている。

　さすがに重機関砲ほうの掃そう射しやを受ければひとたまりもないし、対魔ま法ほう師し用に特別威い力りよくを高めたハイパワーライフル相手では分が悪い。しかし、それ以外の携けい行こう兵器に対しては、臆おくせず突つっ込こんでいくことが可能だ。

　陳チエン祥シヤン山シエン率いる大だい亜あ連れん合ごう部隊も、自分たちの防ぼう弾だん野戦服で身を守っている。呂剛虎ルウガンフウも今回は白パイ虎甲フウジアではなく野戦服を着ているが、彼かれの『鋼気功ガンシゴン』は元々ハイパワーライフルすらはね返す。

　柳やなぎと呂剛虎ルウガンフウは競きそうようにして甲かん板ぱんから下の層へ降りていった。

　達たつ也やは風かざ間まと共に、その背中を最さい後こう尾びで見送っている。自分が前へ前へと出しゃばる場面ではないと、彼かれは弁わきまえていた。

　その代わり達たつ也やは、迎げい撃げきシステムを潰つぶすことで柳やなぎたちを支し援えんすることに専念していた。

　透とう視しに等しい情報認にん識しき力で、まず対人レーダーを次々に「分解」した。次に、船内カメラを潰つぶす。

　これだけで船内に仕し掛かけられた対人兵器は使い物にならなくなっていたが、彼かれは隠かくしドックへと侵しん入にゆうする過程で、この船の各種システムを「眼め」につく限り壊こわしていった。




　タンカーに偽ぎ装そうしたドックの指令室が柳やなぎたちの侵しん入にゆうを察知した時には、大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう部隊にとって状じよう況きようは既すでに手て遅おくれとなっていた。

「リモート銃じゆう座ざ、反応しません！」

　船内防衛システムの管制を担当していた下士官が悲鳴のような声で報告する。

「ガスを使え！」

　潜せん水すい艦かんからドックに移っていたダニエル・リウ少校が、普ふ段だん見せている冷静な態度をかなぐり捨てて怒ど鳴なった。

「それでは味方を巻まき込こんでしまいます！」

「構わん！　侵しん入にゆう者を止める方が先だ」

「了りよう解かい！　……駄だ目めです！　ガス噴ふん出しゆつ口が開きません！」

　しかし、部下の返答は彼かれの苛いら立だちを増すものばかりだ。

「ええい、どうなっている!?　隔かく壁へき閉へい鎖さ！　とにかく侵しん攻こうを遅おくらせろ！」

「隔かく壁へき、作動しません！」

「何が起きているのだっ！」

　リウの叫さけびに答えられる者は、この場にいなかった。




　達たつ也やが後方から魔ま法ほうを放つ。

　──柳やなぎと呂剛虎ルウガンフウの進路上で起動しようとしていた遠えん隔かく操作の銃じゆう座ざがバラバラになった。

　達たつ也やが魔ま法ほうを放つ。

　──ガス装置の配線が切れた。

　達たつ也やの魔ま法ほうが放たれる。

　──隔かく壁へきの電力線が切断された。

　藤ふじ林ばやしや真さな田だがハッキングするより効率は悪いかもしれないが、ハード的に作動不能にする為ため、すぐには復旧しないという強みがある。

　船体を直接破は壊かいされなくても、移動式偽ぎ装そうドックは達たつ也やによって内部から分解されていった。

「そのくらいで良いいだろう」

　達たつ也やの隣となりを歩いていた風かざ間まから、制止の声が掛かかる。

「柳やなぎも陳チエン上校も、目的地に着いたようだ。これ以上、君の魔ま法ほうを知られるリスクを冒おかす必要は無い」

「了りよう解かいです」

　達たつ也やは風かざ間まの言葉に頷うなずいて、仕上げとばかり潜せん水すい艦かんのスクリュープロペラとシャフトの結合を分解した。




　柳やなぎと呂剛虎ルウガンフウは、同時に係けい船せんドックに侵しん入にゆうした。

　二人が顔を見合わせる。

　呂剛虎ルウガンフウが潜せん水すい艦かんへ跳ちよう躍やくし、柳やなぎはドックの通路を走った。

　彼かれらの侵しん入にゆう路とは別の出入り口から敵兵が出現する。

　敵の数は多くない。脱だつ走そう部隊は元々の人数が限られている上、陸上に兵力を残している為ためだろう。

　彼かれらの武装も十分な物ではなかった。横浜事変では本隊だけでなく潜せん入にゆう部隊もハイパワーライフルを装備していたが、ここに現れた兵士は銃じゆう剣けんを着けた自動小しよう銃じゆうしか持っていない。

　これならば今着ている服の防ぼう弾だん機能頼たよりで制圧できそうなところだが、柳やなぎに手を抜ぬく意思は無かった。

　部下に先んじて敵兵に接せつ触しよくする。相手に引き金を引く暇いとまは与あたえない。

　船内、建物内での使用が考こう慮りよされているのか、ブルパップ方式で全長を縮めたアサルトライフルの大型キャリングハンドルを左手の手しゆ刀とうで内側から叩たたいて銃じゆう身しんの向きを逸そらす。

　体勢が流れた敵兵の顎あごへ、柳やなぎの突つき上あげる掌しよう底ていが決まった。

　敵兵の身体が宙を舞まう。

　物理的な打だ撃げきだけでは決してあり得ない距きよ離りと高さを敵兵が舞まう。

　動作に連動して発動した加速魔ま法ほうが、顎あごだけでなく敵兵の全身を軋きしませる。

　柳やなぎ目め掛がけて両側から銃じゆう剣けんが突つき込こまれる。銃じゆう撃げきを選せん択たくしないのは、同どう士し討うちを避さける為ためか。

　その判断は、普ふ通つうならば誤りではなかった。

　だが、結果から見れば誤りだった。

　右側の敵の懐ふところへ踏ふみ込こんだ柳やなぎが、敵のアサルトライフルのキャリングハンドルを摑つかみ、グッと引く。

　つんのめる敵兵の襟えりを更さらに引き寄せた柳やなぎは、敵の側面を撫なでるような至近距きよ離りですり抜ぬけて背後に回り込こんだ。

　敵兵の銃じゆう剣けんが、お互たがいの胸むな元もとに迫せまっている。

　柳やなぎは敵の背中を叩たたくことで、最後の一ひと押おしを加えた。

　耳みみ障ざわりな悲鳴が上がる。

　味方の血を吸った銃じゆう剣けん付きアサルトライフルが床ゆかに転がり、わずかに遅おくれて二人分の転てん倒とうに床ゆかが鳴った。

　敵に迷いが生じる。

　柳やなぎは敵の真まっ直ただ中なかにいる。彼かれに向かって引き金を引いても、銃じゆう弾だんは味方を撃うつ可能性が高い。

　しかし銃じゆう剣けんによる格かく闘とう戦を選んでも、悪い見本を見せた僚りよう友ゆうの二にの舞まいを演じる未来しか見えない。

　隠かくしドックの狭せまい通路上だ。仕方が無い部分もある。だが、迎げい撃げきに降りてきた大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう部隊の兵士たちは戦術を間ま違ちがえたのだ。

　彼かれらは密集しすぎていた。

　人数の利を活いかしたくなるのは当然の思考だが、敵が近接格かく闘とう戦を挑いどんできたからといってここまで間合いを詰つめるべきではなかったのだ。

　柳やなぎの背後にも、彼かれの部下がいるのだから。

　不意に、柳やなぎがしゃがみ込こんだ。

　距きよ離りを取っていた柳やなぎの部下二人が、短機関銃じゆうサイズのアサルトカービンを連射する。

　敵も防ぼう弾だん服を着ていたので、それだけで全ぜん滅めつさせることはできなかった。

　だが三メートルの距きよ離りで直ちよく撃げき弾だんを受けたダメージは軽くない。

　立ち上がった柳やなぎと、突とつ撃げきしてきた彼かれの部下により、この場の敵兵は立ち所に制圧された。

　潜せん水すい艦かんを挟はさんだ向こう側の通路から銃じゆう撃げきが飛んでくる。

「三人、ついてこい。残りは援えん護ごと、こいつらの拘こう束そく」

　部下の返事を待たず、柳やなぎが回かい廊ろう状の通路を走り出す。

　彼かれのすぐ後ろにいた部下が三人、それに続き、残る四人は柳やなぎの命令どおり一人が倒たおした敵を拘こう束そくし、三人が援えん護ご射しや撃げきを開始した。




　潜せん水すい艦かんに飛び乗った大だい亜あ連れん合ごう部隊は二ふた手てに分かれた。陳チエン祥シヤン山シエンは四人の護衛に囲まれて上じよう甲かん板ぱんに残り、残る五人で呂剛虎ルウガンフウを先頭に艦かん内ないへ侵しん入にゆうした。

　呂剛虎ルウガンフウの体格では艦かん内ないの所々で頭が天てん井じように支つかえてしまうのだが、彼かれはまるきり不自由を感じさせない動きで中の脱だつ走そう兵を次々に薙なぎ倒たおしていく。

　他の四人も、呂剛虎ルウガンフウ程ほどの腕うでは無かったが、潜せん水すい艦かんに残っていた元もと同どう僚りようを戦せん闘とう力で大きく凌りよう駕がしていた。

　狭せまい潜せん水すい艦かんの中では銃じゆう器きも自由に使えない。

　それでなくても、呂剛虎ルウガンフウの『鋼気功ガンシゴン』はライフル弾だんどころかハイパワーライフルの弾たまでさえ寄せ付けない。

　呂剛虎ルウガンフウがハッチから艦かん体たい後方へ、残る四人が前方へ進しん撃げきし、戦せん闘とうは短時間で終結した。

『艦かん内ないの制圧、完かん了りようしました』

「ダニエル・リウはいたか」

　呂剛虎ルウガンフウからの通信に、陳チエン祥シヤン山シエンが質問を返す。

『いえ、艦かん内ないにはいません。ブラッドリー・チャンも同様です』

「脱だつ走そう兵の拘こう束そくは他の者に任せ、上じよう尉いはすぐに合流しろ」

『是シー』

　ブラッドリー・チャンは最初から別行動していた可能性が高い。その一方で、ダニエル・リウはここにいると陳チエン祥シヤン山シエンは確信していた。

　潜せん水すい艦かん内にいないとすれば、移動ドックの指令室だろう。

（日本人に先を越こされたかもしれんな……）

　陳チエン祥シヤン山シエンはそう考えながらも、全く焦あせっていなかった。

　破は壊かい工作の首しゆ謀ぼう者であるダニエル・リウと、実行にあたり前線で指揮を執とるブラッドリー・チャン。この二人を捕とらえれば、反講和派による今回の企たくらみは潰ついえたも同然だ。

　しかし陳チエン祥シヤン山シエンには、自分たちの手でリウを捕つかまえることに拘こだわりは無い。彼かれに与あたえられた任務である破は壊かい工作阻そ止しと脱だつ走そう兵捕ほ縛ばくという結果が得られれば、それで構わなかった。




　風かざ間まと達たつ也やはタンカーに偽ぎ装そうした船体の艦かん橋きようへ向かっていた。

　二人も最初は潜せん水すい艦かんを抱かかえ込こんだドックへ向かうつもりだったのだが、柳やなぎから敵兵が予想より少ないという報告を受けて移動ドックその物を制圧することにしたのである。

　風かざ間まが進路を変へん更こうし、達たつ也やは何も訊きかずそれに追つい随ずいする。

　二人は共に八や雲くもの教えを受けた兄弟弟で子しだが、同じ釜かまの飯を食った間あいだ柄がらというわけではない。阿あ吽うんの呼吸を体得する機会は無かったはずだが、言葉を介かいさずに意思を交かわすことができているのは師し匠しようの影えい響きようで思考様態の一部に類るい似じした傾けい向こうが形成されているからか。

　船内カメラをはじめとした監かん視し機器は先さき程ほど全て潰つぶしてある。ブリッジは盲もう目もく状態だ。敵の指揮官が、最終的には逃とう亡ぼうを考えているにせよ、人手による偵てい察さつを出してくるのは当然の手順と言える。

　達たつ也やと風かざ間まは、既すでに二人×二組、合計四人の偵てい察さつ兵とすれ違ちがっている。敵の兵士は正面から向かい合いながら風かざ間まと達たつ也やを認にん識しきしなかった。

　達たつ也やも隠おん形ぎようにはそれなりに自信を持っている。だが、すれ違ちがう際、相手がこちらを避よけているのにそのまま通り過ぎていくような技術を身につけた覚えは無い。

（これが、鬼き一いち法ほう眼げんが編み出したと伝えられる『天てん狗ぐ術』の一つ、『隠かくれ蓑みの』か。ヨーロッパの古式魔ま法ほう『ハイディング・マント』と同系統の術式だな）

　鬼き一いち法ほう眼げんといえば源みなもとの義よし経つねに兵ひよう法ほうを盗ぬすまれた（教えた？）伝説で知られる陰おん陽みよう師じであり、また古流の剣けん術じゆつ・京きよう八はち流りゆうの始祖とも伝えられる剣けん術じゆつの達人というのが、一いつ般ぱんに知られていた人物像である。

　しかし、魔ま法ほうの実在が認にん知ちされるに連れて、鬼き一いち法ほう眼げんにはもう一つの伝説が加わった。

　源みなもとの義よし経つねとの関わりから、古来より鬼き一いち法ほう眼げんは鞍くら馬ま天てん狗ぐと同一視される傾けい向こうがあった。

　義よし経つねに剣けん術じゆつを教えた鞍くら馬ま天てん狗ぐと、兵ひよう法ほうを教えた鬼き一いち法ほう眼げん。この二人（一人と一柱？）を同一の存在と見るのは、義よし経つねを軸じくに考えれば自然な流れだろう。

　では何な故ぜ、鞍くら馬ま『天てん狗ぐ』なのか。『鞍くら馬ま』は分かる。京きよう八はち流りゆうの源となる剣けんを伝授した相手は鞍くら馬ま山やまの僧そう侶りよだ。しかしそれだけでは、『天てん狗ぐ』とは結びつかない。

　鬼き一いち法ほう眼げんが天てん狗ぐと呼ばれたのは、陰おん陽みよう術じゆつを対人用にアレンジし、後に忍にん術じゆつへ導入された『天てん狗ぐ術じゆつ』を編み出したからだ、という説が魔ま法ほう史研究者から提唱された。この説は多くの支持者を得て、今では定説として認められている。

　風かざ間まは八や雲くもに弟で子し入いりする前から、この天てん狗ぐ術じゆつを修めていた。風かざ間まの異名『大だい天てん狗ぐ』はこの古式魔ま法ほうに由来している。彼かれは八や雲くもの指導により数多くの忍にん術じゆつを修得しているが、風かざ間まが本当に得意としている魔ま法ほうは今でも天てん狗ぐ術じゆつだ。

　認にん識しき阻そ害がい魔ま法ほう『隠かくれ蓑みの』は天てん狗ぐ術じゆつの代表的な魔ま法ほうの一つ。これは小お野の遥はるかの先天的特異魔ま法ほう技能（ＢＳ魔ま法ほう）に似ている。

　見えているのに見ない。

　聞こえているのに聞かない。

　見えているから、避よける。だが、避よけたことに気づかない。

　光や音波を遮しや断だんあるいは攪かく乱らんするのではなく、意識に干かん渉しようし「そこにいない」と思おもい込こませる魔ま法ほう。

　認にん識しき阻そ害がいの強さは小お野の遥はるかの先天的な異能に劣おとるだろう。だが天てん狗ぐ術じゆつ『隠かくれ蓑みの』は自分だけでなく同行者も認にん識しきさせなくする。

　魔ま法ほうが及およぶ範はん囲いは術者の技量による。風かざ間まの場合は、自分を含ふくめて四人まで隠かくすことができる。

　達たつ也やが敵の偵てい察さつ兵に見み咎とがめられなかったのは、風かざ間まの『隠かくれ蓑みの』によるものだった。

　二人はブリッジの根元にある部屋の前にたどり着いた。

　操そう舵だ室ではなく、指令室。外見は小型タンカーでも、内部構造は戦せん闘とう艦かんの特とく徴ちようを備えている。

　風かざ間まが指令室のドアを開ける。

　中にいた大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう部隊の幹部はその音に振ふり向むいたが、風かざ間まの姿を目にするなり、興味を失ったように顔を戻もどした。

『状じよう況きようを報告せよ！　おいっ！　……駄だ目めです、少校殿どの。迎げい撃げき部隊は全ぜん滅めつしたものと思われます』

『潜せん水すい艦かんに残っていた者も通信に出ません。我々だけでも脱だつ出しゆつすべきだと考えます』

　指令室に残っていたのは三人。他の者はドックに遣やったか、偵てい察さつに出したのだろう。

　あいにく達たつ也やは彼かれらが何を喋しやべっているのか分からなかったが、風かざ間まは中国語を理解できる。

　この三人が破は壊かい工作を目もく論ろむ敵の幹部だと確信して、風かざ間まは達たつ也やに目で合図した。

　達たつ也やの『分解』が大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう士官の身体に穴を穿うがつ。

　両りよう肩かた、両足大だい腿たい部の、一人四箇か所しよ。

　十二本の魔ま法ほうを同時に放ち、達たつ也やは敵の幹部を一いつ瞬しゆんで無力化した。
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　風かざ間まと陳チエン祥シヤン山シエンの部隊が潜せん水すい艦かんと偽ぎ装そうドックを制圧し終えた時点で、ジョンソン大たい尉いはまだ海中にいた。

　昼前、ランデブーポイントに到とう着ちやくし、海中で小型潜せん水すい艇ていを降りてドライスーツで浮ふ上じよう。海上に予定どおり民間クルーザーに偽ぎ装そうした工作船が停てい泊はくしているのを見て、ジョンソンは柄がらにもなくホッと息をついた。

　船上には彼かれのパートナーであるジャスミン・ウィリアムズ大たい尉いが待っていた。

「ジャズ!?　何かあったのか？」

　予定では、彼かの女じよは久く米め島じまの隠かくれ家がで待っているはずだ。

　ジャスミンは気まぐれで計画を変へん更こうするような性格ではない。ジョンソンは軽口を叩たたく余よ裕ゆうも無く真顔で予定を変えた理由を訊たずねた。

「知らないのか？　……いや、知らないようだな」

　ジャスミンの反応に、ジョンソンの中で嫌いやな予感が膨ふくれ上あがっていく。

　残念ながらそれは、杞き憂ゆうではなかった。

「明日の作戦の主力部隊が日本軍に捕つかまった。戻もどって早々だが、すぐに打ち合わせをしたい」

　ジョンソンが絶句したのは、一秒未満の極ごく短い間だった。

「──了りよう解かいした。着き替がえてくる」

「ダイニングで待っている」

　ジャスミンを見送る手間も惜おしんで、ジョンソンは更こう衣い室に割り当てられたキャビンに向かった。




　ダイニングの椅い子すには、ジャスミンと、大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう部隊の幹部、ブラッドリー・チャンが待っていた。

　チャンがジャスミンをチラチラ見ているのは、彼かの女じよの身分が本心では信じられないからだろう。

　ジャスミンはこれまで、リウを除く脱だつ走そう部隊には会わないようにしていた。チャンと顔を合わせているのは、リウが捕つかまってしまった為ためにやむを得ず、だった。

　チャンは今日初めて彼かの女じよの姿を見たのである。十二、三歳さいの少女の外見から、彼かの女じよが大たい尉いの階級を持つ魔ま法ほう師しだと納なつ得とくするのは、確かに難しいかもしれない。

　二人が待っていた席は、ダイニングと言っても簡易キッチンに付属している小さなテーブルと椅い子すだ。チャンの巨きよ体たいには見るからに窮きゆう屈くつそうだったが、そんな些さ細さいなことに不平を唱える余よ裕ゆうは見られなかった。

　それはジョンソンも同じだ。

「捕つかまったというのは、臨検を受けたのか？　移動ドックは公海上にいたはずだ」

「臨検ではない。詳くわしいことは分からないが、超ちよう法規的な奇き襲しゆうを受けたらしい」

「正規軍による海かい賊ぞく行こう為いか！」

　ジョンソンが腹立たしげに吐はき捨すてる。

「その点は我々も日本軍を非難できない」

　ジャスミンは彼かれを宥なだめるのではなく、鏡を突つきつけて頭を冷やさせた。

「……他に分かっていることは？」

　完全に落ち着いたというわけではなかったが、ジョンソンは多少抑よく制せいされた口調で説明の追加を求めた。

「大だい亜あ連れん合ごうの追つい跡せき部隊が襲しゆう撃げきに加わっていたようだ」

「日本軍が大だい亜あ連れん合ごう軍と共きよう闘とうしているのは分かっていたが、まずいな。明日の作戦の情報は漏もれていると見るべきか？」

「向こうも非合法の作戦に踏ふみ切きっているのだ。今いま更さら、自白剤ざいの使用を躊躇ためらわないだろう」

　ジャスミンの口調に、非難や嫌けん悪お感は込こめられていない。洗脳や拷ごう問もんも、工作任務を専門としてきた彼かの女じよにとっては珍めずらしい話ではなかった。

「それに、作戦自体が既すでに破は綻たんしている」

　今回の破は壊かい工作でオーストラリア軍が果たしている役割は、あくまでも大だい亜あ連れん合ごう反講和派のバックアップだ。それも物的支し援えんに止とどめることを原則としており、直接的な戦せん闘とう要員はジャスミンとジョンソンのコンビ以外に派は遣けんしていない。

　ジャスミンたちにしても、破は壊かい工作に主戦力として参加する予定ではなかった。オーストラリアが反講和派を支し援えんする際の条件として合意された計画では、あくまで状じよう況きようを監かん視しすることが主な任務で、戦せん闘とうに参加するのはやむを得ない事態に限るとされていた。

　無論、オーストラリア軍も戦せん闘とうを全面的に禁止するつもりは無かったはずだ。もし戦わせる気が全く無いのなら、二人のような腕うで利ききを派は遣けんしない。彼かれらの派は遣けんにはイギリスの意向が強く反映されていたが、オーストラリアにそのつもりが無ければ実行されなかっただろう。

　とはいえ、成功の見み込こみが低下した作戦に拘こだわる必要は、オーストラリアには無い。日本のプレゼンス増大を阻そ止ししたいと考えて今回の作戦を立てたのはイギリスで、オーストラリアは秘密同盟国としてそれに協力しているだけなのだ。

「作戦は実行すべきです。今中止しては、これまでの犠ぎ牲せいが無む駄だになってしまう」

　しかしブラッドリー・チャンの立場は違ちがった。彼かれは強行に破は壊かい工作の遂すい行こうを主張した。

　それもチャンの立場ならば当然と言えよう。彼かれらは大だい亜あ連れん合ごう・香港ホンコン軍を脱だつ走そうしてこの作戦に従事している。

　香港ホンコンがイギリスの政治的影えい響きよう下にあるのは公然の秘密。しかしそれでも、所属している国家はあくまで大だい亜あ連れん合ごうだ。

　香港ホンコンに戻もどれば、チャンは犯罪者。高ランクの戦せん闘とう魔ま法ほう師しであるチャンに待っている刑けい罰ばつは、良くて強制重労働、高い確率で洗脳による傀儡くぐつ兵──自由意思を奪うばわれた生体兵器への転落だろう。

　洗脳は魔ま法ほう技能を損そこなうというのが一いつ般ぱん常識だが、大だい亜あ連れん合ごう軍は魔ま法ほうのバリエーションを損そこなうという条件付きながら、魔ま法ほう師しを洗脳して絶対服従の兵士に改造する技術を実用化している。無頭竜No Head Dragonを通じて顧傑グ・ジーからもたらされた魔ま法ほう──呪じゆ術じゆつと言うべきかもしれない──から派生した技術だ。

　それは傀儡くぐつ化される魔ま法ほう師しにとっては死し刑けいに等しい。自由意思を奪うばわれて使い潰つぶされるのだ。苦しむ心すら失ってしまうとはいえ、おぞましさは死し刑けい以上と言える。

　チャンに残された道は、破は壊かい工作を成功させて日本との講和を覆くつがえす。これにより、罪を功に変える。反講和派の復権により母国政府に功績を認められなくても、破は壊かい工作を成功させた実績を手て土産みやげにオーストラリア、あるいはイギリスに亡命する。

　とにかく、明日の人工島竣しゆん工こう記念パーティーに対する工作任務の成功が無ければ彼かれの未来は閉ざされてしまうのだ。作戦中止を受うけ容いれるはずがなかった。

「しかし、作戦の主力となる潜せん水すい艦かんは失われてしまいました」

　ジャスミンが指し摘てきしたとおり、明日の作戦はチャンが率いる別働隊で警備の目を惹ひき付つけた隙すきに、海中から潜せん水すい艦かんで攻こう撃げきを加えるというものだった。それも、魚ぎよ雷らいやミサイルで直接狙ねらうのではなく、海中から工作員を送り出して密ひそかに接近し、フロートに爆ばく弾だんを仕し掛かけるという手順を予定していた。

「小型艇ていは残っています。要は海中から気づかれずに接近できれば良いのです。潜せん水すい艦かんは作戦に絶対必要というわけではない」

「それが可能ですか」

「我々の部隊には水中での活動を得意とする魔ま法ほう師しが残っています。人数は減ってしまいましたが、作戦に支障はありません」

　チャンの強気なセリフを聞いて、ジャスミンがジョンソンと顔を見合わせた。

「我々の独断では結論を出せません。本国に照会する時間をください」

　ジャスミンに代わり、ジョンソンがチャンにそう申し出た。

　これは、時じ間かん稼かせぎではない。オーストラリア本国の意向を確かく認にんする必要があるのは、紛まぎれもない事実だった。

「……分かりました。良いいお返事を期待しています」

　チャンにもそれが分かったのだろう。彼かれは焦あせりを抑おさえて頷うなずいた。
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　ジョンソンが本国の上官と連れん絡らくを取った手段は、イギリスの軍事用通信衛星をピンポイントで狙ねらった指向性の強い電波による無線通信だった。

　言う迄までもなく、盗とう聴ちようを避さける為ためだ。

　しかし残念ながら、ここまでしても、彼かれの通信は日本軍に傍ぼう受じゆされていた。

「藤ふじ林ばやし中ちゆう尉い、ご苦労」

「恐きよう縮しゆくです、隊長」

　藤ふじ林ばやしの二つ名『電子の魔女エレクトロン・ソーサリス』は主に凄すご腕うでハッカーとしての異名だが、魔ま法ほう師しとしての面も併あわせ持もっている。

　電気・電波信号に干かん渉しようする発散系、収束系、振しん動どう系魔ま法ほうの使い手。

　電磁波を攻こう撃げき手段や索さく敵てき手段として使用するのではなく、有線・無線を問わず、通信に介かい入にゆうする魔ま法ほうを得意とする「魔ま女じよ」。光通信も未いまだ最終的には電気信号に変へん換かんされるものである為ため、彼かの女じよの魔ま法ほうの守備範はん囲いに含ふくまれる。

　また、現に行われている通信だけでなく、上書きされ消去された磁気・電子・光学記き憶おく媒ばい体たいのデータを再構築する特とく殊しゆスキルも藤ふじ林ばやしは持っている。

　彼かの女じよに解読できない通信はあっても、彼かの女じよに傍受できない通信は事実上存在しない。ジョンソン大たい尉いの衛星通信は、藤ふじ林ばやしの魔ま法ほうによって独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たいの受信機にも流れていた。

「真さな田だ、解読できたか」

「はい。それ程ほど複雑な暗号ではありませんでした」

　そして藤ふじ林ばやしに解読できない暗号でも、真さな田だには大たい抵てい解くことができた。真さな田だは魔ま法ほう工学技術者として優すぐれているだけでなく、暗号技術者としても知る人ぞ知るエキスパートだ。

「内容は？」

「明日の作戦を中止すべきかどうかを問い合わせるものですね。オーストラリア軍は回答を保留しています」

「こちらとしては、続行してくれた方がありがたいが……」

　もしこの場に達たつ也やが残っていたら、風かざ間まのセリフに異議を唱えただろう。彼かれにとっては事件など起こらないに越こしたことはない。

　しかし風かざ間まの立場では、自分たちに有利な結果が得られるならば多少の犠ぎ牲せいはやむを得ない、いや、むしろ積極的に支し払はらうべきコストだと考える。

　大だい亜あ連れん合ごう軍を脱だつ走そうした反講和派は、既すでに作戦能力を失っている。風かざ間またちはそう分ぶん析せきしていた。明日中に戦力を補ほ充じゆうできる確率は無に等しい。彼かれらが破は壊かい工作を決行しても、大した被ひ害がいにはならないと予測されている。

「偽にせの回答を摑つかませるのは……いや、無理だな」

　風かざ間まの悪あく辣らつな呟つぶやきに、真さな田だは残念そうな苦笑いを返した。

「偽にせの通信を流すのは、技術的に不可能ではありません。ですが、本物の回答を遮しや断だんするのは難しいと思われます」

「そうだな」

　風かざ間まもそれを理解していたから、中ちゆう途とで自分の思い付きを否定したのだ。

　それに、詐さ術じゆつを仕し掛かける時間も無かった。

「オーストラリア軍からの回答、来ました」

　風かざ間まがなおも悪だくみをしようと首を捻ひねっているところに、藤ふじ林ばやしから傍ぼう受じゆの報告がもたらされる。

「何と言ってきた」

　一度解読済みの暗号だ。さすがに同じ復号デコードキーの使い回しはしていなかったが、自動で平文化が可能だった。

「ハッ、『明日の作戦決行を許可する。大だい亜あ連れん合ごう反講和派と協力して作戦を成功に導け』とのことです」

「そうか。柳やなぎ」

　風かざ間まの声に「ハッ」と応えて、柳やなぎが部屋の隅すみから歩み寄る。

「このことを陳チエン祥シヤン山シエンに伝えて、迎げい撃げきフォーメーションを詰つめてこい。細かい部分は任せる」

「了りよう解かいしました」

　風かざ間まに敬礼をして、柳やなぎが部屋を出て行く。彼かれの足取りは、いつもに比べて微び妙みように軽かった。

「それにしてもオーストラリアは強気ですね。新兵器でも手に入れたのでしょうか」

　真さな田だが真しん剣けん味みの感じられない口調で風かざ間まに話はなし掛かけた。

「いや、本気で成功するとは思っていないのではないか」

　しかし風かざ間まから返ってきた意見は、冗じよう談だんとは思えないものだった。

「それは一体？」

「私も本気で成功させるにしては、いい加減な指示だと感じました。本当に破は壊かい工作を成功させたいと考えているなら、彼かれらにとって状じよう況きようが悪化している分、詳しよう細さいな作戦指示を出すと思います」

　真さな田だのラフな問とい掛かけに、藤ふじ林ばやしが推測の形で答える。

　藤ふじ林ばやしが出した答えは、風かざ間まの考えに近かった。

「それが後方にいるお偉えらいさんの考え方だな。後ろから細々とした指示を出されても現場の状じよう況きように合わないことが多いんだが、お偉えら方がたというのは得てして可能な限り現場を管理したがるものだ」

　軍事だけでなくもっと一いつ般ぱん的に適用できそうな皮肉を風かざ間まが口にする。

　独断専行の冤えん罪ざいを着せられて長く冷れい遇ぐうされていたからか、彼かれは地位が上がっても管理者に対して毒を吐はく傾けい向こうがあった。

　無論、本人たちに聞こえないように、という程度の分別は備えているが。

「逆に具体的な指示を出さない場合は、失敗を予想して責任をとらずに済むよう立ち回ろうとしていることが多い。今回のケースは、これに当てはまるのではないか」

「隊長のご意見は理解できますが、作戦を失敗すると派は遣けんしている工作員の身も危あやうくなると考えるのではないでしょうか」

　真さな田だは今一つ風かざ間まの見解に同調しきれない顔で疑問を呈ていする。

「当然、そこは分かっているだろう。それでも構わないとオーストラリア軍は考えているというのが私の意見だ」

　この大だい胆たんな推理には、真さな田だも驚おどろきを隠かくせなかった。

「魔ま法ほう師しの工作員を切り捨てるというのですか？」

　対照的に、風かざ間まは落ち着いた表情で頷うなずいた。

「本当に失えない魔ま法ほう師しならば、こんな危あやうい作戦には投入しない。単にリスクが高いというのとは違ちがう。安全ネット無しで綱つな渡わたりをさせているみたいなものだ」

「最初から使い捨てを視野に入れていたと……？」

　絶句した真さな田だの代わりに訊たずねた藤ふじ林ばやしの声は、わずかに震ふるえていた。

「仮に、我わが国くににとり差さし迫せまった脅きよう威いになる魔ま法ほう師しがＵＳＮＡに出現したとして、達たつ也やを単独でＵＳＮＡに派は遣けんするだろうか」

「いえ……少なくとも、十分なバックアップをつけると思います」

　具体的な例を挙げられて、藤ふじ林ばやしは納なつ得とくの表情で頷うなずいた。

「能力的な欠けつ陥かんがあるのか、身体的な欠けつ陥かんがあるのか……。潜せん入にゆう任務に起用されるくらいだ。有能ではあるのだろうが、失っても惜おしくないと考えているのではないか」

　風かざ間まは机の上からタブレット型端たん末まつを取り上げた。ステーキハウスの二階で達たつ也やとの打ち合わせの際も使った物だ。

　画面に呼び出したデータも、あの時と同じ。ひげ面づらの男と十二、三歳さいくらいの麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶった少女の静止画が映っている。

「例えばだ。この『少女』の外見が薬物投とう与よによるものではなく、調整の副作用として表れた遺伝子異常によるものだとしたら、どうだ？」

「隊長、それは……」

『調整の副作用』というフレーズが、藤ふじ林ばやしの舌を麻ま痺ひさせた。

「あくまでも仮説だ。だが、あり得る話だとは思わないか？」

「そうですね」

　風かざ間まの相手が、藤ふじ林ばやしから真さな田だに戻もどる。

「あり得る話です。また、そのような特とく殊しゆ性を抱かかえた調整体魔ま法ほう師しであれば、いつ燃え尽きても不思議ではありません。隊長が仰おつしやったような運用をオーストラリア軍が行っている可能性は十分にあります」

　真さな田だが出した結論に、それ以上のコメントは無かった。







　［６］




　いよいよ三月二十八日になった。

　深み雪ゆきの四葉家次期当主としての公務は昨日で終わっている。今日は友人の招待でパーティーに出席する予定であり、達たつ也やもそれに付き合うことになっている。

　──というのが、表向きのスケジュールだ。

　しかし四よつ葉ば家現当主に与あたえられた任務は今日が本番。都合良く潜もぐり込こむことに成功したパーティーに対するテロ工作を阻そ止しするのが本来の仕事だった。

「深み雪ゆき様がパーティーに出席される手て筈はずは整えておりましたが、不要になってしまいましたね」

　そう言って穏おだやかな表情で笑うのは、四よつ葉ば本家から派は遣けんされた白しら川かわ執しつ事じだ。

　彼かれは八人の執しつ事じの内の六位であり、四よつ葉ばの秘密に関わる資格を持つ上位三人には含ふくまれない。

　しかしその秘密は四よつ葉ば本家、分家の中でも当主を含ふくむ一ひと握にぎりの人間と、執しつ事じ第一位の葉は山やま、第二位の花はな菱びし、第三位の紅くれ林ばやし、そして旧第四研の中ちゆう枢すう施し設せつに関わる技術者のみに知ることを許されている秘事であり、白しら川かわを含ふくむ四位以下の執しつ事じが世間に対して秘ひ匿とくされている四よつ葉ば家の実情を知らないという意味ではない。

　白しら川かわも任務の遂すい行こうをサポートするのに十分な知識を持っている。だからこそ、彼かれはここに派は遣けんされているのだった。

「しかし達たつ也や様までパーティーに参加されるのは、果たして良いことなのかどうか判断がつきかねますな」

　その点については達たつ也やも同感だったので、主しゆう筋すじに対するものとしてはいささか遠えん慮りよが欠けている白しら川かわの発言を咎とがめなかった。──深み雪ゆきは達たつ也やにエスコートしてもらうのを楽しみにしているので、少し不満そうにしていたが。

「行動を制限されてしまうのは確かですが、今回は敵が何い時つ、何ど処こを狙ねらってくるのか分かっていますからね。対応も楽です」

　傲ごう慢まんなセリフである。だがこれは達たつ也やの本音だ。また、傲ごう慢まんではあっても思い上がりでないことを、深み雪ゆきだけでなく水み波なみも白しら川かわも知っている。

　攻こう撃げきされる対象が分かっていて対処できないのは、相手の方が力で勝まさっている場合か、こちらの実力行使が制限される場合のみ。今回はそのどちらにも当てはまらない。何ど処こに潜ひそんでいるか分からない敵を探し出すより、達たつ也やにとってはやりやすい相手だった。

　達たつ也やたちが乗っているのは四よつ葉ば家が準備したクルーザーだ。横浜事変の直後、海上での仕事が増えることを予測した四よつ葉ば本家執しつ事じ第二位の花はな菱びしが長なが崎さきの造船所に発注し、この任務に合わせて昨日沖縄に到とう着ちやくした、見た目レジャー用クルーザー、中身戦せん闘とう用快速艇ていという「羊の皮を被かぶった狼おおかみ」である。

「出港します」

　今回、舵かじを取るのは白しら川かわだ。達たつ也やも水み波なみも技術的には操船できるのだが、白しら川かわは達たつ也やが年ねん齢れい制限で取得できていない外洋の航行が可能な小型船せん舶ぱくの操縦免めん許きよを持っている。

　それに達たつ也やは敵を迎げい撃げきしなければならないし、水み波なみはパーティーの間も護衛として深み雪ゆきの側そばに貼はり付ついていなければならない。白しら川かわに舵かじを任せるのは当然の選せん択たくだった。

「お願いします」

　許可を与あたえる深み雪ゆきの言葉を受けて、白しら川かわがクルーザーを装よそおった快速艇ていを発進させる。動き出したことをほとんど感じさせない丁てい寧ねいな出港だった。

　三日前、ジョセフが軍から借りてきた船も快適だったが、この快速艇ていは更さらに乗り心ごこ地ちが良いい。どうやら魔ま法ほう的なギミックが組くみ込こまれているようだ。この船自体が武装一体型ＣＡＤのような、一つの魔ま法ほう装置になっている。快速艇ていには白しら川かわ以外に機関士として四よつ葉ば家の使用人が一人乗のり込こんでいるが、その者が揺よう動どうと振しん動どうを緩かん和わする魔ま法ほうを発動しているのを達たつ也やは知覚した。
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　飛行機なら沖縄本島から久く米め島じままで約三十分だが、快速艇ていは二時間掛かけて島の東岸の真ま泊どまり港こうに到とう着ちやくした。「この船本来の速度なら一時間で着くところですが、乗り心ごこ地ち重視で航行しました」とは白しら川かわ執しつ事じの弁である。

　直接人工島『西さい果か新しん島とう』に向かうのではなく一いつ旦たん久く米め島じまの港に寄ったのは、パーティー開始が夕方で、今はまだ昼前だからだ。

「深み雪ゆき」

「達たつ也やさん！」

　真ま泊どまり港こうには雫しずくとほのかが待っていた。船の到とう着ちやく予定時刻を、深み雪ゆきがあらかじめ連れん絡らくしていたのだ。

「ほのか、雫しずく。わざわざ来てくれたのか」

　深み雪ゆきは二人にメールを打っていたことを達たつ也やに知らせていなかった。だからここにほのかたちがいるのは彼かれにとって意外なことだったはずだが、達たつ也やに驚おどろきは無かった。

　そういう可能性もあると考えていたのか。あるいは、自分の仕事には影えい響きようが無いと無意識に考えているのか。

　ただ少なくとも、達たつ也やはほのかと雫しずくのことを「いてもいなくてもどうでも良いい」とは思っていないようだった。

「二人とも、食事は？　まだだったら一いつ緒しよに食べないか」

　自分からこんなことを言い出すくらいなのだから。

「是ぜ非ひ！　是ぜ非ひっ！　喜んでっ！」

「ほのか、興奮しすぎ。……私たちもそのつもりだった」

　今にも踊おどり出しそうなほのかと、思おもい掛がけない申し出にはにかむ雫しずくを見て、達たつ也やも微かすかな笑えみを浮うかべている。それは高校入学当時に誰だれも見ていないところで貼はり付つけていた皮肉な表情ではなく、優やさしげな笑え顔がおだった。




　昼食はほのかのお勧すすめで「車くるま海え老びバーガー」を食べた。夕方のパーティーは立食形式でコースの料理でこそないが高価な食べ物ばかりになるはずなので、お昼はカジュアルな物の方が良いいですよね、という理り屈くつをほのかは力説した。

　バーガーには車くるま海え老びをフライにした物とソテーにした物の二種類あって、五人（達たつ也や、深み雪ゆき、ほのか、雫しずく、水み波なみ）は一つのバーガーを切り分けてシェアしたりしながら東京では余り目にしない料理に舌した鼓つづみを打った。

「ところで、達たつ也やさんたちは何ど処こで着き替がえるの？」

　食後のデザートに沖縄ぜんざい（かき氷を乗せた冷たいぜんざい）を食べながら、雫しずくが達たつ也やに、というより主に深み雪ゆきの方を見ながら訊たずねた。

　多分雫しずくは、沖縄本島にホテルをとっている深み雪ゆきたちは着き替がえる場所が無いのでは、と心配したのだろう。それはあながち的外れでもなかった。

「もし良かったら、美容室を使えるよ」

「ありがとう。でも大だい丈じよう夫ぶよ。クルーザーの中で着き替がえられるわ」

　しかし深み雪ゆきたちも、そこは考えてあった。美容室並みとはいかないが、クルーザー（の皮を被かぶった快速艇てい）には姿見もメイク道具も揃そろっている。船を人工島につけて、そのままパーティー会場に直行可能だ。

　しかし改めて問われ、それで十分なのかと達たつ也やは不安を覚えたようだった。

「深み雪ゆき、せっかくだから雫しずくの好意に甘あまえたらどうだ」

　深み雪ゆきは専門家がメイクをしなくても比類無く美しいと達たつ也やは思っている。中ちゆう途と半はん端ぱな専門家では、かえって深み雪ゆきの魅み力りよくを損そこなうとすら感じている。

　沖縄本島や久く米め島じまで美容室を予約するという発想が無かったのは、無意識下にそのような考えがあったからだ。

　だが雫しずくが紹しよう介かいしてくれる美容師なら、決して「中ちゆう途と半はん端ぱ」ではあり得ないだろう。どうせなら一流の専門家に、より美しく仕上げてもらってはと考えたのだった。

　達たつ也やの自分でもハッキリ意識していない期待を、深み雪ゆきは敏びん感かんに察知した。

「達たつ也や様がそう仰おつしやるなら……お願いしようかしら」

　簡単に前言を翻ひるがえした深み雪ゆきに、雫しずくは嫌いやな顔一つせず「うん、良いいよ」と答えた。

「水み波なみも」

　雫しずくから深み雪ゆきのついでに名前を呼ばれて、水み波なみが達たつ也やの顔を見上げた。

「水み波なみもお世話になると良いい」

　即そく答とうされた勢いに押おされて、水み波なみは「お願いします」と雫しずくに頭を下げた。
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　タクシーを使って達たつ也やが深み雪ゆきと水み波なみのドレスを雫しずくが泊とまっているホテルへ運はこび込こんだのは午後二時のことだ。

　そして、準備が終わったと深み雪ゆきから連れん絡らくを受けたのはパーティーが始まる二時間前、午後四時半のことだった。

　予想外に時間が掛かかった、というわけではない。少なく見積もっても一流の美容師が、正式なものに近いパーティーに出席する為ためのメイクを、深雪に行ったのだ。いや、深雪の美貌に恥ずかしくないよう腕うでを振ふるった、と言うべきか。二時間半はむしろ短いと言わなければならないだろう。

　しかし、時間的な余よ裕ゆうが余り無いのも、また事実。達たつ也やは深み雪ゆきと水み波なみを連れて、すぐに出港した。

　なお、雫しずくとほのかはヘリでパーティー会場の人工島へ向かう予定にしていると言っていた。

　人工島『西さい果か新しん島とう』は久く米め島じま西三十キロの沖おき合あいに建設されている。ヘリならば十分前後で着く。二人は、特にほのかは、ヘリに同乗するよう達たつ也やたちに強く勧すすめた。

　確かにヘリならば慌あわてる必要は全く無い。だが、本来の任務の都合上、達たつ也やはほのかと雫しずくの誘さそいに頷うなずくことができなかった。深み雪ゆきには達たつ也やと別行動するという選せん択たく肢しは無く、水み波なみは深み雪ゆきに付き従うのが仕事だ。達たつ也やたち三人はそういう事情で快速艇ていに戻もどり、海路で人工島を目指したのだった。

　深み雪ゆきと水み波なみがパーティーの準備をしている間、達たつ也やもボウッとしていたわけではない。

　彼かれは島の北側にある国防軍の基地で風かざ間まと面会して打ち合わせを行い、その際エレメンタル・サイトで確かく認にんしたジェームズ・Ｊ・ジョンソンの所在を伝えた。

　打ち合わせの後、空軍の偵てい察さつ機で人工島の周辺海域に飛び、自分の「目」と「眼め」で周囲の状じよう況きようを確かく認にんした。

　彼かれが真ま泊どまり港こうに戻もどったのは午後四時。その後急いでパーティー用のスーツに着き替がえて、深み雪ゆきと水み波なみを迎むかえに行ったのだった。

　この強行軍は達たつ也やにとってもハードなものだった。ほのかたちとのランチタイムが無ければ多少は楽だったのだが、そのことで愚ぐ痴ちをこぼすつもりは、彼かれには無い。だが快速艇ていが出港したところで一息つきたくなった気分は、偽いつわれなかった。

　達たつ也やは上着を脱ぬいでハンガーに掛かけ、キャビンの椅い子すに腰こし掛かけた。ソファーではなかったが、ヘッドレストまで備えた背もたれは高く、広く、全体にクッションが効いていて座すわり心ごこ地ちは文句が無い。

　スーツに皺しわが寄るのでは、という懸け念ねんがチラリと脳のう裏りを過よぎったが、また着き替がえ直すのは億おつ劫くうだった。

　彼かれはそのまま、身体からだを椅い子すに預けた。




「お兄様？」

　ノックに、応えが無い。声を掛かけても返事が無いことを訝いぶかしみながら、深み雪ゆきはそっと扉とびらを開けた。

「まぁ！」

　思わず声が漏もれた自分の口を、深み雪ゆきは両手で塞ふさぐ。

　達たつ也やに目を覚ます様子は無かった。

　ホッと胸を撫なで下おろし、深み雪ゆきは物音を立てないよう気をつけながら達たつ也やのキャビンに入った。

　無防備な寝ね顔がおが、深み雪ゆきに幸福感をもたらす。

　彼かの女じよは知っている。たとえ熟じゆく睡すいしていても、達たつ也やが人の気配に気づかぬはずはないということを。彼かれは眠ねむりの中にあってさえ、常に、戦いに備えている。

　これだけ近づいて目を覚まさないのは、達たつ也やが深み雪ゆきをあらゆる意味で敵と考えていないということを意味している。達たつ也やが全面的に、深み雪ゆきに気を許している証しよう拠こだった。

　深み雪ゆきは更さらに、達たつ也やに近づいた。

　背後を振ふり返かえり、ドアがしっかり閉まっていることを確かく認にんする。

　それでも落ち着かない素そ振ぶりで何度も左右を見て、ようやく納なつ得とくしたのか、傍はたから見たなら不ふ審しんそのものな挙動を止めた。

　目を閉じ、両手を重ねて胸に置き、呼吸を整える。

　目を開け、片手で髪かみを、片手でスカートの裾すそを押おさえて、深み雪ゆきは自分の顔をゆっくりと達たつ也やに近づけた。

　一昨年の十月の、論文コンペの前々日。即すなわち横浜事変の前々日の夜。同じようなシチュエーションでうっかり手を滑すべらせてしまった失敗を憶おぼえている深み雪ゆきは、達たつ也やが座すわっている椅い子すに手を突つかず自分自身の身体からだを支えている。

　そろそろと、

　深み雪ゆきの唇くちびるが、達たつ也やの唇くちびるに接近する。

　達たつ也やが目を覚ます気配は無い。

　息が混じり合う距きよ離りを超こえ、

　まさしく、あと薄うす紙がみ一枚というところで。

　深み雪ゆきはギュッと瞼まぶたを閉じ、

　身を翻ひるがえして、耳まで真っ赤に染めたまま、達たつ也やのキャビンから逃にげ出だした。

[image: ]




　　　　◇　◇　◇




　西さい果か新しん島とうは井い桁げたに組んだ海底資源採さい掘くつ施し設せつを最下部に持ち、その上にフロートを兼かねる十二本と鉱石の搬はん出しゆつ路を兼かねる四本、合わせて十六本の円柱を建て、円柱の上に正八角形の人工地じ盤ばんを載のせた半潜せん水すい型メガフロートだ。人工地じ盤ばんは五層構造の居住区画になっており、その中には来島者用の高級ホテルも作られている。

　今日のパーティは人工地じ盤ばん地下第一層のホテル宴えん会かい場で開かい催さいされることになっている。開会三十分前になって、宴えん会かい場の前のロビーには続々と招待客が集まっていた。

「……あたし、何か場ば違ちがいじゃない？」

　素す性じようは分からなくても見るからに社会的地位が高そうな、ついでに着ている服やつけているアクセサリーの値段も高そうな紳しん士し淑しゆく女じよの群れを前にして、紗さ耶や香かが気き後おくれを口から漏もらした。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。壬み生ぶさん、とても似合っています」

「そうかしら」

　あずさにそう言われても自信が持てないようで、紗さ耶や香かは無意味にストールの端はしを指で弄いじっている。

「気にしすぎよ、紗さ耶や香か。高校生とか大学生とかくらいの子も、見たところあたしたちだけじゃないんだし。それにこのパーティーが今回の旅行のメインイベントじゃない。余計なことは考えずに、目め一いつ杯ぱい楽しまなきゃ」

「そ、そうよね」

　花か音のんに励はげまされて、紗さ耶や香かはようやく落ち着きを取とり戻もどした様子だ。

　花か音のんが言ったように、ロビーには二十代前半くらいの青年とか、彼かの女じよたちと同年代の少女の姿もあちらこちらに見えている。今日のパーティーは、意外に若い世代の参加者が多いようだ。

　何となくロビーに降りてくる階段の方へ目を向けていた紗さ耶や香かと花か音のんは、着き飾かざった後こう輩はいと目が合った。

「千ち代よ田だ先せん輩ぱい、壬み生ぶ先せん輩ぱい、お早いですね」

　他の客の邪じや魔まにならないよう気を遣つかった早足で近づいて来たほのかが、花か音のんと紗さ耶や香かに声を掛かける。

　その隣となりで、雫しずくが小さくお辞じ儀ぎした。

「光みつ井いさん、北きた山やまさん、二人で来たの？」

　花か音のんたちのグループは五い十そ里りが家を代表して招かれており、花か音のんはその婚こん約やく者として出席、残る五人は五い十そ里りの友人としての参加だ。

　しかし雫しずくたちの場合、雫しずくの両親が本来の招待客でありほのかと雫しずくはその同行者でしかないと花か音のんは知っていた。会場入りする際は、親と一いつ緒しよでなければまずいはずだ。

「いいえ、あちらに」

　言葉少なに、雫しずくは主に視線で花か音のんの問いに答える。

　雫しずくが顔を向けた先では、もうすぐ中学生になる長男を連れた北きた山やま潮うしお・紅べに音お夫妻が花か音のんも顔を知っている政治家から挨あい拶さつを受けていた。

「さすがですねぇ」

　彼かの女じよたちの会話を横で聞いていたあずさが感かん嘆たんを漏もらす。

「あの人、結構偉えらい政治家だったよね？　挨あい拶さつするんじゃなくて、向こうから挨あい拶さつに来るんだ……」

　花か音のんの声は感心しているだけではなく、呆あきれ混じりだった。

「結構偉えらいって言うか、大臣経験者だよ。あの方は国防族の有力者だから、余計に気を遣つかうんだろうね」

　何い時つの間まにか近づいてきていた五い十そ里りが、後ろから小声で口を挿はさむ。

　北きた山やま家の傘さん下かに、直接兵器を取とり扱あつかっている企き業ぎようは無い。だが銃じゆう弾だんから戦せん闘とう機きまで、兵器の生産に必要な中間財で北きた山やま家の企き業ぎようグループは高いシェアを抑おさえている。なまじ軍ぐん需じゆ分野が主業態で無い為ため、北きた山やま潮うしおの機き嫌げんを損そこねれば売上を民生用や輸出に大きくシフトして国防軍の補給が滞とどこおる恐おそれがあった。五い十そ里りが使った「気を遣つかう」という表現は、実態に対して控ひかえめなものと言える。

「ちょうど良いいから、僕ぼくたちも挨あい拶さつに行くよ」

「どっちに？」

「もちろん、両方だ」

　そう言って五い十そ里りは、まだ質問したそうな花か音のんの背中を押おし、潮うしおと紅べに音お、そして二人に挨あい拶さつをしている政治家の方へ歩いていく。

「そんなに慌あわてなくても良いのに」

　二人の背中を見送りながらボソリと漏もらした雫しずくの一言に、紗さ耶や香かとあずさが豆まめ鉄でつ砲ぽうの奇き襲しゆうを受けた鳩はとのような表情で瞬まばたきを繰くり返かえす。

　別に今挨あい拶さつに行かなくても、雫しずくがいるのだ。パーティーが始まってからでも、会話の機会は幾いくらでもある。二人の微び妙みような表情は、雫しずくの呟つぶやきでそのことに気づいた故ゆえのものだった。

　落ち着いているように見えて、五い十そ里りも平常心とは程ほど遠とおい心理状態であるようだった。

「ほのか、どうしたの？」

　一方、雫しずくは既すでに五い十そ里りたちを見ていなかった。隣となりでキョロキョロとロビーを見回しているほのかに声を掛かける。

　とはいえ、ほのかが誰だれを探しているのか、訊きくまでもなく分かっていたのだが。

「達也さん、まだ来ていないのかな」

「そうだね。深雪たちが来たらすぐに分かるはずだし」

　雫しずくは暗に「深み雪ゆきと水み波なみのことを忘れているよ」と告げたのだが、ほのかには通じなかった。
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　ほのかの心配を余よ所そに、達たつ也やたちを乗せた快速艇ていは既すでに、人工島の港に着いていた。

　深み雪ゆきがロビーに姿を見せないのは、囲まれるのを嫌きらってのことである。

　秘密多き四よつ葉ば家のプリンセスというだけで人々の興味と打算を招き寄せるのだ。そこに着き飾かざった深み雪ゆきの華か麗れいな容姿が加われば、鬱うつ陶とうしい事態になるのが目に見えていた。

　達たつ也やが会場に近づかなかったのは、少し事情が異なる。彼かれは人工島地下一層にオープンしたばかりのショッピングモールに足を向けていた。

　各店てん舗ぽの本格的な営業は地下採さい掘くつ施し設せつが稼か働どうを始める来月からだが、一部の記念品ショップとコンビニエンスストアが先行して店を開いている。

　彼かれは全国展開しているコンビニの前で、ジェームズ・Ｊ・ジョンソンを見つけた。ジョンソンは髪かみの色と瞳ひとみの色を変え、ヒゲをすっかりそり落としていた。その上、インナーアーマーで体格まで変えている。だがその程度で、達たつ也やの「眼め」を誤ご魔ま化かすことはできない。そもそも彼かれは目で見て見つけたのではなく、「精霊の眼エレメンタル・サイト」で居場所を把は握あくした上で足を運んでいるのだ。

　相手も達たつ也やのことは分かったはずだ。達たつ也やは特に変装などしていないのだから。それでも、少しも緊きん張ちようした気配を漏もらさなかったのは大したものだと言える。

　ジョンソンは、見た目十二、三歳さいくらいの女の子を連れていた。

　赤い髪かみに緑の瞳ひとみ。風かざ間まに見せられた静止画とは、色合いが違ちがう。少し背せ伸のびした感じにドレスアップした姿は、髪かみ型がたの違ちがいもあってかなり印象が変わっていたが、達たつ也やが見み間ま違ちがえることはなかった。

　少女が顔を上げた。

　達たつ也やと目が合う。

　達たつ也やは軽く頭を下げ、ジョンソンに向かって「失礼しました」と話はなし掛かけた。

「今日は国内向けのパーティーと聞いていたものですから……つい不ぶ躾しつけな視線を向けてしまいました」

「いえ、気にしないでください」

　ジョンソンはさすがに焦あせった声こわ音ねで応じて、そそくさと達たつ也やから離はなれようとする。

　しかし達たつ也やは、そのまま去らせなかった。

「お嬢じようさんも、申し訳ありませんでした。ご婦人に対する態度ではありませんでした。お許しください」

　少女──ジャスミン・ウィリアムズ大たい尉いの瞳ひとみを正面からのぞき込こみながら、子供に対するものとは思えない、堅かた苦くるしい謝罪を述べる。

「……ご丁てい寧ねいに、恐きよう縮しゆくです。本当に、お気になさらないで」

　少女はその外見に相応ふさわしい、高く硬かたい声で答えて、達たつ也やに目礼する。

　それを合図に、ジョンソンとジャスミンは達たつ也やに背を向けた。
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　達たつ也やがコンビニに入っていくのを背中越ごしに確かめて、ジョンソンは足を速めた。

　ストライドの違ちがいからジャスミンは小走りになっていたが、ジョンソンは歩くスピードを落とさない。

　通路を曲がり、コンビニが見えなくなって、ジョンソンはようやく歩調を緩ゆるめた。

　それでも、ジャスミンが歩く速度に合わせただけで、足は止めない。

　あらかじめ監かん視しカメラに細工して作り出した死角にたどり着いてやっと、ジョンソンは立ち止まった。

　ジョンソンとジャスミンは素す早ばやく左右に目を走らせた。

　誰だれもいないことを確かく認にんしてから、前まえ以もつて鍵かぎを解除しておいた作業員用階段の扉とびらを開け、中に身を滑すべり込こませる。

　ジョンソンが大きく、ジャスミンがそっと、息をついた。

　しかし気を抜ぬいたのは、ほんの一いつ時ときだった。

「ジャズ」

「何だ」

「気づかれたと……思うか？」

「分からない」

　緊きん張ちようした声で問うジョンソンに、硬かたい表情でジャスミンは頭かぶりを振ふった。

「追いかけてきた気配は無かった。魔ま法ほうを使われた様子も無い……」

　ジャスミンの口調が、不意に乱れた。

「ジェイ、魔ま法ほうを使われた形けい跡せきは無かったよな？　私たちは何もされなかったよな？」

　ジャスミンがジョンソンを、名前でも階級でも無く愛あい称しようで呼ぶ。それは彼かの女じよが動どう揺ようしているサインだった。

「ジャズ、どうしたんだ？」

　ジャスミンはジョンソンの一歳さい年下でしかない。だが今はまるで、その外見そのままの年ねん齢れいであるかのように、ジョンソンの目には頼たより無なく見えた。

「分からない……。魔ま法ほうの兆候は無かった。魔ま法ほうを撃うち込こまれたような感覚は無かった。だが何な故ぜだ？　何な故ぜこんなにも不安を覚える？　まるで自分が知らない内に、絞こう首しゆ刑けい用のロープを首に巻き付けられているような、この不気味な感覚は何だ？」

「ジャズ、落ち着け」

　実を言えば、ジャスミンが漏もらした不安はジェームズにも覚えがある感覚だった。彼かの女じよが口にした「絞こう首しゆ刑けい用のロープ」という言葉に、自分が感じていた不ふ吉きつな予感の正体を言い当てられた気がして内心、ショックも覚えていた。

　しかし彼かれは自分が感じている動どう揺ようと不安を強ごう引いんに抑おさえ込こんで、可能な限り不敵な表情を作り、ジャスミンの目をのぞき込こんだ。

「俺おれにも、ジャズが何かされたようには見えなかった。少なくともやつはお前に、指一本触ふれていない」

　ジャスミンの荒あらくなっていた呼吸が、少し落ち着きを取とり戻もどす。

「……済まない。柄がらにも無く動どう揺ようした。あの四よつ葉ばの魔ま法ほう師しということで、意識しすぎてしまったようだ」

「いや。確かにやつは、何ど処こか得体が知れない感じがする」

　ジャスミンが頰ほおを緩ゆるめたのは、それがジョンソンの冗じよう談だんだと思ったからだ。

　しかしジョンソンは、大真面目だった。

「ジャズ、今回は止めないか？」

　そのセリフの意味を理解するのに、ジャスミンは数秒を要した。

「……馬ば鹿かげたことを言うな。既すでに決行命令が下りているんだぞ」

「承知の上で言っている。今回の任務は……ヤバい」

　ジョンソンは任務の放ほう棄きをほのめかしていた。

「ジョンソン大たい尉い、その発言だけで軍法会議ものだぞ」

「ここに来ているのは俺おれたちだけだ。ということは俺おれたち自じ身しんが指揮命令権を有している。深刻な状じよう況きようの悪化が予測される場合、独自の判断で撤てつ退たいしても良いはずだ」

「それは致ち命めい的な状じよう況きようが高い確度で予測される場合だろう！　まだそんな具体的事態は生じていない」

「俺おれたちが身を置いているのは普ふ通つうの戦せん闘とうじゃない！　魔ま法ほう師し同士の暗あん闘とうだ。どんな脅きよう威いが待っているか分からない！」

「そんなことは普通の工作任務でも同じだ！　逃にげ出だして良い理由にはならない！」

　ジョンソンとジャスミンが睨にらみ合あう。

　先に目を逸そらしたのは、ジョンソンだった。

「……済まない。どうかしていたようだ」

「……今のは、聞かなかったことにしておく」

　ジョンソンが非を認め、ジャスミンが謝罪を受うけ容いれる。

「ああ。……そろそろ戻もどるか。もうすぐパーティーが始まる。やつもいなくなった頃ころだろう」

「了りよう解かいだ」

　ジョンソンは階段同士をつなぐ通路を進んで別の扉とびらへ向かった。

　その背中を見ながら、ジャスミンは自分の中でもこの任務を放ほう棄きしたいという気持ちが強くなっているのを確かに感じていた。
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　達たつ也やはコンビニエンスストアでミネラルウォーターを買って、深み雪ゆきたちが待っている快速艇ていに戻もどった。

　喉のどが渇かわいていたわけではない。何も買わずに店を出るのは不自然だと思ったからだ。

「お兄様、そろそろ会場に向かいますか？」

　達たつ也やが独りで快速艇ていを離はなれる時には、確かにそういう話をした。パーティー会場に向かう時間になったら戻もどってくると。

　しかし達たつ也やは深み雪ゆきの問とい掛かけに、首を横に振ふった。

「まだ少し余よ裕ゆうがあるだろう？　五分程ほど時間をくれ」

「それは構いませんが……もしかして、お兄様？」

　敢あえて船に戻もどって来きた理由。それはおそらく、第三者の目が届かないからだ。

　そこまで考えて、「目が届かない」というフレーズから深み雪ゆきは達たつ也やが何をするつもりなのか悟さとった。

「時間になったらお呼び致いたします」

「頼たのむ」

　全てを弁わきまえた深み雪ゆきの申し出にそう答えて、達たつ也やは自分のキャビンに引ひっ込こんだ。




　深み雪ゆきや水み波なみが断りも無く彼かれの個室へ入ってくることはないはずだが、達たつ也やは念の為ためにドアをロックし、上着を脱ぬいで椅い子すに腰こしを下ろした。

　そのまま目を閉じる。

　仮か眠みんをとる為ためではない。

　五感では知覚できない世界へ「眼め」を向ける為ためだ。

　普ふ通つうに肉眼を働かせながらでも達たつ也やは情報次元イデアを「視みる」ことができる。しかし、じっくり観察する場合は五感の刺し激げきが少ない方が、やはりやりやすい。

　ついさっき会ったばかりの「少女」に、気づかれないようイデア経由で撃うち込こんだ想子サイオン弾だんを目印にして、彼かの女じよの情報にアクセスする。

（ジャスミン・ウィリアムズ。オーストラリア軍魔ま法ほう師し部隊大たい尉い。やはり見た目どおりの歳としではなかったか）

　遺伝子異常を抱かかえた調整体魔ま法ほう師し。

　そうと分かっても、達たつ也やの心は動かなかった。

　そんなことで手加減するのは、敵に対して失礼だ──というのは、自分に対する単なる言い訳にすぎない。

　敵である以上、達たつ也やにとっては無力化する対象でしかない。彼かの女じよが敵であることを止めたなら、感じ方も変わるかもしれないが。

　念ねんの為ため、達たつ也やはジェームズ・Ｊ・ジョンソンのマーカーも確かく認にんした。こちらもまだ、問題無くトレースできる。気づかれない限り、あと三日程度は機能し続ける感かん触しよくだ。

（不ふ謹きん慎しんかもしれないが……あれの実戦テストにはちょうど良い）

　仕掛けを終えて、達たつ也やは目を開けた。

　キャビンの時計を見る。

　思った以上に時間が経たっていた。

　立ち上がり、上着を着直したところで扉とびらがノックされる。

「……お兄様。そろそろお時間です」

「分かった」

　深み雪ゆきに答えて、扉とびらを開ける。

　いつもの髪かみ飾かざりを外し髪かみをアップにして露あらわになった深み雪ゆきの首には、白、黒、金、三色の真しん珠じゆがバランス良く配置されたネックレスが光っていた。
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　西さい果か新しん島とう竣しゆん工こう記念パーティーが始まる。

　会場の扉とびらが開き、ロビーにたむろしていた人々がゆっくりと中に入っていく。

　こういう場合、上位者に先を譲ゆずるという考え方と、大物は後から入場するという二通りの考え方がある。しかし今日はそのどちらも当てはまらなかったようで、単に入り口の近くで待っていた者から順番に会場入りしていった。

　その為ため、ロビーで待っていなかった達たつ也やたちが入場したのは、遅ち刻こくではないにしても最後の方だった。つまり、大勢の人で埋うまった会場に、達たつ也やにエスコートされ水み波なみを従えた深み雪ゆきが入場する形になった。

　ざわめきに満ちていた会場が、入り口の方から急速に静まり返っていく。

　まるで主役の登場だった。

　いや、この瞬しゆん間かん、会場の主役は間ま違ちがいなく深み雪ゆきだった。

　人々は息を吞のみ、身み動じろぎ一つできず、人が持ち得るものとは思えない美び貌ぼうに目を、意識を奪うばわれた。

　深み雪ゆきは自分を凝ぎよう視しする視線に少し困った感じの微ほほ笑えみを浮うかべて、会場の中央で軽く会え釈しやくした。

　それで、人々の金かな縛しばりが解けた。

　ざわめきが戻もどる。そのほとんど全てが「あの美女は一体？」「あれが四よつ葉ばの……」「何と、あの方が!?」というような、深み雪ゆきを噂うわさし合うものだった。

　ごく一部の例外。それは以前から深み雪ゆきのことを見知っていた一高生、一高卒業生、そして雫しずくの両親だった。

　達たつ也やは深み雪ゆきをエスコートし水み波なみを連れて、まず北きた山やま潮うしおの許もとを訪おとずれた。今日のパーティーには潮うしおの伝つ手てで出席している形になっているのだから、これは当然である。

「ご無ぶ沙さ汰たしております。本日はありがとうございます」

　達たつ也やが丁てい寧ねいに一礼する。彼かれに合わせて、深み雪ゆきが優ゆう美び可か憐れんに、水み波なみが初うい々ういしくお辞じ儀ぎする。

「こちらこそ。ご丁てい寧ねいに、ありがとう」

　会場中の視線を集める中、潮うしおはにこやかな顔で達たつ也やに応じた。先月の箱はこ根ねテロ事件の後にも達たつ也やと深み雪ゆきは潮うしおに会っている。だから実は、それ程ほど「ご無ぶ沙さ汰た」でもなかったのだが、誰だれが聞いているか分からない状じよう況きようで正直に本当のことを口にする必要は無い。

　それに潮うしおの妻の紅べに音おとは実際に久ひさし振ぶりなのだから、おかしな挨あい拶さつでもなかった。

「しばらくお目に掛かからない内に、随分ご立派になられましたね」

　紅べに音おはその立場に相応ふさわしい社交的な口調で達たつ也やに話はなし掛かけた。もっとも、その裏に「よくも騙だましてくれたわね」という恨うらみ言ごとが隠かくれているのは、少なくとも達たつ也やには筒つつ抜ぬけだった。

「奥おく様さまにおかれましては、少しもお変わりなく。本日はお目に掛かかれまして光栄です」

　だからといって、達たつ也やが恐おそれ入いることは全く無かった。

　紅べに音おはあやうく憎にく々にくしげな視線を向け掛かけて、何とか愛あい想そ笑わらいを維い持じした。

「航わたるくん、お久ひさし振ぶり。いよいよ中学生ね」

　それ以上雰ふん囲い気きを悪化させないよう気を遣つかったのか、深み雪ゆきが紅べに音おの隣となりに緊きん張ちようした面おも持もちで立っている航わたるに、鈴すずを振ふるような声で話はなし掛かける。

　その麗れい容ように相応ふさわしい美声に、再び石化した者が老ろう若にやくを問わず何人もいた。

「はい、四月から中学生です！」

　航わたるがガチガチに緊きん張ちようしてしまったのも無理のないことだろう。余り意味が無い応えとはいえ、声を出せただけで大したものかもしれない。

　そんな息子むすこの様子を苦く笑しようして眺ながめながら、潮うしおは達たつ也やに話はなし掛かける。

「あちらに娘むすめも来ているよ。話はなし掛かけてやってくれないか」

　潮うしおが目を向けた先には、雫しずくと、ほのかと、あずさたち卒業生が一ひと塊かたまりになっていた。

「それでは、御お言葉に甘あまえさせていただきます」

　もう一度一礼して、達たつ也やたちは潮うしおの前を離はなれた。

　会場の人々も、ようやく自分たちの態度が礼を失していると思い至ったようだ。移動する達たつ也やたちから目を逸そらし、近くにいる相手との雑談に戻もどる。

　そのことにホッとしたのは、深み雪ゆき本人よりもあずさや服部はつとりたちだった。

「もう見慣れたつもりでいたけど……そういう格好を見ると、改めて圧あつ倒とうされちゃうわね」

　こういうことを言えるのは花か音のんの胆たん力りよくがあってのことで、あずさや紗さ耶や香かは深み雪ゆきが放つオーラに──この場合は通つう俗ぞく的な意味の「オーラ」である──すっかり吞のまれてしまっていた。

「皆みな様さま、四よつ葉ば家の人間が珍めずらしいのでしょう」

　深み雪ゆきは謙けん遜そんやお世辞は口にせず、こう答えた。これだけ視線を集めた後で、深み雪ゆきが花か音のんの容姿を本音で褒ほめても嫌いやみに受け取られてしまう。その程度の自覚は深み雪ゆきにもあった。

　ここで主しゆ催さい者が登とう壇だんした。それ程ほど長くない挨あい拶さつの後、十人程度の祝辞が続く。その中には潮うしおの姿もあって、雫しずくは少し居い心ごこ地ちが悪そうだった。
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　その船は、久く米め島じま西約六十キロを北西に進んでいた。

　船の形は、少し大きめの漁船といったところ。漁船といっても特に漁をしている様子は無く、経済速度で母港へ戻もどっている最中に見えた。

　数年前までこの海域では、違い法ほう操業を行う大だい亜あ連れん合ごうの漁船を日本の巡じゆん視し船が追い回し、その内、両国の戦せん闘とう艦かんがやって来て火器管制レーダーを浴びせ合うというチキンレースが頻ひん繁ぱんに演じられていた。

　しかし五年前の沖縄侵しん攻こう事件以降、大だい亜あ連れん合ごうの挑ちよう発はつ行こう為いはピタリと影かげを潜ひそめた。

　そして去年の講和条約締てい結けつ後は、大だい亜あ連れん合ごうの船も表面上紳しん士し的に海上を行ゆき交かっている。

「中ちゆう尉い殿どの、本当に行かれるのでありますか？　我々ではお迎むかえに上がれませんが……」

「後のことは何とでもなる。まずは作戦を成功させることだ」

　そう言って、ブラッドリー・チャン中ちゆう尉いは魚ぎよ雷らいのようなカプセルに入り、腹はら這ばいになった。

　チャンは大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう部隊のナンバーツー。ナンバーワンのダニエル・リウ少校が日本軍に捕とらえられた現状では、彼かれがリーダーだ。チャン自ら片道切きつ符ぷの作戦に出しゆつ撃げきすると言われれば、反論できる者はいなかった。

　もっとも、チャンも全く考え無しというわけではない。「何とでもなる」というのはある程度目算あってのことだ。

　破は壊かい工作が成功すれば、それだけで人工島は沈しずめられなくても、大混乱は必至。パニックが生じた中で長ちよう距きよ離り航行が可能な船を強ごう奪だつするのは、それ程ほど難しいことではないはずだ。

「ハッチを閉めろ」

「ハッ」

　チャンの命令で、背中の上のハッチが閉ざされる。一いつ瞬しゆん、完全な闇やみがチャンの視界を閉ざしたが、すぐに仄ほのかな照明が点ともった。

　魚ぎよ雷らい型カプセルの数は五本。チャンは一人で入っているが、他の四本には二人ずつ乗のり込こんでいる。この九人が、最後の作戦に携たずさわる決死隊だ。

　カプセルが船底の穴から海中に放り出された。

　魚ぎよ雷らい型カプセルのスクリューには、後ろまですっぽり覆おおう金属のカバーが取り付けられている。スクリュー音で接近を探知されない為ための措そ置ちだ。

　五本のカプセルは、乗のり込こんだ人間の魔ま法ほうだけで、海中を人工島『西さい果か新しん島とう』へ進み始めた。
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　人工島地下第一層のホテル宴えん会かい場では、挨あい拶さつが終わりフリートークの時間になっていた。

　ここに集つどった上流階級の人たちはやっと調子を取とり戻もどしたようで、深み雪ゆきを盗ぬすみ見みる視線も少なくなった。卒業生組も多少緊きん張ちようから解放された顔で料理に手を伸のばしていた。

「五い十そ里り先せん輩ぱいも壇だん上じように上がられるかと思っていましたが」

　オードブルをつまみながら、達たつ也やが五い十そ里りに話はなし掛かける。

　五い十そ里りは達たつ也やと同じ料理を手に持って、笑いながら頭かぶりを振ふった。

「実はそういう話もあったけど、お断りさせていただいたんだよ。僕ぼくの話なんか聞いても、喜ぶ人はいないからね」

「そんなことないわよ！　啓けいの格好良いところ、見たかったのに！」

　花か音のんがすかさず嚙かみ付つく。彼かの女じよの口くち振ぶりからするに、この話題で揉もめるのは、これが初めてではないようだ。

「ところで先せん輩ぱい。少しお時間をいただけませんか」

「達たつ也や様？」

　この申し出に驚おどろいたのは、五い十そ里り本人ではなく深み雪ゆきの方だった。──こんな咄とつ嗟さでも「お兄様」と言わないあたり、随ずい分ぶん慣れてきたようだ。

　実は五い十そ里りも驚おどろいていたのだが、深み雪ゆきに先を越こされてそれを露あらわにするタイミングを逃のがしたのだった。

「……何かあったの？」

　驚おどろく代わりに、五い十そ里りは厄やつ介かい事の臭においを嗅かぎ付つけた。

　達たつ也やの表情から、自分の推理が的を射ていると悟さとったのだろう。

「分かった。こっちへ」

　五い十そ里りの家はこの人工島の設計に関わっている。今居る宴えん会かい場に隣りん接せつした小部屋の位置も把は握あくしていた。お色直しなどの為ために用意されている部屋だが、今日は使っていないはずだ。

「深み雪ゆきはここで待っていてくれ。水み波なみ、深み雪ゆきを頼たのむ」

「……かしこまりました」

「はい、達たつ也やさま」

「花か音のんも待っていて」

「……分かった」

　ついてこようとした深み雪ゆきを達たつ也やが、花か音のんを五い十そ里りが制止して、二人はこっそり隣となりの部屋へ移った。
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「それで、一体何が起こるのかな？」

　部屋には誰だれもいなかったが、五い十そ里りは立ったまま囁ささやき声ごえで達たつ也やに話はなし掛かけた。

「このパーティーが大だい亜あ連れん合ごうの脱だつ走そう兵に狙ねらわれています」

　達たつ也やも立ったままで、五い十そ里りの質問に正直な答えを返した。

　五い十そ里りの喉のどが鳴る。彼かれが吞のみ込こんだのは「息」でも「唾つば」でもなく、「悲鳴」だったに違ちがいない。

「何な故ぜ今いま頃ごろ……」

　かすれた声で、五い十そ里りが達たつ也やを詰なじる。片言のセリフは、「何な故ぜ、前まえ以もつて知らせてくれなかったのか」と言いたかったのだろう。

「誤解しないでください」

　達たつ也やが右手を前に軽く上げて、押おし止とどめるようなジェスチャーで五い十そ里りを宥なだめる。

「大だい亜あ連れん合ごう軍ぐんの脱だつ走そう兵による襲しゆう撃げきが計画されていますが、対策は完かん了りようしています。彼かれらには何もできません」

　達たつ也やの言葉を全面的に信じたようでもなかったが、取とり敢あえず五い十そ里りは彼かれの話に耳を傾かたむける姿勢を見せた。

「破は壊かい工作員は海中から人工島に接近し、爆ばく弾だんを仕し掛かけてフロートに穴を空けるつもりです」

「……その程度じゃ、この西さい果か新しん島とうは沈しずまないよ」

「ですが、今日のパーティーは中止になるでしょうね。実行できれば、ですが」

　五い十そ里りは落ち着きが回復すると共に、思考力も取とり戻もどしたようだ。彼かれは達たつ也やに訝いぶかしげな目を向けた。

「随ずい分ぶん自信がありそうだけど……だったら何な故ぜ、僕ぼくにこのことを話したんだい？」

「戦せん闘とうが始まっても、自重していただく為ためです」

「言われなくても、危ない真ま似ねに手を出すつもりは無いけど？」

　五い十そ里りは如い何かにも平和主義者という顔で答えた。しかし、そこから白々しさを読み取るのは、達たつ也やでなくとも難しくなかっただろう。

　また、五い十そ里りのポーカーフェイスを崩くずす手札が、達たつ也やにはあった。

「この人工の島に仕し掛かけられた刻印魔ま法ほうの防ぼう御ぎよシステムのことは存じております。その魔ま法ほうを先せん輩ぱいが自由に発動させられることも」

　五い十そ里りが大きく目を見開く。

　だがすぐに、納なつ得とくした顔で頷うなずいた。

「司し波ば君の立場なら、知り得るだろうね。じゃあ、国防軍に助けてもらわなくても、爆ばく弾だんを仕し掛かけられることは無いということも分かっている？」

　五い十そ里りは横浜事変の折、あの現場にいた一人だ。達たつ也やが国防軍の特務士官であることを彼かれは知っている。

「そもそも近づけないでしょう。大型海洋生物を寄せ付けない為ために、フロート表面に発生する斥せき力りよく場は人間にも作用します。怪け我がをすることはないでしょうが、生体電流を持っている限りフロートや採さい掘くつ施し設せつに接せつ触しよくできません」

「ご名答。ついでに言えば、付着物も超ちよう音波洗せん浄じようの原理で剝はがしてしまう。僕ぼくじゃなくても、家うちの刻印魔ま法ほうを発動させられる魔ま法ほう師しがいる限り、爆ばく弾だんを仕し掛かけるなんて無理だ」

「そうですね。そしてそのことは、破は壊かい工作員も知っています」

　五い十そ里りの顔色が変わる。その言葉の意味が理解できない程ほど、彼かれは鈍にぶくなかった。

「……僕ぼくが、狙ねらわれると？」

「そうです。正確には、先せん輩ぱいも狙ねらわれている、ですね」

　達たつ也やは非情なまでにあっさりと頷うなずいた。

「ご安心ください。会場には先せん輩ぱいの護衛を務めてくださる国防軍の魔ま法ほう師しを手配してあります。その方です」

　達たつ也やがそう言った瞬しゆん間かん、五い十そ里りの背後に人の気配が生じた。

　慌あわてて振ふり返かえる五い十そ里りに、ウェイターの制服を着た魔ま法ほう師しが敬礼する。

「いつの間に……」

　五い十そ里りの問とい掛かけには答えず、ウェイターに変装した魔ま法ほう師しが名乗りを上げる。

「国防陸軍、南は風え原ばる曹そう長ちようであります。軍規の為ため、所属部隊を名乗らぬことについてはご容よう赦しやください」

　南は風え原ばると名乗った軍人は、年ねん齢れい三十歳さい前後の瘦やせた男性だった。だが、彼かれが服の上から見たとおりの体格でないことは、この方面に余り詳くわしくない五い十そ里りにも何となく分かった。

「曹そう長ちようは護衛のスペシャリストです。個人を対象とする防ぼう御ぎよ魔ま法ほうに優すぐれ、また格かく闘とう戦にも長たけています。移動する場合は、曹そう長ちように声を掛かけてください」

　達たつ也やは五い十そ里りが頷うなずくのを確かく認にんしてから、

「では戻もどりましょう」

　と促うながした。
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　パーティー会場に戻もどった達たつ也やは、一見「有名企き業ぎよう社長秘書」といった印象の、控ひかえめなドレス姿の美女に声を掛かけられた。

「先せん輩ぱいは先に戻もどっていてください」

「分かった」

　察しが良いい五い十そ里りは、その美女のことを詮せん索さくせずに花か音のんたちが固まっているテーブルへ戻もどっていった。──彼かの女じよに見覚えがあったという事情もある。

「あれが五い十そ里り家のご長男？　可愛かわいい男の子ね。ドレスの方が似合いそう」

「本人には言わないでくださいよ。多分、気にしていると思いますので」

「言わないわよ。そんなに無神経に見える？」

「いえ、念ねんの為ためです」

　意地悪な笑えみを浮うかべる藤ふじ林ばやしを、達たつ也やは軽くあしらった。

「来ましたか？」

　そして、完全に世間話の口調でそう訊たずねた。

「ええ。あと五分で防衛ラインに接せつ触しよくするわ」

　二人の回りには、藤ふじ林ばやしが誰だれにも気づかれないように張った盗とう聴ちよう防止の「結界」が張られている。現代魔ま法ほうの遮しや音おんフィールドではなく、藤ふじ林ばやし家伝承の古式魔ま法ほうだ。効力が強い現代魔ま法ほうより、センサーに感知されにくい古式魔ま法ほうの方がこういう場には向いている。

「では浮ふ上じようしてくるまでおよそ十分というところですか」

「もう少し早いかもね」

「了りよう解かいです。俺おれも出しゆつ撃げき準備に掛かかります」

「了りよう解かいよ。隊長にはそう伝えます」

　達たつ也やは歩き出し掛かけて、藤ふじ林ばやしの何か言いたげな視線に気づいて立ち止まった。

「──何か？」

「達たつ也やくんは……惑まどわないのね」

「何のことでしょうか」

　達たつ也やは惚とぼけているわけではない。藤ふじ林ばやしの物言いは漠ばく然ぜんとしすぎて、彼かれにも何を指しているのか分からなかったのだ。

「五年前、達たつ也やくんも大切な人を亡なくしてしまったと聞いているわ」

「事実です。それで？」

　達たつ也やの声は、薄はく情じようと表現しても良いものだった。

「同じ地で、同じ敵を前にして、いつもと全く同じ。……私もそんな風に強くなれれば良いのに」

　藤ふじ林ばやしのセリフは達たつ也やに対するものではなく、自分自身に対するもののように思われた。

「完全に同じではありませんよ。あの時とは敵の性質も状じよう況きようも違ちがいます」

　しかし達たつ也やは、律りち儀ぎに言葉を返した。

「それに、俺おれにとって本当に大切な存在は一人だけです」

　その「一人」の名は、訊きく迄までもなかった。

「……深み雪ゆきさんさえ失わなければ、他はどうでも良いいと？」

「無意味な仮定です。俺おれが生きている限り、そんなことは起こりませんから」

　達たつ也やはまるで力みもせずにそう答えて、今度こそ藤ふじ林ばやしの前から立ち去った。
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　テーブルへ戻もどってきた達たつ也やに、物問いたげな視線が集まる。実際に桐きり原はらや服部はつとりは口を開き掛かけた。

「すみません」

　だが達たつ也やが、その機先を制した。

「家の方からの連れん絡らくで、所用ができてしまいました」

　去年まで、達たつ也やは「家」のことを秘密にする為ために色々と気を配っていた。

　だが今はこうして、四よつ葉ば家の身内であることを口実にすることができる。

　四よつ葉ば家の用事であるとほのめかせば、その悪名故ゆえに余計な詮せん索さくを受けずに済む。実を言えば達たつ也やはその都度、「これは便利だ」と不ふ謹きん慎しんかもしれないことを感じていた。

　今回も「何の用か」と問う声は無い。

「しばらく中座します。深み雪ゆき、パーティーが終わるまでには戻もどってくる」

「はい、達たつ也や様。お待ちしております」

　達たつ也やは頷うなずき、北きた山やま潮うしおの方へ歩き出した。同じように中座の挨あい拶さつをするのだろう。

「達たつ也や様って呼んでいるんですね」

　その背中を見送っていた深み雪ゆきに、あずさが話はなし掛かけた。

「はい。『達たつ也やさん』では何となくしっくり来ないものですから」

　唐とう突とつで今いま更さらな──深雪みゆきは既すでにあずさの前で、何度も「達たつ也や様」という呼こ称しようを使っている──話題だったにも拘かかわらず、深み雪ゆきは慌あわてず騒さわがず、余よ裕ゆうたっぷりの笑えみでそのセリフに応じる。

　ここまで堂々とされると、あずさも笑う以外に反応できない。

「はぁ～、いやまあ、何と言うか……司し波ばさんには確かに似合っているけど」

　花か音のんが「ご馳ち走そう様さま」と言いたげな表情で天てん井じようを仰あおいだ。

「あたしには無理そう……」

「花か音のんは今のままで良いいよ。その方が僕ぼくも嬉うれしい」

「えへへ……そう？」

　フォローを入れた五い十そ里りに、花か音のんがすり寄っていく。

「あーあ、ここでも二人の世界かよ。まったく、大和やまと撫なでし子この慎つつしみは何ど処こに行きやがったんだ」

　桐きり原はらが、甘あまい空気を振ふりまき始めた五い十そ里りと花か音のんから目を逸そらして、ぼやく。

「お前だって彼かの女じよ同どう伴はんだろうに」

　服部はつとりのツッコミには動じなかった桐きり原はらだが、

「桐きり原はらくんは慎つつしみ深ぶかい女の子が好きなのね？　じゃあ、あたしも少し控ひかえることにするわ」

「お、おいっ」

　紗さ耶や香かの意地悪には、動どう揺ようを隠かくせなかった。

　卒業生組が、自分たちの世界を作っていた五い十そ里りと花か音のんも一いつ緒しよになって笑っている傍かたわらで、ほのかと雫しずくが声を潜ひそめて深み雪ゆきに話はなし掛かける。

「深み雪ゆきは行かなくて良いの？」

「私たちも何かお手伝いできないかな？」

「わたしたちは大人しくしているのが一番のお手伝いだと思うわ」

　この回答は、深み雪ゆきの本音ではない。

　気持ちだけでなく、作戦上も深み雪ゆきは最終局面で重要な役目を果たすことになっている。

　しかし今は大人しくしておくべきだ。それは、噓うそではなかった。

　深み雪ゆきの答えは民間人の未成年という点から見れば正論で、ほのかと雫しずくはそれで一応納なつ得とくした。だが、それでは引き下がらない者もいた。

　荒あら事ごとの予感に、最初から自重するつもりなど無い者たちが。

　達たつ也やは──深み雪ゆきもだが──ＯＢの血の熱さを、少々甘あまく見みていた。




　　　　◇　◇　◇




　人工島『西さい果か新しん島とう』から西に、わずか一キロ。

　満月の光を受け、波の上に一人の男が立っていた。

　中ちゆう華か風の白い鎧よろいを身に着けた巨きよ漢かん。魔ま法ほう具『白パイ虎甲フウジア』を纏まとった呂剛虎ルウガンフウだ。

『そろそろやつらが到とう着ちやくする』

「是シー。潜せん水すいを開始します」

『分かっているとは思うが、白パイ虎甲フウジアは「火」ほどではないが「水」とも相あい性しようが悪い』

「心得ております。その程度のハンデがなければ、面おも白しろくありません」

『まあ「火」をものともしない上じよう尉いのことだ。心配はしていないが』

「お任せください」

『よし、行け』

　陳チエン祥シヤン山シエンの命令に従い、呂剛虎ルウガンフウの身体は海面下に沈しずんでいく。

　それ自体はおかしなことではない。

　海面に立っていた今までの方が、むしろ異常なのだ。

　しかし、水みず飛沫しぶきを上げて一気に海中へ落下するのではなく、少しずつスムーズに水面下へ消えていく姿は、やはり異様なものだった。

　呂剛虎ルウガンフウはスノーケルもくわえていなければボンベも背負っていない。普ふ通つうに呼吸している。よく見れば、彼かれの身体は海水に触ふれていない。白パイ虎甲フウジアを纏まとう呂剛虎ルウガンフウの巨きよ体たいは、薄うすい空気の膜まくに覆おおわれていた。

　彼かれは海中で立ち止まり、前方へ目を凝こらした。

　ここまで潜もぐれば、月の光も星の光もほとんど届かない。夜の海は、海水と共に暗くら闇やみを湛たたえている。前に伸のばした自分の腕うでも見えない状態だ。──物理的な光だけでは。

　呂剛虎ルウガンフウの視界には、魔ま法ほうの行使に伴ともなう想子サイオンの光と、肉体の内側から放たれる精気の光が見えていた。

　呂剛虎ルウガンフウが海水を踏みしめ、

　左ひだり腕うでを突つき出だし、右みぎ腕うでを引ひき絞しぼった。

　呂剛虎ルウガンフウの身体を覆おおう気体の層が厚みを増す。海上から持もち込こんだ空気に、海中から抽ちゆう出しゆつした酸素を注つぎ足たしたのだ。通常ならば酸素中毒になりかねない状態だが、呂剛虎ルウガンフウの肉体は高こう濃のう度どの酸素を消費して「力」を蓄たくわえていく。

　肉体が生み出したエネルギーが、「術」の力と結びつき、

　突つき出だす右みぎ腕うでから、強大な「波動」となって放たれた。

　水を動かさず、生体のみを揺ゆらす「波」。

　はね返ってくる乱れた「波動」に、呂剛虎ルウガンフウは確かな手応えを感じた。

　海水を踏ふみ、海中を駆かける。

　先頭を行く魚ぎよ雷らい型のカプセルを、呂剛虎ルウガンフウは蹴けり上げた。

　鼻はな面づらを突つき上あげられて縦に回転するカプセルから、二人の男が放り出される。

　その二人は、慌あわてて海面を目指した。

　他のカプセルからも次々と脱だつ走そう兵が抜ぬけ出だし、海の上へ浮ふ上じようしていく。

　呂剛虎ルウガンフウは獰どう猛もうな笑えみを浮うかべて、彼かれらの後を追った。

[image: ]




　　　　◇　◇　◇




　呂剛虎ルウガンフウが魚ぎよ雷らい型カプセルと接せつ触しよくした時、海上では達たつ也やが水上バイクを走らせていた。

　彼かれ一人ではない。達たつ也やの隣となりを桧ひ垣がきジョセフと柳やなぎが小型ボートで並へい走そうしている。

「少しよう佐さ、見えましたか」

『君にも見えたか』

　達たつ也やと柳やなぎは、海中に広がる「波動」を各おの々おの異なる視界で知覚した。

「敵工作員が浮ふ上じようしてきます」

『俺おれが行く。君は援えん護ごを頼たのむ』

「了りよう解かいです」

　達たつ也やが返事をしたのと同時に、柳やなぎがボートの床ゆかを蹴けった。彼かれの手には長さ二メートル程ほどの棒が握にぎられている。

　柳やなぎが海面に着地した。正しくは着水と言うべきなのだろうが、足が全く沈しずんでいないのを見ると「着地」としか表現できなくなる。

　彼かれは波を踏ふみしめ、棒を海面に突つき込こんだ。左手で棒の端はしを押おし下さげ、五十センチ程ほど離はなれた所を持つ右手を勢いよく押おし上あげる。

　海の中から、敵兵が釣り上げられた。宙を舞まっている工作員へ、柳やなぎが棒を突つき出だす。

　工作員の苦く鳴めいは水上バイクの駆く動どう音にかき消された。ただ大きなダメージを負っているのは、飛んでいく脱だつ力りよくした姿で分かる。

　柳やなぎが突つき飛とばした敵兵は、ジョセフが操縦するボートへ落ちた。ジョセフが落下した男を手早く拘こう束そくする。その間に、柳やなぎは海面から顔を出した次の敵へ向かっていた。

　一ひと際きわ強い気配が、急速に浮ふ上じようしてくる。

　柳やなぎを背後から襲おそう位置だ。

　海面から出た首を柳やなぎが棒で薙なぎ払はらうのと、巨きよ大だいな人ひと影かげが海面から鯨くじらの跳ちよう躍やくさながらに飛び出したのは、ほぼ同時だった。

　達たつ也やはその巨きよ軀くに魔ま法ほうの照準を向けた。だが、意志の引き金は引かなかった。

　その男より更さらに猛たけ々だけしい気配が、後を追って海中から飛び出してくるのが分かったからだ。

　巨きよ体たいの男が大だい亜あ連れん合ごう軍脱だつ走そう兵、ブラッドリー・チャン中ちゆう尉いであることは既すでに分かっている。

　そして追つい跡せき者は大だい亜あ連れん合ごう軍、呂剛虎ルウガンフウ上じよう尉い。

　肉体のサイズはブラッドリー・チャンが呂剛虎ルウガンフウを上回る。

　だが内包しているエネルギーは、呂剛虎ルウガンフウの方が一段も二段も上だ。

　達たつ也やは呂剛虎ルウガンフウにチャンを任せて、柳やなぎと共に残りの雑魚を片付けることに決めた──のだが。

　ここで、達たつ也やでさえ思ってもみなかった、予想外の事態が発生する。

「撃げき滅めつ！」

　何だかよく分からない気合いと共に、見覚えのある人ひと影かげが、海面に立ち上がった敵に跳とび蹴げりを喰くらわしたのだ。

　敵工作員を海に沈しずめ、敵を蹴けり飛ばした反動で勝手に達たつ也やが運転する水上バイクのタンデムシートへ乗のり込こんできた青年は風紀委員会に所属していた時の先せん輩ぱい、沢さわ木きだった。

「……先せん輩ぱい。こんな所で何をしているんですか？」

「むっ？　驚おどろかないのだな」

「それはまあ、先せん輩ぱいだということは跳とび蹴げりのフォームで分かっていましたから」

　達たつ也やの回答は強がりではない。沢さわ木きと分かっていたから後ろに乗せたのであって、見ず知らずの相手ならば空中で撃うち落おとしている。

「この暗くら闇やみの中、そんなことまで分かるのか。さすがは司し波ば君だな」

「……いや、暗くら闇やみではありませんから。この月明かりです。その程度のことは」

　今日は満月で、天気は晴れ。「雲一つ無い」とはいかないが、今のところ月光は遮さえぎられずに南の海へ降り注いでいる。

　達たつ也やが言ったように、人間の輪りん郭かくを見分ける程度のことは難しくない。

「せりゃああぁ！」

　少し離はなれた所から、覚えのある声が聞こえてきた。

　達たつ也やは頭に幻げん痛つうを覚えた。

「桐きり原はら先せん輩ぱいもですか」

「おう。服部はつとりも来ているぞ」

　幻まぼろしではなく、実際に頭を痛くしてくれる回答が背後の沢さわ木きから告げられる。

　達たつ也やは水上バイクを桐きり原はらの声が聞こえた方へ向けた。

　途と中ちゆう、柳やなぎの援えん護ご射しや撃げきに弱い魔ま法ほうを二発放って、達たつ也やは服部はつとりが運転する水上バイクと合流する。

「沢さわ木き先せん輩ぱいと桐きり原はら先せん輩ぱいだけでなく、服部はつとり先せん輩ぱいまで……。一体何をなさっているんですか。しかもそんな格好で」

　達たつ也やはパーティー用のスーツから着き替がえてきている。ウェットスーツやドライスーツではないが、海に落ちても泳ぐのに邪じや魔まにならない海上用の戦せん闘とう服だ。

　しかし一高ＯＢトリオは、三人ともスーツ姿のままだった。

「楽しそうなことをやってるから混ぜてもらおうと思ってな！　司し波ば、独ひとり占じめは感心しないぜ！」

　百二十センチくらいの杖じよう術じゆつ用の杖つえを木刀代わりにした桐きり原はらが楽しそうに嘯うそぶく。この杖つえはおそらく、人工島の警備部から借りてきたのだろう。

「女子は安全な所に残してきたからな。横浜の時とは違ちがって、遠えん慮りよ無く悪者退治ができるというものだ」

　沢さわ木きはこれで、真面目に答えているつもりらしい。

　頭のネジが何本か飛んでいるのではないかと疑いたくなる桐きり原はらと沢さわ木きの発言に、達たつ也やは頭痛が激しくなってきたような気がした。──沢さわ木きについては「こんな性格だったのか」と、愕がく然ぜんとしている部分もあった。

「……服部はつとり先せん輩ぱい。貴方あなたがついていながら……」

「いや、俺おれは止めたぞ！　だがこいつらの勝手にやらせるよりはと思ってついてきたんだ！」

　達たつ也やの目には、服部はつとりもノリノリで魔ま法ほうを放っているように見えた。だがそれは、敢あえて口には出さなかった。
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「風かざ間ま中ちゆう佐さ」

　その代わり彼かれは、風かざ間まに文句を言うことにした。

『……何だ』

　応答までに存在した、わずかなタイムラグ。それで達たつ也やは、ＯＢの暴走を風かざ間まも承知の上だと確信した。

「何な故ぜここに予定外の民間人が来ているのですか」

　予定外の、に力を込こめて送った質問に対する回答は、当然かもしれないが、歯切れが悪いものだった。

『公式には、現在、その海域で戦せん闘とう行こう為いは行われていない』

　国防軍は襲しゆう撃げき自体を隠いん蔽ぺいするつもりだから、この戦せん闘とうが公式記録に残らないのは当たり前のことだ。

「だからといって、民間人を近づけて良いという理り屈くつにはならないでしょう」

『空と違ちがって、非戦せん闘とう海域の自由な航行を禁止することはできない。私たちの口から戦せん闘とうが行われている事実を告げることはできないから尚なお更さらだ』

　どうやら風かざ間まは、何が起こっているのか自分が教えたのではないと主張したいらしかった。

　しかし卒業生たちに戦せん闘とう中であることを教えないことと、戦せん闘とうの直ただ中なかに割って入ろうとする暴挙を止めることは、別問題であるはずだ。

「理由など幾いくらでもつけられたはずです。中ちゆう佐さ。まさかとは思いますが、敢あえて止めなかったのではないでしょうね」

『民間人を積極的に戦列へ加えるつもりは無かった』

　つまり、容よう認にんしたということだ。

（将来の為ために、彼かれらの戦せん闘とう力を把は握あくしておくつもりか……）

　達たつ也やはこれ以上の問答が無益であることを悟さとった。

　服部はつとり、桐きり原はら、沢さわ木きは名前から分かるように、いずれも『数字付きナンバーズ』の出身ではない。十じゆつ師し族ぞくを中心とする魔ま法ほう界の主流から外れている。

　独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たいとしては、否、一〇一旅団を率いる佐さ伯えき少将としては、確保しておきたい人材だろう。これを機会に縁えんを深めておくよう、佐さ伯えきから言いい含ふくめられているのかもしれない。

「それでは、退去させられないということですか」

　それはこのまま戦せん闘とう参加を認めるということだ。

　暗にそう訊たずねた達たつ也やの質問は、

『やむを得ない』

　予想どおりの回答を得た。




　取とり敢あえず沢さわ木きには服部はつとりの水上バイクに戻もどってもらって──三人乗りで機動力が落ちるくらいでちょうど良かった──、達たつ也やは柳やなぎの援えん護ご射しや撃げきに戻もどった。

　といっても、既すでに敵工作員はあらかた掃そう討とう済みで、残る三人の内の二人には沢さわ木きと桐きり原はらが喜々として拳こぶしと杖つえを振ふるっている。

　相手の練度もそれ程ほど高くはない。こっちは好きにさせておいて大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そして、残る一人。こちらは、練度という点では次元が違ちがうと言えるくらい、高い。

　だがこちらも、任せておいて問題は無い。むしろ手出し無用だった。

　呂剛虎ルウガンフウが海面を蹴けって疾しつ駆くする。

　ブラッドリー・チャンが水面で足を滑すべらせてカウンター気味に踏ふみ込こむ。

　呂剛虎ルウガンフウが左手を、チャンが右手を突つき出だした。

　二人の掌しよう底てい突つきが衝しよう突とつする。

　そのまま手四つの体勢にはならなかった。

　二人の突つきは一いつ瞬しゆん、拮きつ抗こうし、

　チャンが大きく弾はじき飛とばされる。

　呂剛虎ルウガンフウが波の上に転がったチャンに迫せまった。

　チャンの身体が波間に沈しずむ。

　呂剛虎ルウガンフウが足を踏ふみ降ろした。

　海面が揺ゆれる。

　波が広がったのではない。半径五メートルにわたって固形化した水面が、鐘かねのように震ふるえたのだ。

　固体化した水面が崩くずれ、激しく波立つ。

　波と泡あわの中からチャンが飛び出してきた。

　その正面に呂剛虎ルウガンフウが迫せまる。

　突つき上あげるような肘ひじ打ち。

　チャンが苦く悶もんに顔を歪ゆがめて宙を舞まい、海に沈しずむ。

　二人の闘たたかいを見ていて、達たつ也やは気づいたことがある。

　ブラッドリー・チャンは、水の上に「足場」を作っている。

　呂剛虎ルウガンフウは、水の上に「道」を作っている。

　達たつ也やは「足場」を作ることはできても「道」を作る方法は知らない。

　呂剛虎ルウガンフウは達たつ也やが使う魔ま法ほうとは異なる体系の術法を用いているということだ。

（じっくり観察したいところだが……そういうわけにもいかないか）

　達たつ也やが「視み」なければならない場所は、ここだけではない。彼かれは万が一の失敗を犯おかさないように、好こう奇き心をねじ伏ふせた。

　この場に限っても、もっと他に見るべきものがある。

　呂剛虎ルウガンフウとチャンの闘たたかいは、終わりが近づいている。

　この決着を見過ごすわけにはいかなかった。




　達たつ也やは練度が低いと判断したが、それは彼かれが過ごしてきた環かん境きよう──四よつ葉ば家、独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たい、そして九ここの重え八や雲くものレベルを基準にしての話だ。

　桐きり原はらと沢さわ木きにしてみれば、十分に歯応えがある相手だった。

　桐きり原はらも沢さわ木きも、闘いながら水の上を自在に駆かけ回まわる技術はまだ身につけていない。水を足場にできるのは桐きり原はらで八歩、沢さわ木きで五歩だ。ただし沢さわ木きは一いつ旦たん空中に飛び上がることにより、再び水面に五歩を刻むことができる。

　ただいずれにせよ、桐きり原はらも沢さわ木きも闘たたかっている最中に服部はつとりが運転する水上バイクへ戻もどる必要がある。

　服部はつとりたちが借りてきたのは男三人で乗っても余よ裕ゆうがある、水上バイクとしては大型の物で、二人同時に飛び乗っても運転の邪じや魔まになることはない。だが桐きり原はらと沢さわ木きの位置関係を常に把は握あくし、二人が海に沈しずまないよう走り回らなければならない服部はつとりは、実際に白兵戦を演じている二人以上に神経を削けずられていた。

　達たつ也やが見たとおり、格かく闘とう戦能力自体は敵兵より桐きり原はらと沢さわ木きの方が上だ。

　だが二人が戦っている敵兵は不利な体勢になるたび海中に沈しずみ、二人を足あし下もとから狙ねらってくる。大だい亜あ連れん合ごう軍脱だつ走そう兵は、水中と水上を自在に駆かけ巡めぐる魔ま法ほうを身に着けていた。

　日本の古式魔ま法ほうに当てはめれば、忍にん術じゆつの一つ『水すい遁とん』の使い手ということになるだろう。彼かれらが元々所属していた香港ホンコン軍の魔ま法ほうは、大陸由来の古式魔ま法ほうとイギリス伝来の古式魔ま法ほうをベースに、現代魔ま法ほうの断だん片ぺんや敵対していた日本の魔ま法ほうも取とり込こんで「何々流」と分類することができない混こん沌とんとした状態になっている。『無頭竜No Head Dragon』のような犯罪組織の方が、まだしも伝統に忠実と言える程ほどだ。

　脱だつ走そう兵自身も自分が使っている魔ま法ほうがどういう系統のものか分からないまま、ただ技術として使っている。

　だが、「使えるから使う」。それが道具としての「技術」の、正しい在り方なのかもしれない。この様な理り屈くつ自体、勝敗の帰き趨すうには何ら影えい響きようしないのだから。

「せりゃぁ！」

　桐きり原はらの杖つえが相手の肩かた口ぐちに振ふり下ろされる。

　高周波ブレードも、杖つえでは真しん剣けん程ほどの威い力りよくは出ない。

　それでも高速振しん動どうする杖つえは、触ふれただけで敵の服と皮ひ膚ふを裂さき、細さい胞ぼうを揺ゆらしてダメージを骨の芯しんまで送おくり込こむ。

　逆さか手てに握にぎったナイフで受けても、刀身から指に、掌てのひらに振しん動どうが伝わり麻ま痺ひを誘さそう。

　敵がナイフを落とさなかったのは、ナックルガードに指が引ひっ掛かかっていたからにすぎない。

　敵が片かた膝ひざをつき、そのまま水みず飛沫しぶきを上げて水面下に没ぼつする。

「またかっ！　うおっ!?」

　予想以上の水中速度に、遂ついに桐きり原はらが足をすくわれた。足の下からの攻こう撃げきなど、普ふ通つうは想定していない。魔ま法ほうを併へい用ようする『剣けん術じゆつ』でもそれは同じだ。

　海面に倒たおれる桐きり原はら。そのまま彼かれの身体は海中へ沈しずんでいく。

　その首に巻き付く敵の腕うで。

　敵兵がもう一方の手に握にぎる刃はが、桐きり原はらに振ふり下ろされようとした、まさにその時。

　彼かれらの直下に、爆ばく発はつが生じた。

　海面へと押おし上あげられる海水で、桐きり原はらと敵の身体が海面を超こえて空中に打ち上げられる。

　桐きり原はらがまだ浮ふ遊ゆう感に包まれている最さ中なか、敵の身体に急激な下向きのＧが掛かかり海面に叩たたきつけられる。

　表面張力が敵兵の身体を支えている一いつ瞬しゆんに、海面を電流が走った。

　人間を無力化するには足りない、弱い電でん撃げきだ。

　だが短時間行動を阻そ害がいし、格かく闘とう戦の中で隙すきを作るには十分な威い力りよくがある。

　海中爆ばく発はつ、落下加速、電でん撃げき。一連の魔ま法ほうは服部はつとりが放ったものだった。

「桐きり原はら、今だ！」

　服部はつとりは距きよ離りを取って魔ま法ほうを行使している。水上バイクも走らせたままだ。相当の大声を張り上げても声が届かない可能性の方が高かった。

「応っ！」

　だが桐きり原はらはその声を聞きき逃のがさなかった。

　その機を逃のがさなかった。

　桐きり原はらは空中で『跳ちよう躍やく』の魔ま法ほうを使って軌き道どうを変え、重力に任せて落下しながら『高周波ブレード』を纏まとわせた杖つえを沈しずんでいく敵兵に振ふり下ろした。

　高速振しん動どうする杖つえに触ふれた海水が気化し、激しく泡あわ立だつ。

　その抵てい抗こうで杖つえの勢いが喰くわれる。それが、結果的には良かったのだろう。

　気化により発生した泡あわで海水を押おし退のけながら、桐きり原はらの杖つえが敵兵の胴どう体たいを捕とらえた。

　斬きりつけるのではなく、気き泡ほうをクッションにしながら押おし付つけられた杖つえは、敵兵を激しく揺ゆさぶり、その意識を奪うばった。




　海に沈しずんだ桐きり原はらが、仕留めた敵兵を抱かかえ上あげて海面に顔を出す。

　沢さわ木きと敵兵の闘たたかいはまだ続いていた。

　海中から攻こう撃げきを仕し掛かける敵工作員と、空中から攻こう撃げきを仕し掛かける沢さわ木き。

　端たん的てきに言えば、嚙かみ合あっていない。

　沢さわ木きの拳こぶしや蹴けりを受けてダメージを蓄ちく積せきさせた敵兵は、攻こう撃げきを完全に水中からのものに切きり替かえている。

　それに対して沢さわ木きは、海の上を駆かけるのではなく海面を蹴けって跳ちよう躍やくしながら、水の上に顔を出した敵を目め掛がけ空中で軌き道どうを変えて急降下踏み付けストンピングを繰くり出だす。

　一いつ瞬しゆんの交こう錯さくが繰くり返かえされる。

　沢さわ木きは敵を蹴けり潰つぶそうとする。

　敵は沢さわ木きの足を捕とらえて水中に引ひきずり込こもうとする。

「まずいな、ありゃ。助すけ太だ刀ちした方が良くねえか？」

　仲間の闘たたかいを観戦する余よ裕ゆうができた桐きり原はらは、波間にぷかぷか浮うかびながら顔を顰しかめて呟つぶやいた。

　常時跳ちよう躍やくし続けている沢さわ木きと、水の中でタイミングを窺うかがう敵。

　スタミナの消しよう耗もうは、どう見ても沢さわ木きの方が早い。

　そう感じたのは桐きり原はらだけではなかった。

　敵が水上に顔を出す。

　次の瞬しゆん間かん、薄うすく押おし固められた水の円えん盤ばんが海面をギリギリに掠かすめながら敵に襲おそい掛かかった。

　敵は咄とつ嗟さに、海中へ戻もどった。

　その直上で水の円えん盤ばんはピタリと止まり、垂直に落下した。

　急激に増加した水圧が海中の敵にダメージを与あたえたのが見なくても分かる。

　満月の月明かりの下で展開されたその光景に、桐きり原はらは思わず口笛を吹ふいて称しよう賛さんを表した。

　確かめるまでもなく、今のも服部はつとりの魔ま法ほうだ。

　あの円えん盤ばんの挙動は、途と中ちゆうで魔ま法ほうを上書きしたものではない。

　敵が真まっ直すぐ下に潜もぐって避さけると予測して、軌き道どうをあらかじめプログラムしてあったのだ。

　常に敵の一手先せんを取る読みの鋭するどさと、それを可能にする魔ま法ほうの制せい御ぎよ。

「さすがは『ジェネラル』。俺おれなんぞとは一味も二味も違ちがうぜ」

　本人が嫌きらうのは分かり切ったことなので、服部はつとり自身の耳には決して入らぬように陰かげでこっそり囁ささやかれている二つ名を桐きり原はらは呟つぶやいた。

　"GENERAL"

　形容詞としては「専門的でなく一いつ般ぱん的な」「普ふ通つうの」「世間一いつ般ぱんの」など、どちらかといえば消極的なイメージもつきまとう言葉だ。例えば『ゼネラリスト（ジェネラリスト）』といえば、「分野を限定しない広こう範はん囲いな知識・技術・経験を持つ人」という本来の意味を離はなれて「スペシャリストになれない何でも屋」というような、揶や揄ゆするニュアンスで使われることの方が多い。

　しかしＣＡＤの使用を前提とする現代魔ま法ほうは、元々「一人で何でもこなせる万ばん能のう型の兵士」を想定して開発された技術だ。「専門的でない」のは、「専門分野に縛しばられない」即すなわち「何でもできる」ということ。これこそまさしく、現代魔ま法ほうが目指した姿だった。

　服部はつとりは自分たち同学年世代、真ま由ゆ美みや克かつ人とがいた一学年上の世代、達たつ也やや深み雪ゆきがいる一学年下の世代を通して見ても、現代魔ま法ほうの教育方針を最も忠実に実現している魔ま法ほう師しだと桐きり原はらたち同級生は考えている。

　一年先せん輩ぱいの摩ま利りも確かに魔ま法ほうのバリエーションは豊富だが、彼かの女じよは対人戦に滅めつ法ぽう強いその一方で、機械化部隊を苦手にしているという能力の偏かたよりがある。

　だが服部はつとりにはそれが無い。彼かれが本来得意とするフィールドは中・遠えん距きよ離りの集団戦だが、狙そ撃げき戦せんも白兵戦も高いレベルでこなすことができる。白兵戦専門の桐きり原はらが、服部はつとりに格かく闘とう訓練で中々勝てないでいるくらいだ。

　それともう一つの意味が、『ジェネラル』の二つ名にはある。

　服部はつとりは『数字付きナンバーズ』ではない。

　古式魔ま法ほうの名門というわけでもない。苗みよう字じは同じだが『忍にん術じゆつ』の名門・服部はつとり家とは無関係。百ひやつ家けの一つであり家系こそ古いが、魔ま法ほう界では非主流派だ。

　それでいて『数字付きナンバーズ』と対等以上に渡わたり合あう服部はつとりは、桐きり原はらや沢さわ木きのような数字を持たない同級生から将来のリーダー、『将軍ジエネラル』と期待されていた。

　桐きり原はらや服部はつとりには見えなかっただろう。空中で沢さわ木きの唇くちびるが微かすかに動いていた。彼かれも、もしかしたら桐きり原はらと同じように、服部はつとりの、本人が知らない二つ名を呟つぶやいていたのかもしれない。

　海面に顔を出した敵兵の挙動には精せい彩さいがなかった。服部はつとりの魔ま法ほうが計算どおり、水中の敵に圧力によるダメージを与あたえたに違ちがいない。

　沢さわ木きは空そらを蹴けって、海面を漂ただよう敵に襲おそい掛かかった。

　踏み付けストンピングを繰くり出だす沢さわ木きの両足を、敵兵が摑つかみ取とろうとする。

　敵の腕うでは、空くうを切った。

　沢さわ木きは揃そろえた両足を、深く引き付けていた。

　下半身だけではなく腰こしと上半身のバネも使って、両足を突つき出だす。

　自己加速魔ま法ほうにより、両足が音速に達した。

　海面に叩たたきつけられた空気の壁かべは、敵兵を完全に無力化した。




　呂剛虎ルウガンフウとブラッドリー・チャンの闘たたかいも、大おお詰づめを迎むかえていた。

　まともに闘たたかっては、チャンは呂剛虎ルウガンフウに勝てない。『人ひと喰くい虎とら』の異名を持つ呂剛虎ルウガンフウは、世界最強の白兵戦魔ま法ほう師しの一人と評価されている強つわ者ものだ。

　横浜事変で彼かれが不覚をとったのは、同じく近接戦世界最強の一人と言われている『イリュージョン・ブレード』千ち葉ば修なお次つぐとの戦いで深ふか手でを負っていた所せ為いであり、敵に達たつ也やや真ま由ゆ美みがいたからである。摩ま利りやエリカ、レオなどの近接戦タイプだけでは負傷していた呂剛虎ルウガンフウも倒たおせなかっただろう。

　武ぶの技わざも魔まの技わざも呂剛虎ルウガンフウの方が上。

　それがチャンにもようやく実感できたのか。

　チャンの気配から、一いつ切さいの余よ裕ゆうが消えた。

　いや、余よ裕ゆうと表現しては語ご弊へいがあるかもしれない。チャンは呂剛虎ルウガンフウとの闘たたかいの後に為なすべきことをずっと意識していた。彼かれの目的は呂剛虎ルウガンフウに勝利することではなく、人工島に対する破は壊かい工作を成功させることなのだから。

　しかしそれでは、この場で沈しずめられるだけだ。チャンはそう思い知った。

　ブラッドリー・チャンの、目の色が変わる。彼かれの身体から抑おさえきれない想子サイオンが噴ふき出だし、　陽炎かげろうのような揺ゆらぎがチャンの全身を覆おおった。

「ほぉ」

　呂剛虎ルウガンフウが楽しそうに目を細め、唇くちびるを歪ゆがめる。

　呂剛虎ルウガンフウが纏まとう白い鎧よろいの上に、鋼はがねの色をした想子サイオンの層が重ねられ、見る見る内に密度と硬こう度どを増した。

　チャンが、波の上でグッと身体を屈かがめた。

　四つ足の肉食獣じゆうが襲おそい掛かかる為ための力をためるような姿で、両りよう腕うでを海面につける。

　その腕うでを、水が這はった。

　足と腕うでから這はい上った海水がチャンの巨きよ体たいを覆おおい、空中に持ち上げる。

　海水はチャンを閉とじ込こめるものではなかった。水の塊かたまりが上下に割れ、大だい蛇じやの顎あぎとを象かたどる。

　チャンは細部デイテールを放ほう棄きした大だい蛇じや、あるいは龍りゆうの口の中から呂剛虎ルウガンフウを見下ろす。

　呂剛虎ルウガンフウはそれを見上げて──隠かくしようもなく、笑った。

　楽しげに、獰どう猛もうに、歯を剝むき出だして。

　呂剛虎ルウガンフウが一歩を踏ふみ出だすのと、チャンの龍りゆう蛇だが鎌かま首くびを振ふり下ろしたのは、全くの同時だった。

　呂剛虎ルウガンフウが水すい龍りゆうの形をした大波に吞のみ込こまれる。

　直後、波の間から咆ほう吼こうが轟とどろいた。

「龍りゆう」のものではない。「虎とら」の咆ほう吼こうだ。

　水柱が上がり、海面が擂すり鉢ばち状に抉えぐれる。

　擂すり鉢ばちの底に、濡ぬれそぼった呂剛虎ルウガンフウが肩かたで大きく息を吐つきながら立っていた。

　海面が元に戻もどる。

　押おし返かえす波が届く前に、呂剛虎ルウガンフウが跳ちよう躍やくした。

　空中に留まるチャンが、飛沫しぶきの弾だん幕まくを呂剛虎ルウガンフウに浴びせる。

　呂剛虎ルウガンフウの鎧よろい『白パイ虎甲フウジア』は大陸の古式魔ま法ほうの産物であり、五ご行ぎようの法則に従う。

『金きん生じよう水すい』──金行が水行に力を与あたえる。

　これを裏側から見れば、金行は水行に力を奪うばわれている。打ち消す相そう剋こくとは異なる、一方が強化されもう一方が弱体化される相そう互ご関係。

『白パイ虎甲フウジア』の性質は金行。それ故ゆえに堅けん固ごな守り、確実な勝利をもたらす。その性さが、冷れい徹てつでありながら、司つかさどる情は怒ど。

　金行の性質を持つ白パイ虎甲フウジアは水行に合って力を衰おとろえさせる。単に水が大量にあるというだけでは影えい響きようを受けないが、水行の術で攻こう撃げきを受けたなら少しずつ力が低下していく。

　リミッターを外した状態とはいえ、ブラッドリー・チャンの攻こう撃げきが呂剛虎ルウガンフウに徹とおっているのは、五ご行ぎようの理が有利に働いているからだ。

　しかし、その程度で呂剛虎ルウガンフウは──世界に名だたる『人ひと喰くい虎とら』は止まらない。

　水みず飛沫しぶきの弾だん丸がんがもたらす、身体を蝕むしばむ痛みを以もつて「怒ど」の情をますます燃え上がらせる。

　敵の攻こう撃げきを己おのが闘とう争そうのエネルギーに変えて、呂剛虎ルウガンフウはチャンを周囲に展開されている術式ごと右足で薙なぎ払はらった！

　まさに、一いつ蹴しゆう。

　呂剛虎ルウガンフウの全力が込こめられた蹴けりは、チャンの水術を破は壊かいし、その巨きよ軀くを吹ふき飛とばした。

　大きく弧こを描えがいて、チャンの巨きよ体たいが飛んでいく。

　偶ぐう然ぜんか、あるいは最後の意地か。

　ブラッドリー・チャンは達たつ也やに上空から襲おそい掛かかる形で落ちた。

　達たつ也やの対応は簡単なものだった。

　単に、スロットルを開けただけ。

　水上バイクが急発進し、ブラッドリー・チャンは虚むなしく海中に沈しずんだ。




　　　　◇　◇　◇




　風かざ間またちの思おも惑わくどおり、海上の闘たたかいはパーティーに影えい響きようを与あたえなかった。

　ただ事情を知る者は、警けい戒かいを緩ゆるめていない。達たつ也やに警告されたとおり五い十そ里りは会場に留まり続け、深み雪ゆきと水み波なみもなるべく一高関係者から離はなれないようにしていた。

　とはいえ、別行動になる時間が皆かい無むではない。どうしても避さけられないケースはある。

　例えば、こんな場合だ。

「花か音のん、何ど処こに行くの？」

　五い十そ里りの問とい掛かけに、花か音のんは顔を赤らめ──たりせず、笑え顔がおで答えた。

「お花を摘つみに」

「あっ、あたしも」

「わたしも一いつ緒しよに行きます」

　花か音のんがやむを得ない理由で中座すると言いだし、紗さ耶や香かとあずさが同行を申し出る。

「啓けいも来る？」

「……行っておいで」

　ニンマリと笑った花か音のんを、顔を赤くした五い十そ里りが追いやる。

　深み雪ゆきと水み波なみが顔を見合わせた。

　二人とも、五い十そ里りが狙ねらわれる可能性は達たつ也やから聞いていた。

　本来は、花か音のんたちからも目を離はなすべきではないだろう。

　だが深み雪ゆきの身体は一つ。水み波なみにとっては、深み雪ゆきと別行動など論外だ。

　結局二人は、この場に残ることにした。




　　　　◇　◇　◇




　ジャスミンとジョンソンのオーストラリア軍魔ま法ほう師しコンビは、海から接近する工作部隊の結果を待たず独自に動いていた。

　二人には分かっているのだ。大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう部隊の作戦は、主力を失った段階で最も早はや成功するはずがないと。

　二人は今、廊ろう下かの隅すみで、目立たぬように囁ささやき声ごえを交かわしていた。

「制圧できそうか？」

「無理だな」

　ジャスミンの問とい掛かけに、ジョンソンが声だけで答える。

「お偉えら方がたが大勢来ている所せ為いか、制せい御ぎよ室前には軍人がうじゃうじゃいやがる。しかもその中に『大だい天てん狗ぐ』までいるっておまけ付きだ」

「ハル・カザマか……それは、無理だな」

　独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たい隊長・風かざ間ま玄はる信のぶ中ちゆう佐さは、外国の魔ま法ほう師しから『大だい天てん狗ぐ』の異名と共に『ハル・カザマ』と名前を省略されて知られている。なお余談だが、この二十一世紀末、『大だい天てん狗ぐ』は英語圏けんの軍人の間では「The great long-nosed goblin」ではなく「Dai-Tengu」で通用する。一説によればサブカルチャー輸出の成果だということだが、真実は闇やみの中である。

「今いま更さらだが、このまま逃にげた方が良いいんじゃないか？」

「その話は終わっている」

　ジャスミンが必要以上に素っ気なく即そく答とうしたのは、彼かの女じよ自じ身しんの脳のう裏りを同じ思いが過よぎったからだった。

「ああそうだったな畜ちく生しようめ！　……ジャズの方はどうだった？」

「少なくとも私では手に負えない。この島に仕し掛かけられた魔ま法ほうシステムをクラックする為ためには、やはりケイ・イソリに協力させる必要がある」

「ってことは、その坊ぼうやをさらわなきゃどうにもならんか」

「カザマを出だし抜ぬくより、その方が現実的だ」

「まあ、そうだよな……っと」

　ジョンソンが近づいてくる人ひと影かげに気づいて口を噤つぐむ。

　ジャスミンも反射的に身構えたが、すぐに「普ふ通つうの少女」の素そ振ぶりを取とり戻もどした。

「彼かの女じよたちは……ケイ・イソリの同行者か」

　ジャスミンたちが話をしているのは、トイレから少しだけ離はなれたソファーの上だ。トイレに入っていく花か音のん、紗さ耶や香か、あずさの顔が、ジャスミンの位置からはハッキリ見えた。

「本当か？」

「間ま違ちがいない」

　どうやらジョンソンは彼かの女じよたちのことを良く覚えていないようだが、お節せつ介かいを焼かれて炎えん天てん下かを連れ回されたジャスミンには自信があった。

「ちょうど良いい。ジョンソン大たい尉い、少し隠かくれていてくれ。彼かの女じよたちを人ひと質じちにとって、ケイ・イソリを誘おびき出だす」

　ジョンソンの目から見て、三人とも脅きよう威いになるような戦せん闘とう力は備えていない。ポニーテールの少女はそれなりにできそうだったが、本気になったジャスミンが対処できない相手とは思われなかった。

「了りよう解かいだ」

　ジョンソンは音を立てないように注意して作業員用通路の扉とびらを開け、その中に身を隠かくした。




　　　　◇　◇　◇




　お化け粧しようを直してパウダールームから出てきた紗さ耶や香かは、ドレスアップした小さな女の子が自分たちを見ているのに気がついた。

　小さなといっても年ねん齢れいは十二、三歳さい。白人種は日本人に比べて大人っぽく見えるというから、本当はもっと小さいかもしれない。

「あっ……もしかして、ジャズ？」

「ハイ、紗さ耶や香か」

　何となく見覚えがあると思ったら、先日誘ゆう拐かいされそうになっていたところを助けた少女だった。

「えっ？　でも髪かみの色……」

　花か音のんが言うように、あの時とは髪かみの色が違ちがう。よく見れば瞳ひとみの色も変わっている。

　栗くり色いろの髪かみが、赤に。

　茶色の瞳ひとみが、緑に。

　色が変わっていることとドレスアップしている所せ為いで印象が随ずい分ぶん違ちがうが、本人が認めているのだから間ま違ちがいないだろう。

「ジャズ、どうしたの？　お父さんは？」

「ちょっと、困ったことになっちゃって」

「えっ、何かあったの？」

　物もの怖おじしないと言えば聞こえは良いいが、多少警けい戒かい心に欠けている傾けい向こうのある花か音のんが、ジャスミンの間近へ寄っていく。

　とは言ってもこの場合、相手は十二、三歳さい程度の少女の外見だ。花か音のんの行動を不用心と責めるのは、少しばかり酷こくだろう。

「実はね……動くな！」

　結果は、ご覧のとおりだが。

　花か音のんの腕うでを素す早ばやく捻ねじり上げ、膝ひざ裏を蹴けって跪ひざまずかせ、ジャスミンは花か音のんの喉のどに隠かくし持もっていたナイフを当てた。

「ジャズ、一体何を!?」

　紗さ耶や香かの悲鳴に、ジャスミンは酷こく薄はくな笑えみを返した。

「人は見み掛かけによらないということよ。覚えておいた方が良いい」

　目線で紗さ耶や香かとあずさを牽けん制せいしてから、ジャスミンは二人を同時に視界へ入れながら要求を告げる。

「ケイ・イソリを連れてきなさい」

「啓けいを？　啓けいに一体何をするつもりなの!?　うくっ！」

　花か音のんが拘こう束そくを振ふり解ほどこうとするが、逆関節ががっちり決まっている為ため、苦く鳴めいを漏もらすだけの結果に終わった。

「直接的な危害を加えるつもりはありません。早く連れてきなさい」

「駄だ目めよっ！　あたしの所せ為いで啓けいに危ない真ま似ねなんかさせられない！」

　あずさと紗さ耶や香かが顔を見合わせた。

　今のところジャスミンに花か音のんを傷つけるような動きは無い。だが彼かの女じよの冷たい瞳ひとみを見れば、ナイフを使うのに躊ちゆう躇ちよは無いと分かってしまう。

「呼びに来るまでもない。僕ぼくはここにいる」

「啓けい！」

　迷っていた紗さ耶や香かたちの背後から、五い十そ里りの声が聞こえてきた。

「啓けい、何で来たの!?　あうっ！」

「少しお静かに願えませんか。話ができないので」

　腕うでを締しめ上あげて花か音のんを黙だまらせ、ジャスミンが五い十そ里りに目を向けた。

　五い十そ里りも、ジャスミンを見ている。彼かれの瞳ひとみには、怒いかりが燃えていた。

「まずは花か音のんを離はなせ。交こう渉しようしたいのならそれからだ」

「状じよう況きようを良く考えてから発言することです。要求するのは私であって、貴方あなたではありません。そうですね……まずは、隣となりの軍人を下がらせてください」

　ギリッと奥おく歯ばを嚙かみ締しめた五い十そ里りが、隣となりに立っている南は風え原ばるに頷うなずいた。いや、これは頭を下げたのか。

　南は風え原ばるは何も言わずに、二歩下がった。

　ウェイターの制服を着ていた男性が実は軍人だったと知って、紗さ耶や香かとあずさは目を丸くしている。しかし二人とも、余計なことを言って場を乱すのは慎つつしんだ。

「良いいでしょう。では本題です。ミスター・イソリ、我々と一いつ緒しよに来てください」

「……僕ぼくが一いつ緒しよに行けば、花か音のんを離はなしてくれるのか」

「ええ。ジェームズ」

　身み許もとを隠かくす為ためにファーストネームで呼んだジャスミンに応えて、ジェームズが姿を見せる。

「ミスター・イソリをこちらへ」

「分かった」

「啓けい、止やめてっ！」

　この時、ジャスミンの意識は花か音のんが無む謀ぼうな真ま似ねをしでかさないかということに向いていた。ここで花か音のんに自や棄けになられては、交こう渉しようが台無しになってしまう。

　ジョンソンの注意は五い十そ里りと南は風え原ばると、そして紗さ耶や香かに向けられていた。白兵戦タイプの戦せん闘とう魔ま法ほう師しであるジョンソンには、紗さ耶や香かが見た目に反してできると分かっていた。

　二人ともあずさを警けい戒かいしていなかったのは、仕方が無いかもしれない。ジャスミンが警けい戒かいされなかったのと同じだ。あずさの外見が、彼かの女じよの脅きよう威い度に関する判断を狂くるわせていた。

　この場でジャスミンが最も警けい戒かいしなければならなかったのは、実はあずさだったのに。




　──弦げんの音が聞こえた。

　──ハープのような、弦げんを弾はじく音が、どこからともなく響ひびいた。




　情動干かん渉しよう魔ま法ほう『梓あずさ弓ゆみ』。




　ジャスミンの意識は、その音色に誘さそわれて現実から遊ゆう離りした。




　その音が何ど処こから聞こえてきたのか、ジャスミンには分からなかった。

　それが本当に耳で聞いた音なのか、それとも幻げん聴ちようなのか、それも分からなかった。

　そんな場合ではないのに、ジャスミンはその音が何ど処こから聞こえてくるのか、それだけに意識を奪うばわれてしまう。

　次に何い時つ、その音が聞こえてくるのか、それだけに彼かの女じよの意識は向けられてしまう……。




　誰だれもが動くことを忘れた中、ポーチから取り出した携けい帯たい端たん末まつ形態のＣＡＤを操作して、あずさが次の魔ま法ほうを行使した。

　花か音のんの喉のどに突つきつけられたナイフが強く引っ張られる。

　右手からナイフをもぎ取られる感覚に、ジャスミンは我を取とり戻もどした。だが、完全ではない。指に力が入らず、ナイフは彼女の手を離れていく。

　ナイフが床ゆかに落ちる。

「やあぁ！」

　それを見て、紗さ耶や香かが動いた。

　彼かの女じよの手しゆ刀とうが、ジャスミンの首筋を狙ねらう。

　ジャスミンは花か音のんから手を離はなして、素す早ばやく後退した。

「ジャズ！」

『梓あずさ弓ゆみ』による自失から回復したジョンソンが、ジャスミンの小さな身体を抱かかえ上あげる。

　二人を拘こう束そくしようと足を踏ふみ出だした南は風え原ばるへ、ダーツの矢が投げつけられた。ホテル内の遊ゆう戯ぎ室からジョンソンが調達してきた物だ。

　南は風え原ばるは三本のダーツを易やす々やすと打ち落としたが、その隙すきにジョンソンは、腕うでの中のジャスミンと共に作業員用通路へ逃のがれていた。




「花か音のん、大だい丈じよう夫ぶ」

　拘こう束そくから逃のがれた花か音のんの許もとへ、五い十そ里りがホッとした表情で駆かけ寄よった。

「うん……ごめん。ごめんなさい」

　五い十そ里りの顔を間近で見た花か音のんが、突とつ然ぜん、泣き出した。

　五い十そ里りは慌あわてず、優やさしく彼かの女じよの頭を抱かかえ込こんだ。

「怖こわかった？」

「ううん。違ちがう。違ちがうの！」

「じゃあ、どうしたの？」

「あたしの所せ為いで啓けいが危ない目に。あたしが、あたしが不注意だった所せ為いで！」

　懺ざん悔げする花か音のんの髪かみを、五い十そ里りは優やさしく、何度も撫なでた。

「どうして謝あやまるの？　花か音のんは何も悪くないよ」

「でもっ！」

　なおも懺ざん悔げを続けようとする花か音のんの耳元に、五い十そ里りは唇くちびるを寄せた。

「花か音のんが無事で良かった」

　花か音のんの謝罪は止まった。彼かの女じよはただ、五い十そ里りの胸の中で嗚お咽えつを漏もらした。

「うわぁ……大人ですねぇ」

　幸い、雰ふん囲い気きをぶちこわすあずさの発言は二人の耳に届かなかった。

　紗さ耶や香かの「羨うらやましい……」と言わんばかりの眼まな差ざしも、二人の世界を作っている五い十そ里りと花か音のんには届かなかった。




　　　　◇　◇　◇




「何とか、逃げ切れたようだな……。ジャズ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「しくじった。アズサ・ナカジョウが精神干かん渉しよう系魔ま法ほうを使うとは……」

「情報が不足していたんだ。俺おれたちの所せ為いじゃない。それより、これからどうする」

　口く惜やしげに唇くちびるを嚙かんでいたジャスミンが、俯うつむいて考かんがえ込こむ。

　やがて彼かの女じよは、瞳ひとみに決意を湛たたえて顔を上げた。

「これはやりたくなかったが……私の魔ま法ほうをパーティー会場に使う」

「もう、それしかないか……」

　躊ちゆう躇ちよしているのはジョンソンも同じだった。ジャスミンの魔ま法ほう、『オゾンサークル』をパーティー会場に使うのは、毒ガス攻こう撃げきと同じだ。

　どう言い訳しても、正当化はできない。

　爆ばく弾だんテロ攻こう撃げきより激しい非難を世界から浴びることになるだろう。母国の政府は各国の非難を躱かわす為ために、ジャスミンとジョンソンを生いけ贄にえに捧ささげるかもしれない。

　だが外から爆ばく破はする作戦は成功するはずもなく──実際に、もう失敗している──、内側から機械的制せい御ぎよを奪うばう作戦も、魔ま法ほうシステムをクラックして暴走させる作戦も、上う手まく行かなかった。

　残る手立ては『オゾンサークル』しかない。オーストラリア本国司令部の命令が破は壊かい工作の遂すい行こうである以上、その先に待っているのが破は滅めつであっても、やらないわけにはいかない。

「ジャズ、まずは脱だつ出しゆつ艇ていの所まで移動しよう。オゾンサークルを使えば、港はすぐに封ふう鎖さされるだろう。その前に脱だつ出しゆつする態勢を整えておいた方が良いい」

「了りよう解かいだ」

　ジョンソンの先導で、二人は整備作業員用の階段を下りて港に隣りん接せつする作業員用控ひかえ室しつに忍しのび込こんだ。直接港に出なかったのは、目もく撃げきされるのを避さける為ためだ。

　二人がたどり着いた部屋は無人だった。人の姿どころか、気配も感じ取れない。

「都合良く誰だれもいなかったな」

「都合が良すぎる気もするが……」

　ジョンソンの楽観的な発言に対して、ジャスミンは猜さい疑ぎ心しんを禁じ得なかったようだ。

「さっきの騒さわぎに駆かり出だされているんだろう」

　しかし、ここでグズグズしているわけにもいかない。ジャスミンはジョンソンの言うとおりだと無理やり自分に言い聞かせた。

「警けい戒かいを頼たのむ」

「任せろ」

　オゾンを発生させるだけの魔ま法ほうなら、それ程ほど難しくはない。だが見えていない場所へ相対的位置情報だけを頼たよりに、高こう濃のう度どのオゾンを対処の時間を与あたえないよう一気に発生させる為ためには、強い精神集中が必要だ。その間、術者は無防備になる。オゾンサークルを敵地で用いる為ためには、護衛を務めるパートナーの存在が必ひつ須すだった。

　ＣＡＤを作動させて起動式を取とり込こむ。目を閉じて精神を集中し、魔ま法ほう演算領域で魔ま法ほう式を組み上げる。

　無意識領域にある魔ま法ほう演算領域を意識して動かすという、ある意味矛む盾じゆんした行こう為い。意識と無意識の双そう方ほうを、一つの行こう為いに、同時に集中しなければならない。

　息をすることも忘れて、ジャスミンはオゾンサークルの魔ま法ほう式を組み上げた。

　座標は既すでに設定済みだ。

　ジャスミンは、パーティー会場へ向けて──そこに大勢の人がいるのは意識しないようにして──オゾンサークルを発動する。

　しかし、

　ここで、思おもい掛がけないトラブルが発生した。

「……魔ま法ほう発動に失敗した？」

「何だって？」

　ジョンソンが周囲に対する警けい戒かいを忘れて、思わず問とい掛かける。

「オゾンサークルの発動に……失敗した、と思う。手応えが無かった」

「馬ば鹿かな！」

　ジョンソンが隠かくれていることを忘れ、思わず声を荒あらげてしまう程ほど、それは意外なことだった。

　いや、あり得ないことだ、と言っても良い。

　ジャスミン・ウィリアムズはオゾンサークルの開発者、ウィリアム・マクロードが調整を直接指導した、オゾンサークルに最適化された調整体魔ま法ほう師し。戦略級魔ま法ほうの定義を満たすだけの規模は再現できなかったが、発動速度と確実性は本家本元のマクロードを上回っている。

　机き上じようのデータだけではない。これまでジャスミンは、何度も実戦でオゾンサークルを使っている。今日この時まで、失敗したことは一度も無い。四日前、日本軍の追つい跡せきを振ふり切きる際にオゾンサークルを使った際も、不安要素はまるで無かった。

「もう一度やってみる！」

　ジャスミンが再び目を閉じて精神を集中した。

　ジョンソンは護衛の務めも忘れて、彼かの女じよを見み詰つめた。

　目を開けたジャスミンは、愕がく然ぜんとした表情で力なく床ゆかに両りよう膝ひざを突ついた。

「発動しない……何な故ぜだ？　私の力が、消えてしまったのか？」

「いいえ」

　突とつ如じよ、第三者の美しく澄すんだ、まさに鈴すずを振ふるような声が割わり込こんだ。

　声が聞こえた後に、存在しなかったはずの第三者の気配が生じた。

　反射的に、ジョンソンはその気配に向かって空気弾だんを放とうとした。だが、彼かれの魔ま法ほうも発動しなかった。

　声を失った二人の前に、一人の男性と二人の少女が姿を見せる。

　男性は大だい亜あ連れん合ごう特とく殊しゆ部隊の、陳チエン祥シヤン山シエン上校。

　少女は、深み雪ゆきと水み波なみだった。

「お二方が魔ま法ほうの技能を失ったわけではありません」

　ジャスミンとジョンソンに話はなし掛かけているのは深み雪ゆきだ。彼かの女じよは言い聞かせるように、微かすかな憐あわれみも込こめられた口調で言葉を続ける。

「四よつ葉ば家の秘ひ術じゆつ『ゲートキーパー』。如何いかがでしょうか？」

「四よつ葉ば家の……秘ひ術じゆつだと？」

　ジャスミンのかすれた問とい掛かけに、深み雪ゆきは微ほほ笑えみを返した。ジャスミンの質問は英語によるものだったが、深み雪ゆきは構わず日本語で答えた。

「はい。普ふ段だん、この様な説明はしないのですが、今日は特別です。私わたくしどもも、貴重な技わざを見せていただきましたので」
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　そう言って深み雪ゆきが陳チエン祥シヤン山シエンへチラリと視線を投げる。

　陳チエン祥シヤン山シエンは微かすかな苦く笑しようでそれに応じた。

　深み雪ゆきはジャスミンに視線を戻もどした。

「無意識領域で構築された魔ま法ほう式は、無意識領域の最上層にして意識領域の最下層たる『ルート』に転送され、意識と無意識の狭はざ間まに存在する『ゲート』から魔ま法ほうの対象に投射されます」

「それがどうした」

　ジョンソンは苛いら立だった声を上げただけだが、

「……まさか!?」

　ジャスミンは、深み雪ゆきが言おうとしていることに気づいたようだった。

「ゲートは魔ま法ほう師しの精神とエイドスのプラットホームであるイデアの境界。ゲートはイデアに露ろ出しゆつしています。そうでなければ、魔ま法ほう式を自分の外側に作用させることができませんから」

「馬ば鹿かな！　幾いくら何でも、そんな真ま似ねが」

「もうご理解いただいたようですね。魔ま法ほう師し無力化魔ま法ほう『ゲートキーパー』は、対象となる魔ま法ほう師しのゲートに仕し掛かけられ、そこを通過した直後の魔ま法ほう式を破は壊かいします。『ゲートキーパー』が解除されない限り、あなた方は魔ま法ほうを使えません」

　深み雪ゆきの説明は、完全な真実ではない。

　彼かの女じよはこれを「四よつ葉ば家の秘ひ術じゆつ」と言ったが、正しくは「達たつ也やの秘ひ術じゆつ」だ。他人の『ゲート』を監かん視しし続ける、それは、少なくとも今現在、四よつ葉ば家では達たつ也やにしかできないことだ。

　それを「四よつ葉ば家の秘ひ術じゆつ」と偽いつわったのは、達たつ也やに関心が集まりすぎるのを避さける為ため。

　もっとも、そんなことはジャスミンにもジョンソンにも関係無い。今、二人が魔ま法ほうを封ふうじられているのは事実なのだから。

　ジャスミンが床ゆかに両手を突ついた。

　ジョンソンが無言で深み雪ゆきに襲おそい掛かかる。

　しかし、彼かれの身体は水み波なみの障しよう壁へきによって阻はばまれる前に、急速な体温の低下によって立っている力を失った。

　無ぶ様ざまに床ゆかを這はうジョンソンへ、深み雪ゆきが優やさしく語り掛かける。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。冬とう眠みんが一時的なものであることは、既すでに実証済みですから」

　陳チエン祥シヤン山シエンが再び苦く笑しようを漏もらした。

　実証のサンプルになったのは、彼かれだったからだ。

「皆みな様さま、お願いいたします」

　深み雪ゆきが扉とびらの外に向かって声を掛かけた。

　その言葉を合図にして扉とびらが開かれ、スーツ姿の軍人がジャスミンとジョンソンを拘こう束そくすべく入ってくる。

　ジャスミンの目に映る扉とびらの外は、港ではなく、飾かざり気けの無い部屋だった。

　扉とびらが開いたことにより、微かすかな音楽が聞こえてくる。

　ここがパーティー会場のすぐ横だと知って、ジャスミンは更さらなるショックを受けた。

「お気づきになりませんでしたでしょう？　鬼き門もん遁とん甲こうというのだそうですよ。お二人は階段を下りているつもりで、下りたり上ったりしていたのです。ですから仮に『ゲートキーパー』が作用していなくても、相対座標で魔ま法ほうを照準する方法では、オゾンサークルは発動しませんでした」

「は、ははははは……何だそれは。私たちは、最初から、お前たちの掌てのひらの上だったというのか……」

　今度こそ決定的に打ちのめされて、ジャスミンは虚うつろな笑い声を漏もらした。







　［７］




　達たつ也やが人工島へ戻もどってきた時には、深み雪ゆきもパーティー会場に復帰していた。

「達たつ也や様、お疲つかれさまでした」

「深み雪ゆきの方こそ、ご苦労様。ほぼ予定どおりだったようだな」

「はい。最後に少し、予定外の仕事をいたしましたが、あのくらいの手間はあった方が、解説だけしているよりも気が楽です」

　達たつ也やはあらかじめ言明していたように、パーティー終しゆう了りよう時間に余よ裕ゆうで間に合った。

　スーツには着き崩くずれなど皆かい無むで、靴くつも曇くもり一つ無く磨みがかれている。出て行った時よりも、むしろ、きちんとしているくらいだ。

　達たつ也やの姿を目め敏ざとく見つけて、ほのかと雫しずくが寄ってきた。

「達たつ也やさん、御ご用ようはもう済んだんですか？」

「ああ。予定より少し、時間が掛かかったかな」

「まだ半分くらいだよ」

　今日のパーティーは二時間半の予定だ。「半分くらい」は言い過ぎでも、あと一時間くらいは残っている。

「それより、先せん輩ぱいたち」

「そう言えば、何ど処こに行ったんだろうね？」

　雫しずくとほのかが言うように、主要な招待客の一人である五い十そ里りをはじめとして、一高卒業生が全員パーティー会場からいなくなっている。

　その理由を達たつ也やも深み雪ゆきも知っていたが、二人に教えるつもりは無かった。

　ほのかたちも心得たもので、それ以上卒業生の話はしなかった。
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　卒業生の内、あずさと紗さ耶や香かは人工島の港に来ていた。

　一応、服部はつとり、桐きり原はら、沢さわ木きの出で迎むかえなのだが、

「もうっ！　こんなに濡ぬらして！　海水は靴くつも服も傷いためるのよ！」

　桐きり原はらの格好を見て小言の雨を降らせ始めた紗さ耶や香かに、桐きり原はら本人だけでなく服部はつとりと沢さわ木きも小さくなっていた。

「壬み生ぶさん、取とり敢あえずそのくらいで……」

　彼かの女じよたちの周りには、敵の工作員を回収してきた国防軍の人間もいる。

　あずさは、面おも白しろそうにこちらを見ている軍人たちの視線が気になって仕方が無かった。

「でも、見てよ。これ、もう駄だ目めかも」

　パーティー用の高価なスーツは、生き地じが海水でよれている。革かわ靴ぐつもすっかり塩水を吸っていた。金銭感覚は一いつ般ぱん庶しよ民みんの紗さ耶や香かが嘆なげくのも無理はない。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　早くこの一幕を終わらせたい一心で、あずさは人目があるのも忘れてＣＡＤを操作した。

　あずさの魔ま法ほうが服部はつとり、桐きり原はら、沢さわ木きを一気に包つつみ込こむ。

　海水中の塩類が液体と粉末の形で分ぶん離りされて床ゆかに落ちる。

　風も無いのに粉と滴しずくは海へ移動して消えた。

　服と靴くつが乾かわく。

　革かわ靴ぐつはふんわりと、スーツは皺しわを伸のばしながら。

　風が吹ふき込こんだように服部はつとり、沢さわ木き、そして桐きり原はらの短い髪かみまで広がり、適度に乾かん燥そうした上ラフな感じでセットされる。

　ほんの十秒程ほどで、三人の顔と身体から海に入った痕こん跡せきは消きえ失うせた。

「これで良いいですよね？　早く会場へ戻もどりましょう」

　あずさは自分の魔ま法ほうが注目を集めているのに気づいていなかった。

　別の理由で軍の人たちに見られていると勘かん違ちがいしている彼かの女じよは、主に紗さ耶や香かと服部はつとりに向かってひたすら「戻もどろう」と主張する。

「……いえ、先に千ち代よ田ださんたちの様子を見に行かないと」

　あずさに視線が集中している理由を告げるべきかどうか悩なやんだ紗さ耶や香かは、結局「知らない方が幸せ」という結論に達してそう答えた。

「千ち代よ田だに何かあったのか？」

「それも後で説明するから。行きましょう」

　服部はつとりの質問に対する回答を保留して、紗さ耶や香かはあずさの背中を押おし、歩き始めた。




　あんなことがあったばかりとあって、五い十そ里りと花か音のんには他の人間がいない部屋を与あたえられていた。

「……一体何があったんだ？」

　二人が休んでいるという部屋に足を踏ふみ入いれて、服部はつとりは心底訝いぶかしそうに訊たずねた。

　花か音のんはもう泣いていない。

　涙なみだは出ていないし、嗚お咽えつも漏もれていない。

　だが、彼かの女じよは五い十そ里りの胸に顔を埋うめたままだった。

「あはははは……ちょっとね。ショックなことがあって」

　五い十そ里りとしては、スルーして欲ほしいところだ。だが、服部はつとりがそれで納なつ得とくするはずもない。

　結局、五い十そ里りに甘あまえる花か音のんを放置したまま、あずさと紗さ耶や香かが代かわる代がわる「人ひと質じち事件」について説明している内に、パーティーの終しゆう了りよう時刻が到とう来らいしてしまった。
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　陳チエン祥シヤン山シエンと呂剛虎ルウガンフウは、脱だつ走そう兵を積つみ込こんだ高こう速そく艇ていで帰国の途とについた。

　ブラッドリー・チャンらを乗せていた偽ぎ装そう漁船も既すでに捕とらえてある。彼かれらの任務は、ほぼ満点で完かん了りようした。

「上じよう尉い、祝しゆく杯はいに付き合え」

「喜んで」

　西に向かい、台たい湾わん海かい峡きようを通って厦門アモイ港を目指す船の甲かん板ぱんで、満月を見ながら陳チエン祥シヤン山シエンと呂剛虎ルウガンフウが酒しゆ杯はいを交かわす。

「今回は実りの多い任務だった」

　陳チエン祥シヤン山シエンの言葉に、

「そうですな」

　呂剛虎ルウガンフウがあながちお愛あい想そではなく応じた。

「やはり、日本軍とはいずれ雌し雄ゆうを決する必要があるだろう」

「小官もそう思います」

　二人は申し合わせたように、満月を仰あおぎ見みた。

「風かざ間ま中ちゆう佐さの手の内が見られなかったのは残念だが、やつの部下の力量は大体分かった」

「ええ。特に柳やなぎ少しよう佐さは手強てごわいかと」

「ほう」

　陳チエン祥シヤン山シエンが呂剛虎ルウガンフウの杯さかずきに酒を注つぎ足たす。

　呂剛虎ルウガンフウは杯さかずきに両手を添そえて恭うやうやしく受けた。

「だが」

「はい」

「これ以上厄やつ介かいな相手に成長する前に、潰つぶさなければならん」

「仰おつしやるとおりです」

「司し波ば達たつ也や。司し波ば深み雪ゆき。忌いま々いましい四よつ葉ばの後こう継けい者」

　陳チエン祥シヤン山シエンの言葉に、呂剛虎ルウガンフウの両眼が燃もえ盛さかる闘とう志しを映して爛らん々らんと輝かがやく。

「やつらは脅きよう威いだ。それが改めて確かく認にんできただけでも、大きな収しゆう穫かくだ」

「是シー」

「次は敵だ。今度こそ」

「お任せください」

「うむ」

　陳チエン祥シヤン山シエンは、そこに映った月の影かげを飲み干すように酒しゆ杯はいを呷あおった。
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　パーティー終しゆう了りよう後、達たつ也やはクルーザーの通信機で真ま夜やに首しゆ尾びを報告した。

『今日はご苦労様でした』

「恐きよう縮しゆくです」

　今回の任務は滞とどこおりなく終わった。点数をつけるなら、九十点は行くだろう。

　満点でないのは、プラスアルファが無かったからだ。

『今回の結果には満足しています』

「ありがとうございます」

『面おも白しろい話も聞かせてもらいましたし。「ゲートキーパー」……中々使い勝手が良さそうな魔ま法ほうね』

「改良すれば、自分以外にも使えるようになると思います」

『魔ま法ほう師しを本当の意味で無力化する魔ま法ほうが遂ついにできるということですね。期待しています』

「速すみやかに実用化できるよう努めます」

『大だい亜あ連れん合ごうの魔ま法ほうも、中々興味深いものでした。詳くわしい報告を直接聞きたいので、東京に戻もどったら本家においでなさい』

「はい。すぐにうかがいます」

『あら、そんなに急がなくても良いのよ。二、三日、そちらで英気を養ってから戻もどっていらっしゃい。報告は四月に入ってからで構いません』

「恐きよう縮しゆくです」

『来月、会えるのを楽しみにしているわ』

　その言葉を最後に、通信は切れた。

　カメラの前で頭を下げていた達たつ也やが、通話ランプの消灯を確かく認にんして顔を上げる。

　達たつ也やは小さく伸のびをした。

　今回は成功の報告とはいえ、真ま夜やと話をするのはやはり気き疲づかれする。

　気分をリフレッシュする為ために、彼かれはキャビンから甲かん板ぱんへ上がった。

　そこでは深み雪ゆきが、水み波なみを従えて月を見ていた。

「お兄様。叔お母ば様とのお話は終わられましたか？」

「ああ。東京に戻もどったら直接報告に来いと言われた。ただし、四月に入ってからにしろという指示だ」

「まぁ……。叔お母ば様、今はお忙いそがしいのでしょうか」

　深み雪ゆきはすぐ報告に来るよう命じられると思っていたのだろう。口に片手を当て、軽く目を見開いている。

「多分、お前の言うとおりだろう」

　達たつ也やはこの任務を命じられた時に、真ま夜やが師し族ぞく会議以外で珍めずらしく本ほん拠きよ地ちから出てきていたのを思い出した。もしかしたらスポンサーとの間にでも、急を要する案件が発生したのかもしれない。

「でも、少し余よ裕ゆうができましたね」

「そうだな」

　達たつ也やが深み雪ゆきの隣となりに立つ。

　気を利きかせたのか、水み波なみがキャビンに引ひっ込こんでいく。

　二人だけになった甲かん板ぱんで、深み雪ゆきが達たつ也やに身を寄せた。

　ドレス姿のまま、髪かみをアップにした頭をスーツの肩かたにそっと預ける。

「今回は任務でしたが……楽しい旅行でした」

「俺おれも楽しかった」

「でも、今度は任務抜ぬきで旅行に行きたいです。お兄様……達たつ也や様」

「お兄様で良いいんだぞ」

　深み雪ゆきの頭が触ふれている肩かたを動かさないように気をつけながら、達たつ也やは彼かの女じよの横顔を窺うかがった。

「お兄様と、達たつ也や様。どちらが良いいのでしょうか。わたしにはまだ……」

「焦る必要はないさ。まだ、時間はある」

「そうですね。まだ、時間は残されています……」

　うっとりと目を閉じた深み雪ゆきの心の裡うちは、達たつ也やにも読み取れなかった。







　［エピローグ］




　空港の出発ロビーには六種類の人間がいる。

　笑え顔がおで見送る者。

　涙なみだで見送る者。

　それ以外の表情で見送る者。細かく分類すればきりが無いのだろうが、笑え顔がおと涙なみだ以外は誤差の範はん囲い内だ。

　同様に、見送られる側も三種類。

　笑え顔がおで旅立つ者。

　涙なみだと共に旅立つ者。

　それ以外の表情で旅立つ者。

　しかし敢あえて、もう一種類付け加えるならば。

　疲つかれ切きった顔で帰き途とにつく者。仕事か遊びかの違ちがいはあれど、また肉体的疲ひ労ろうと精神的疲ひ労ろうの相そう違いはあれど、帰りの飛行機を待つ者は、多くがそういう顔をしている。

　彼かの女じよもまさに、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子だった。

　三月二十九日。久く米め島じま西沖おき合あいの人工島で行われたパーティーの翌日。

「疲つかれる旅行だったわ……」

　那な覇は空くう港こうの出発ロビーに到とう着ちやくした紗さ耶や香かは、スーツケースに両手を突ついて体重を預け、しみじみと呟つぶやいた。

　彼かの女じよの独り言を聞いたあずさが、控ひかえめに乾かわいた笑い声を上げる。誘さそってくれた同級生の手前、大きな声では言えないが、「同感！」というところなのだろう。

「そうかぁ？　楽しかったじゃねえか」

　しかし、恋こい人びとの桐きり原はらは違ちがう意見だ。うきうきした表情でそう反論する。まだ昨夜の興奮を引きずっている様子だ。パーティーの興奮、ではなく、荒あら事ごとの興奮を。

「……桐きり原はら君は楽しかったでしょうね。子供みたいに、ずぶ濡ぬれになってはしゃいでいたもの」

　紗さ耶や香かに恨うらめしそうな目を向けられて、桐きり原はらは咄とつ嗟さに視線を逸そらした。昨晩スーツを台無しにし掛かけてこっぴどく怒おこられたことを思い出したのだ。

「べ、別に、水遊びをしていたわけじゃねえぞ。なあ、沢さわ木き」

　何が「なあ」なのかよく分からないセリフだったが、沢さわ木きは大きく頷うなずいた。

「ああ。良いい実戦だった。久々に全力を出せて満足だ」

　紗さ耶や香かとあずさから放たれた視線の矢が、沢さわ木きに何本も突つき刺ささる。しかし見えざる矢でハリネズミ状態になっても、沢さわ木きは一向に堪こたえていない様子だ。

　そこに五い十そ里りが、済まなそうな表情で会話に加わった。

「何か、ごめん。変なことに巻まき込こんじゃって……」

「あっ、ううん！　そんなことないわ！」

　五い十そ里りの謝罪の言葉に、紗さ耶や香かは慌あわてて首を横に振ふった。

「あたしの方こそ、変なこと言ってごめんなさい。楽しかったのは間ま違ちがいじゃないの」

「うん、分かってる」

　慌あわてて釈しやく明めいする紗さ耶や香かに、五い十そ里りは苦く笑しよう気味の笑え顔がおで頷うなずいた。

「あんなアクシデントに巻まき込こまれたら疲つかれちゃうよね。もう一日くらい、ゆっくりしていけば良かったかな」

「賛成！」

　五い十そ里りの何気ない一言に花か音のんが食い付く。

「今日の便はキャンセルして、もう一泊ぱくしていこうよ！」

　フィアンセの腕うでに自分の腕うでを絡からめながら、花か音のんが甘あまえた声で五い十そ里りに強ね請だった。

「そういうわけにも行かないよ」

「そうだな。大学の入学式までにはまだ少し日があるとはいえ、そろそろ準備に取とり掛かかりたい」

　服部はつとりのセリフにあずさは頷うなずいていたが、花か音のんは納なつ得とくできないようだ。

「準備なんて何があるのよ」

「それより、搭とう乗じよう手て続つづきを済ませないか？」

　花か音のんの反論をスルーして、服部はつとりは五い十そ里りに声を掛かけた。

「そうだな」

　応えたのは沢さわ木きだ。彼かれはそのままスーツケースを押おして搭とう乗じようカウンターへ向かった。

「ちょっと！　こら、無視すんな！」

　沢さわ木きの後に続いて歩き始めた服部はつとりは、花か音のんの抗こう議ぎに上半身だけで振ふり返かえった。

「外国じゃないんだ。夏にでもまた来れば良いだろう？」

「良いいね。またこのメンバーで来ようか」

　服部はつとりのセリフに、五い十そ里りが乗り気な回答を返す。

「えーっ、あたしは啓けいと二人が良いいなぁ」

　花か音のんがすかさず不満を唱となえ、

「俺おれたちは夏休みが本当に自由に使えるかどうか分からないからなぁ」

　防衛大学校に進む桐きり原はらのセリフに、同じく防大進学組の紗さ耶や香かが残念そうな顔で頷うなずく。

「別に、今年の夏に限る必要はないし、夏に限る必要すらない。リスクが何ど処こにでも待ち構えているように、チャンスは何い時つでも存在する」

「服部はつとり、そいつは何なんかの哲てつ学がくか？」

　桐きり原はらの冷やかしに、服部はつとりは笑って頭かぶりを振ふった。

「哲てつ学がくなんてご大層なものじゃないさ。単なる気休めだ」

「何が言いたいのか分かんねえよ」

「次はもっと上う手まくやれる、というのと同じようなものだ」

「なる程ほど」

　搭とう乗じよう手て続つづきを終えた沢さわ木きが、振ふり返かえって口を挿はさむ。

「では、次は俺おれたちだけでトラブルを片付けられるようになろうか」

「まあ、そういうことだな」

　服部はつとりは笑ったまま、沢さわ木きのセリフに頷うなずいた。




　　　　◇　◇　◇




　予定どおりパーティーの翌日に東京行きの飛行機に乗った一高卒業生組に対して、在校生組は朝からのんびりと波の上を漂ただよっていた。潜せん水すい艦かんの襲しゆう撃げきで中断した久く米め島じま遊覧を、同じグラスボートでやり直しているのだった。

「思い掛がけず『任務ではない旅行』になりましたね」

　苦く笑しよう混じりの深み雪ゆきのセリフに、

「これはノーカウントで良いいんじゃないか？」

　達たつ也やはやはり、苦く笑しよう交じりで答えた。

「何が『ノーカウント』なんですか？」

　ほのかがすかさず、不思議そうに問とい掛かける。

「今回の沖縄旅行は仕事だったから、次回は仕事抜ぬきで旅行しようと話をしていたんだ」

　特に隠かくす必要はないので、達たつ也やはほのかの質問に正直に答えた。

　次回は仕事抜ぬき、という話を深み雪ゆきとしたのは昨晩のことだ。人工島から沖縄本島へ戻もどる船の上の会話。あれからまだ半日しか経たっていない。このクルーズを「仕事抜ぬきの旅行」にカウントすると、昨夜の会話が何とも締しまらないものになってしまう気がして、達たつ也やも深み雪ゆきも苦く笑しようしていたのだった。

「ふーん、そうなんですか」

　ほのかはそれ以上踏ふみ込こんでこなかった。「自分も一いつ緒しよに」というセリフは彼かの女じよ自じ身しんにとって好ましくない回答を招くと悟さとったのだろう。

「いつまでこっちにいられる？」

　親友の苦く悩のうを敏びん感かんに察知したのか、雫しずくが深み雪ゆきに別の話題を持もち掛かける。

「明日か明後日あさつてには東京に戻もどらなければと思っているのだけど」

「あんまり余よ裕ゆう、無いんだね」

「本当は今日の便で戻もどる予定だったの。これでも少し余よ裕ゆうができたのよ」

「ふーん……」

　何な故ぜ余よ裕ゆうができたのか、深み雪ゆきは説明しなかった。

　雫しずくもそこは訊たずねなかった。

「そろそろ入学式の打ち合わせもしなければならないし」

「そうか」

　雫しずくは、実態はともかく肩かた書がきは平ひらの風紀委員なので、校内でイベントがあっても事前に忙いそがしくなったりはしない。だが深み雪ゆきは生徒会長だ。入学式に向けて、色々な準備がある。

　例年であれば三月中に新入生総代との顔合わせや式の段取りなど終わらせておくのだが、今年は深み雪ゆきが公務みたいなもので──「公」務ではないが、実質的にはそれに近い──終業式直後に東京を離はなれている。式の手配は春休みになる前に一通り終わらせてあるのだが、新入生答辞の打ち合わせはまだできていない状じよう況きようだ。

「今年の総代は、また女の子なんだよね？」

「そうよ」

「十じゆつ師し族ぞくなんだっけ」

「ええ。三みつ矢や詩しい奈なさん。三みつ矢や家の末のお嬢じようさんよ。まだお会いしたことは無いのだけど」

「そうなんだ。だったら尚なお更さら、余りゆっくりはしていられないね」

「そうね。残念だけど」

　深み雪ゆきがそう言った時、彼かの女じよ自じ身しんだけでなくほのかも気落ちした顔をしていた。

　深み雪ゆきが東京に戻もどれば、達たつ也やも一いつ緒しよにいなくなるから、ではない。ほのかも生徒会の役員で、入学式の準備に取とり掛かかる必要があるのは彼かの女じよも同じだからだ。

　ほのかと雫しずくは三十一日に帰京する予定だが、仮に深み雪ゆきが入学式の準備で三十日に東京へ戻もどるとなれば、それに合わせて帰りの便を繰くり上あげることも考えなければならない。

「……とにかく、こっちにいる間はのんびりしましょう！　海は少し早いですけど、私たちが泊とまっているホテルのプールで泳ぎませんか？　結構広いんですよ！」

　気を取り直したほのかが、達たつ也やに迫せまっている。

　それを見ている深み雪ゆきの表情から少し余よ裕ゆうが無くなってきた、と彼かの女じよと話をしていた雫しずくは思った。




　　　　◇　◇　◇




　ジャスミン・ウィリアムズとジェームズ・Ｊ・ジョンソンが日本軍に捕とらえられたという報しらせは、翌日の内にイギリスのウィリアム・マクロードの耳にも入った。

　今回の久く米め島じま沖おき人工島破は壊かい工作未み遂すい事件は表面上、大だい亜あ連れん合ごう脱だつ走そう部隊をオーストラリア軍が支し援えんしたものだが、この二者を結びつけたのはイギリスだ。背景が明らかになれば、真の首しゆ謀ぼう者はイギリス軍だったとの非難は免まぬがれない。

　それを自覚しているから、イギリス軍情報部は現在、緊きん迫ぱくした空気に包まれていた。

　蜂はちの巣すを突つついたような大おお騒さわぎには、なっていない。この件はホワイトホール（イギリスの政府機関・官庁街）にある国防情報参謀部ＤＩＳ本部ビルの中でさえ、情報漏ろう洩えいを恐おそれて大きな声では語られていない。それが余計に、重苦しい空気を演出している。

　すれ違ちがう際、マクロードに責めるような目を向けてくる者も少なくない。今回の作戦に関わったスタッフは、オーストラリア軍魔ま法ほう師し部隊を動かすに当たってマクロードが主導的な役割を果たしたことを知っている。

　自分が非難の視線に曝さらされていることに、マクロードは気づいていた。既すでに弁明も求められているのだ。自分の立場が悪化していることは、誰だれかに教えられるまでもない。

　しかしウィリアム・マクロードには、自分に対する悪感情にまるで頓とん着ちやくしている様子が無い。政府高官の前で軍の幹部に詰きつ問もんされている最中も、悠ゆう然ぜんとした貴族的な態度を崩くずさなかった。

　一つには、公こう認にん戦略級魔ま法ほう師し『十三使し徒と』の一人である自分をイギリス政府が疎おろそかに扱あつかうはずがない、という計算もあるのだろう。しかし自身でオーストラリアまで乗のり込こんでいって直接作戦に口を出す程ほど深く関かん与よしているにも拘かかわらず、ショックを受けた様子が無いのは、単に自分の地位が安あん泰たいであることを確信しているからとは思われなかった。

　マクロードは呼び出されたＤＩＳ本部ビルを出て、一ブロック隣となりの古いビルに入った。ここにはイギリスのシギント（通信傍ぼう受じゆ、盗とう聴ちよう、レーダー波やビーコン信号等などの傍ぼう受じゆによる諜ちよう報ほう活動）を担になう政府通信本部ＧＣＨＱ（旧ＭＩ１）の分室が入っている。

　部外者には何に使われているのか全く分からないこのビルは、マクロードの仕事場でもある。厳密にいえばＧＣＨＱ分室ビルの一室に、マクロードは、完全に個人用のオフィスを割り当てられていた。

　彼かれは誰だれにも会わず自分の部屋に入って鍵かぎを掛かけた。元々人の出入りが少ないビルだが、マクロードのオフィスは内部の職員もほとんど足を踏ふみ入いれることが無いマシンフロアの一角にある。専用のエレベーターに乗ってしまえば、この部屋に来た事実を他人に知られることはない。

　マクロードは、ビルの外見とは不ふ釣つり合あいな最新式通信機のスイッチを入れた。

　通信機のディスプレイは、すぐに一人の男性の姿を映し出した。相手は約束の時間より前から通信機の前に陣じん取どっていたようだ。

『ハロー、サー・ウィリアム・マクロード。お身体からだの調子は如何いかがですか？』

「ハロー、ドクター・クラーク。身体の方はすこぶる快調ですよ。年の割にはね」

『そんなつもりではなかったのですが……申し訳ない』

「こちらこそ失礼。単なる冗じよう談だんです」

　画面の中で困こん惑わく気味に笑っている男性の名はエドワード・クラーク。ＵＳＮＡ国家科学局ＮＳＡ所属の学者で、大規模情報システムの専門家だ。

『お人が悪いですよ、サー。ところで例の件、予定どおり失敗に終わったようですね』

「ドクターに隠かくし事ごとはできませんな」

『恐おそれ入いります。それで、「木馬」は上う手まく潜もぐり込こめましたか？』

「今のところはまだ。ジャズはハル・カザマの許もとに捕とらえられています」

『そうですか……。四よつ葉ばが興味を持ちそうなサンプルだと思ったのですがね』

「私はまだ、五分五分だと思っています。ハル・カザマの部隊と四よつ葉ばの間には特別なコネクションがあるようですから」

『同一の遺伝子情報を持つ「ウィリアムズ・ブラザー」の精神感応で、四よつ葉ばの秘密を少しでも探さぐり出だせれば良いのですが』

「ジャズの場合は『シスター』と言うべきなのでしょうがね。彼かの女じよたちの精神感応は本人が意識して使えるものではない分、確実性には欠けますが、相手に察知されにくいというメリットがあります。ドクターの『システム』と組み合わせれば、我々の目と耳が届く範はん囲いは大きく広がるのではないかと」

『世界を制する為ために何より必要なのは情報です。サー・ウィリアム、ＵＳＮＡは貴方あなたのご協力に、作戦の成否に拘かかわらず感謝しております』

「恐きよう縮しゆくです。我わがブリテンの繁はん栄えいの為ために、今後もドクターのお知ち恵えをお貸し願いたい」

『無論ですとも。我々は同盟者なのですから』

　画面の中でエドワード・クラークが「それではまた近い内に」とフレンドリーな挨あい拶さつを告げる。その直後、画面はブラックアウトした。

　マクロードも通信機の電源を落とし、システムを念入りにロックして、この秘密オフィスを後にした。




　　　　◇　◇　◇




　久く米め島じま沖おき人工島襲しゆう撃げき未み遂すい事件の翌々日。真ま夜やは都心近くの高級住宅街を訪おとずれていた。

　見た目は古く大きな一いつ軒けん家や。しかしその実態は、最新式の警備装置と幾いく重えにも重ね掛かけされた古式魔ま法ほうの防衛陣じん地ちに守られた、一種の要よう塞さいだ。

　家の主あるじの名は東とう道どう青あお波ば。青せい波は入道閣下とも呼ばれる老人で、日本の政財界の奥おく深ふかくに巣くう黒幕──妖よう怪かいとも呼ばれる──の一人だ。旧第四研の真のオーナーで、四よつ葉ばのスポンサーでもある。

　東とう道どう老人が真ま夜やを呼びつけることは少ない。スポンサーとはいえ、四よつ葉ば家が一方的な庇ひ護ごを受けている関係ではないのだ。資金面だけに限って言えば、四よつ葉ば家は東とう道どう老人の助けがなくてもやっていける。

　四よつ葉ば家はかつて、旧第四研の管理者、運営スタッフを排はい除じよして、軍から自由を勝ち取った。しかしその前に、軍が東道家から第四研の実権を奪うばった経けい緯いがある。

　だからこそ今でも東とう道どう老人と四よつ葉ば家当主は友好的な関係でいられる。四よつ葉ば家が東とう道どう老人の権力に依い存ぞんしている部分があるのと同様に、東とう道どう老人は四よつ葉ば家の力に助けられているのだ。

　お互たがいに、持ちつ持たれつの関係。だからこそ、東とう道どう老人が真ま夜やを呼びつけるのは、余よ程ほどの重要案件がある場合だ。

　真ま夜やと東とう道どう老人はお決まりの挨あい拶さつを交かわした後、早さつ速そく本題に入った。

「一昨日の久く米め島じまの件、ご苦労だった」

「恐おそれ入いります」

　破は壊かい工作を阻そ止しするよう真ま夜やが達たつ也やに命じたのは、東とう道どう老人の依い頼らいを受けてのことだ。

「その際、オーストラリア軍の魔ま法ほう師しを捕ほ虜りよに取っているな」

「はい。一人は平へい凡ぼんな魔ま法ほう師しですが、もう一人は中々興味深いサンプルのようです」

　真ま夜やの言葉に、東とう道どう老人は「そうだろう」と言わんばかりに頷うなずく。

「お前たちが興味を懐いだくのは当然だ。だが、その者を決して四よつ葉ばの懐ふところに入れてはならない」

　老人の言葉に、真ま夜やが軽く目を見張る。

「あら……。もしかして、罠わなでございますか？　人間爆ばく弾だんのような」

「爆ばく弾だんよりも質たちが悪い。その女は『耳』だ」

　東とう道どう老人の言い方は抽ちゆう象しよう的なものだったが、真ま夜やは「耳」を諜ちよう報ほう系の特とく殊しゆ能力者のことだと正確に理解した。

「かしこまりました。佐さ伯えき閣下には、その者を早さつ急きゆうに処分するよう忠告致いたしましょう」

　真ま夜やは東とう道どう老人の言葉を疑わなかった。

　どうやってそれを知ったのかとも訊たずねなかった。

　四よつ葉ば家は旧第四研だけで開発された一族ではない。第四研創設以前から、その前身となる組織で交配が進められていた。

　そして東とう道どう老人の手て許もとにはまだ、四よつ葉ば家に「血」を提供した家系の者が残っているのだ。

「そうだな。佐さ伯えきにはこちらから指図するより、お前から告げる方が効果的だろう」

　東とう道どう老人の命令に、真ま夜やは心がこもっていない笑え顔がおで頭を下げた。





〔『南海騒そう擾じよう編』完〕









　あとがき




　ここまでお付き合いいただき、ありがとうございます。『南海騒そう擾じよう編』、如何いかがでしたでしょうか。お楽しみいただけたのであれば良いのですが。




　元々の予定では、この第二十巻で三年生の部が開幕するはずでした。しかし諸事情により、シリーズ構成には無かった、単巻で完結する番外編的なエピソードをお届けすることになりました。

　この巻は、構想段階では（１）シリーズのメインストーリーとはあまり関係が無い番外編にする、（２）今まであまりスポットライトが当たらなかった一学年上のメンバーを活かつ躍やくさせる、（３）シチュエーションは卒業旅行で舞ぶ台たいは北海道か沖縄にする、という方針でした。

　ところがどうしたことか、プロットを作り始めるとあれよあれよという間に、お読みいただいたようなきな臭くさい話になってしまいました。一応、脇わき役やくながら服部はつとりたちにスポットは当たっていますし、舞ぶ台たいとシチュエーションも方針どおりなのですが……。

　師し族ぞく会議編が達たつ也やたちにとって窮きゆう屈くつな話だったので、今回はのびのびと活かつ躍やくさせよう、と考えたのがいけなかったのでしょうか。達たつ也やが便利すぎる異能を使いまくっています。彼を自由にさせたらこうなってしまうんですね。普通の敵には為なす術すべがありません。

　まあこれからは、強いだけでは打開できない状じよう況きように直面することになるのですが。……直面する、はずです。

　エピローグにはメインストーリーに大きく関わってくるキャラクターが顔を出しています。当初の構想に反して、番外編とは呼べなくなってしまいました。しかし、結果的には彼らをここで登場させられて良かったと思います。

　また、名前だけですが新一年生も出てきました。彼女は当初『文ふみ乃の』という名前だったのですが、『文ふみ弥や』と被かぶっているという理由で没ぼつ。次に『詩しい乃の』という名前を思いついたのですが、いやいや、これは某ぼう超人気作品の人気ヒロインの名前と同じ字じゃないか、と気づいてこれも没ぼつ。最終的に『詩しい奈な』で落ち着きました。彼女も色々と特とく徴ちよう的てきなキャラクターですので、次巻以降の活躍をご期待ください。




　作中に出てきた海底資源鉱こう床しようは二〇一五年一月に独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構が存在を確認したと発表した「ごんどうサイト」を参考にしています。今年（二〇一六年）二月にも沖縄海域で海底熱水鉱こう床しようの確認が発表されていますし、実際に商業ベースで採さい掘くつできるようになれば良いですね。技術の進歩に期待しましょう。

　作中の人工島は一九七五年に開かい催さいされた沖縄国際海洋博の「アクアポリス」をモデルにしています。規模や構造は全く違いますが。

　私自身は、海底資源開発にはこういうメガフロートより「オーシャンスパイラル」のような海中建造物の方が有望ではないかと考えているのですが、今回のストーリーではメガフロートの方が都合が良かったので、この様な形になりました。オーシャンスパイラルもロマンですよねぇ。私が生きているうちに実現しないものでしょうか。




　さて、次巻では本当に、三年生の部が開幕します。主人公の最終学年に相応ふさわしく「そんなのあり？」という展開を色々と考えておりますので、是ぜ非ひ、シリーズの最後までお付き合いください。皆様に「面白かった」と仰おつしやっていただけるよう、精一杯頑がん張ばります。

　それでは、第二十一巻『動乱の序章』編でまたお目にかかれますことを願っております。





（佐さ島とう勤つとむ）
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佐さ島とう 勤つとむ

西暦１９ＸＸ年、日本の片田舎に生まれる。和洋のスペースオペラを糧に少年時代を過ごす。青年時代、ファンタジーと伝奇小説に転向。卒業後、企業戦士（ただし雑兵）として現実世界に魂を売り渡すも、西暦２０１１年、遅れてきたジュブナイル作家として空想世界に帰還を果たす。（本プロフィールには虚偽と誇張表現が含まれています）
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イラスト／石いし田だ可か奈な

西暦１９ＸＸ年生まれ。挿絵は初仕事。本業はアニメーター。アニメ『俺の妹。』の総作画監督を担当。『魔法科高校』ではキャラクターデザイン、総作画監督もつとめた。

SpecialThanks：ジミーストーンさん。
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